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　遙かな高みから全てを俯ふ瞰かんする虚こ空くうに――男は腰掛けていた。

　支えるものもなく。吊すものもなく。

　文字通りの虚うつろなる空うつろ。

　何もないはずの空間に、当然の如く……非常識にも平然と男は座っている。そのまま何ど処こかの公園のベンチの上にでも移せば、何の違和感もなく周囲の風景と馴染んでしまうような自然さだった。恐らく本人にとっては、公園のベンチも遙かな蒼そう穹きゆうも大差ないのだろう。緊張感も外け連れん味みもなく……青空の真ん中で、ただ、在あるように在る。

　空に座る男。

　見る者の常識や理性を浸食しそうな光景である。

　しかも――

「――そうそう。うん。で、ぶっちゃけ、そっちはどないなん？」

　見るからに胡う散さん臭くさい中年男だった。

　中肉中背で、体格的に目立った特徴はない。顔立ちもそう特徴はない。若干丸顔といった印象だが――あくまで強いて記載すべき要素を探せば、といった程度のことである。手に持って喋っているのも、普通の携帯電話だ。これで普通の背広スーツ姿であれば道ですれ違う者の記憶には残るまい。

　ただ……その装いが全体的にヤクザっぽいのだ。

　それも幹部級のものではなく――何処かチンピラっぽい薄っぺらさがある。

　黒い革のジャケット。銀のアクセサリー。柄物のシャツ。オールバックの髪。無ぶ精しよう髭ひげ。

　そして――目許を覆い隠す丸レンズのサングラス。

　街中の雑踏では、それなりに悪目立ちする格好ではある。

「あ、そうかいな。ＫＮんとこも大変やなー」

　だが……まだそれは常識の領域に属する姿ではあった。

　だからこそ、男が空の真ん中に座する姿は途と轍てつもなく異様に見える。

　俗でない場所に俗なものがある――違和感。

　いっそ異形の怪物や、奇装の怪人であった方が、自然に見えることだろう。非常識な存も在のが非常識な場所に非常識なあり方をするだけなのだから。

「……気付かれたか」

　例えば――呟つぶやく男の左右に忽こつ然ぜんと現れた、二つの巨大な影のように。

　チンピラヤクザよりも、それらは遙かに『それらしい』存在ではあった。

　二体の――巨人。

　いや。果たしてそれを表するのに『人』という単語を、用いて良いのかどうか。

　右側に浮かぶのは、半裸の大男である。

　頭頂の一部を残して綺麗に剃り上げられた髪といい、筋骨隆々たる体たい軀くといい、ゆったりとしたズボンといい、腕を組んで傲然と立つその姿勢といい――そして何よりも十メートルを超えるであろう巨体が、人間というよりもまず、『千夜一夜物語アラビアンナイト』の魔神ジンニーを連想させる。

「あ？　――いやいや、何でもあらへん。こっちの話。ほなそんな感じで。じゃ」

　男は携帯電話を切って、ぱちんとその筐きよう体たいを折り畳む。

　慌てず、騒がず、彼はむしろ何処か愉しげに呟いた。

「混こん沌とん委員会……意外に対応が早いな」

　彼の左側に浮かぶ人型はさらに異様だった。

　大きさは五十メートルを下るまい。

　こちらは先のアラビア風巨人と異なり、肌の露出がまるでない。

　その全身は黒い鋼の装甲に覆われ――それどころか不用意に近付く者を威い嚇かくするかのように、全身のあちらこちらに巨大な『棘とげ』を備えている。しかも大まかに人の形をしてはいるが――明らかに細部の均衡が人間のそれから逸脱していた。

　注意深い者が見ればわかるだろう。

　これは鎧を帯びた巨人ではない。人の形に似せて作られた――何かなのだと。

「〈賛美歌の娘キヤロルズ・ドーター〉と〈偶像破壊者イコノクラスト〉か」

「――そこの人」

　呟く男にアラビア魔神風の巨人が声を掛ける。

　いや――違う。声は若い女のものだった。

　よく見れば巨人の肩に――まるで大樹にとまる小鳥の如く、一人の女性が座っているのがわかる。声を発したのはこの女性だった。

　若い娘だ。

　黒い髪と黒い瞳。そして黒い衣装。

　対して肌は鮮烈な程に白い。

　恐らく歳は二は十た歳ち過ぎだろう。既に少女とは呼びにくい年齢だ。その体軀が成熟した大人の女性のものであるということも、服の上からでさえ一目瞭然だった。豊かな胸とくびれた腰が成人女性特有の輪郭シルエツトを描き出している。

　にも拘かかわらず……何処か童女のような印象が、この娘にはあった。

　未いまだ激しい憎悪も深い悲哀も知らぬかのような――純真無垢な子供のような、透明さと柔和さがその表情には備わっている。とろんと緩んだ双そう眸ぼうは、見ているだけで根拠のない幸福感がじわじわと伝染してくるようだった。

「貴方あなたの素性と目的について――教えていただけませんか？」

　問う口調もおっとりのんびりとしていて……まるで顔見知りが、明日の天気についてでも尋たずねているかのように、緊張感がない。

「本来……」

　その声は娘と反対側――鎧巨人の方から聞こえてきた。

「表に出張る訳にはいかない俺達ですが」

　こちらはその首元、人間で言えば鎖骨の辺りにやはり人影があった。

　異国風の貫かん頭とう衣いを纏まとった青年である。

　装いは特異だが、その顔立ちは平凡――掛けている眼鏡も、見た限りではごくごく普通の代物だ。衣装をシャツとジーンズに換えれば、そこらの大学生と区別はつくまい。いかにも育ちの良さそうな――苦労を知らなさそうな品の良さがあった。

　だがそれは見た目だけのことだ。

　この異様な現場において、青年はまるで臆おくした様子がない。まるでこの程度の状況には慣れているとでも言うかのようで……眼鏡の奥の眼は、射抜くような視線をサングラスの男に向けて放っていた。

「貴方相手じゃ例外と考えるしかない。何者かは知りませんが、危険に過ぎる」

「そう言われてもなぁ」

　サングラスの男が肩を竦すくめて言った。

「まだ何もしてへんで。いや本マ気ジで」

「そうでしょうね」

　黒髪の娘――〈賛美歌の娘〉が言った。

「貴方が具体的に何かをしてからでは――多分、遅いんです」

〈賛美歌の娘〉の口調は淡々としていた。

　だが――その黒の双眸はサングラスの男を見据えて揺るがない。

　まるで何かの照準を合わせているかのように。

「こうしていても、まるで力の大きさがわからない。〈学園〉方式でも〈連盟〉方式でも、まるで測定ができない。魔力量。神格値。属性。その他諸々。神でもない。魔でもない。精霊でもない。勿論――魔導師でもない」

「じゃあ普通の人間なんやろ」

　とサングラスの男は言った――虚空に腰掛けたままで。

「そもそも――」

　眼鏡の青年――〈偶像破壊者〉が男の軽口を無視して続けた。

「そもそも我々の名を知っている時点で尋じん常じようじゃない。混沌委員会の名簿は外部には――いや〈都市〉の住民にすら公開されていない」

「おいおいおいおい」

　サングラスの男は呆あきれたように言った。

「本気で言うてるかー？」

「…………」

〈偶像破壊者〉の青年が眉を顰しかめる。

「秘密なんてのはな、『そうであればいいな』ってゆー架空の概念でしかないねんでー」

「……その意見には同意しますが」

〈賛美歌の娘〉が微笑する。

　だがその眼は笑っていない。

〈偶像破壊者〉の青年と同じく、まるで隙すきなく真っ直ぐな視線で男を見据えている。

「だからといって貴方が知っている理由にはなりません」

「そりゃそうやな」

　あっさりと男は同意する。

　彼は交互に〈賛美歌の娘〉と〈偶像破壊者〉を眺めてから肩を竦めて言った。

「で――どうする？」

　ずり落ちかけたサングラスを右手の中指で押し上げながら――露あらわになりかけたその双眸を、再び丸レンズで覆い隠しながら、男は言った。

「やばそうやから早めに殺しとくってか？　なあ――〈賛美歌の娘〉。あんたの妹さんみたいにな？」

「――！」

　黒髪の娘の表情に――動揺が走る。

　無論それはひどく微かすかな、細さざ波なみのようなものではあったが。

「――無意味な殺さつ傷しようをする趣味はありませんけど」

〈賛美歌の娘〉の動揺を知ってか知らずにか――〈偶像破壊者〉が眼鏡の奥でその双眸を細めながら唸うなるように言った。

「捕獲するつもりで掛かっては取り逃がすでしょう。悪いですけど、最初から殲せん滅めつするつもりで掛からせて貰いますよ」

　その言葉と同時。

　轟ごう――と空気が鳴動した。

　それは巨大な質量の移動によって、強引に大気が抉えぐり抜ぬかれた結果だ。

　鎧の巨人がその巨体に似合わぬ――いっそ不自然とさえ言える程の俊敏さで、動いていた。

　大木の幹の如き鋼鉄の腕が、正拳突きのような姿勢で突き出される。

　だがその先端は、男には届いていない。

　代わりに――その腕に沿うようにして半透明の何かが、幾つも空中から湧き出てきた。

　それらはまるで硝子ガラスのように、半ば以上光を透過しつつも、明確な存在感を備えて互いに組み合わさっていく。瞬く間にそれらは長大な筒状の物体を形成し、その一方をサングラスの男に向けていた。

　普通の人間ならば、余りに規模が大きすぎて、自分が〈偶像破壊者〉に何をされたのかすら、咄とつ嗟さには理解できなかっただろう。

　即ち――直径二メートル余りにもなる巨大な『砲口』を突き付けられたということを。

「〈賛美歌の娘〉！」

〈偶像破壊者〉の声にはっと我に返る黒髪の娘。

　彼女は何事か短く口の中で唱えていたが――

「――〈フェンリル〉！」

　サングラスの男の脇で、小さな閃せん光こうが弾はじけた。

　それは――瞬時に伸張して光の線となる。

　伸びる。曲がる。そしてわかれる。

　まるで樹が枝を増やすかのように、光の線は瞬く間に枝分かれして、折れ曲がって、格子状となり、大きく回り込んで――閉じる。まるでコンピュータの画面上で、ＣＡＤプログラムがワイヤーフレームによる立体モデルを描いているかのようであった。

　その間わずかに三秒。

　光る格子模様で形成された、一辺二メートルの立方体がそこに完成していた。

　サングラスの男はその内側に囚とらわれている。

　半透明の大砲と。

　輝く立方体の檻おりと。

　特異を制するは特異。非常識を封じるもまた非常識。瞬時に形成された二つの大威力が男の動きを封じ込めた――

「ひゃっひゃっひゃ」

　――ように見えた。ただ一瞬だけ。

「無理やて。君等は所詮、部分やからな」

　笑いながら男は平然と立ち上がる。

「よっこいしょ」

　そんな間の抜けたかけ声と共に、光る格子に手が掛かる。

　次の瞬間、男はひょいと気安い仕草で――格子の外側に出ていた。

　まるで実体なき幻の如く、何の引っかかりも示さず、彼は格子を通り抜けていたのだ。

「……！」

〈賛美歌の娘〉が驚きに己の口元を押さえる。

　そして――

「――〈破神の弓〉！」

　音はなかった。

　否――音は、後から追随した。

　砲身の奥で瞬間的に膨ふくれあがった白い光は――怒ど濤とうの勢いで男に押し寄せる。

　口径二百センチの大砲による零ゼロ距離射撃。

　人間など文字通り一瞬で消し飛ぶはずの圧倒的破壊力が、容よう赦しやなく具現化する。




　～～～～～～～～――ッ!!




　注ぎ込まれる膨大なエネルギーに悲鳴を上げる空間。

　圧倒的な光量が辺りの風景の色彩を白と黒に押し潰し、明暗を逆転させた。

　世界が白化ホワイトアウトする。

　そして……

「…………」

「…………」

　後に残るのはやはり虚空のみ。

　男の姿は――綺麗さっぱりと消し飛んでいた。

　それは一見、〈偶像破壊者〉の一撃が功を奏したかにも思える。

　だが――当の〈偶像破壊者〉や〈賛美歌の娘〉は、険しい表情を崩さない。特に〈賛美歌の娘〉の周りには、立体映像のように幾つもの文字が浮き上がり、高速で循環スクロールしている。文字列が何を示しているのかはわからないが――

「……何処に？」

　と呟いたところを見ると、何らかの手段で、消えた男の存在を探査していたのだろう。

　そして――

「まあそう焦あせらんと」

　声は、からかうように四方八方から響いた。

　反響している訳ではない。そもそも方向がない。逆波紋のように――円を描いて〈賛美歌の娘〉と〈偶像破壊者〉を包み込むように押し寄せてくる。

　まるで世界そのものが喋っているかのように――

「せっかくの『実験』なんやろ？　予定外のことが起こった方が、後々為になるで」

「…………」「…………」

〈偶像破壊者〉も〈賛美歌の娘〉も動かない。

　あるいは――動けないのか。

「ほなな――また」

　何処にも男の姿はない。

　ただ声だけが何処からともなく響いてくる。

　一分。二分。三分。やがて――眼鏡の青年は溜息をつくように言った。

「逃げた？」

「あるいは」

〈偶像破壊者〉の言葉に――〈賛美歌の娘〉は静かな声で応じる。

「見逃されたか――ですね」

　宣言通り手加減なしの一撃。

　それを易々と受け流した相手である。向こうが交戦する気になっていたとしたら、果たしてどうなっていたことか――まるで想像がつかない。

「…………何なんだ。一体あれは」

「素性不明。能力不明。目的不明。『未知こそが脅きよう威い』――そのものですね」

「…………実験……か」

〈偶像破壊者〉は呟いて眼下に視線を向ける。

　二体の巨人が悠然と浮かぶ虚空の――その下。

　そこには街の俯瞰図があった。

　これまた虚空に浮遊する巨大な岩がん塊かいと、その上に築かれた――都市。

　遙かな高みから見下ろすそれは、むしろ現実味を欠いた何かの誇張図カリカチユアにも見える。

「……とりあえず委員会に報告しましょうか」

「そうですね」

　超常の力を統べる者二名は頷うなずき合あう。

　次の瞬間――彼等の姿もまた、幻のようにその場からかき消えていた。













　これは――夢だ。

　周す防おう千せん里りは朧おぼろ気げながらもそう自覚していた。

「……はぁっ……はぁっ……」

　初めて見る夢ではない。

　何度も何度も繰り返し見てきた。見せられてきた。連続再生リピートに設定された映像のように、いつまでも終わりがない。最後まで辿り着けばまた最初から。拷ごう問もんの如き無限循環ループ。せめて眼を逸そらすことができれば、気も紛れようが――夢の中ではそれすら叶わない。まして自分が登場人物であるならば尚更に。

　どっちを向いても夢の中。何もかも全て現実ではない。

　いや……正しくは現在ではないと言うべきか。

「…………はぁっ…………」

　掠かすれる吐息も。揺れる視界も。暴れる鼓動も。

　それらは全て既に終わった事象だった。

　千里自身が過去に体験した出来事を、改めて夢の中で再現している状態だ。望みもしない想い出を、繰り返し繰り返し追体験させられているのだ。

　忘れたくても忘れられない過去。

　棄すてたくても棄てられない記憶。

　当然だ――忘れようと願う行為そのものが反はん芻すうなのだから。

　改めて棄てようとするならば、まずそれに触れねばならない。だがその度に走る痛みが新たに記憶を鮮明にする。新しい傷痕を刻む。どうしようもない悪循環だ。風化するに任せて放置できれば良いものを――どうしてもそれができない。

　治りきる前の瘡かさ蓋ぶたを何度も何度も自分で剝はがしてしまう。

　何度も何度も自分で自分に突き付ける。

　責め立てるように。咎とがめるように。詰なじるように。

「……はあっ……はあっ……」

　其そ所こは白い白い世界。

　何ど処こまでも何処までも無意味に白くて。

　どちらを向いても確たるものがなくて。

　ただ恐怖に駆られてがむしゃらに走りながら――




　――まって。

　――おいていかないで。




　背中でそんな声を聞いている。

　どうしようもない不安と悲嘆の滲にじむ呼び掛けが、千里のうなじに触れる。

　だが……どんなに振り返りたくとも振り返ることができない。

　過去は変えられないからだ。

「……はぁっ……はぁっ……」

　あの時――千里は振り返らなかった。

　それどころか脇目もふらずに一目散に走った。走って逃げた。だから千里はどれだけ振り返りたくとも振り返れない。立ち止まりたくとも今更それはできない。できなかった。だからこれからも……きっとできない。

　何度夢に見ても変わらない。

　残酷な現実だけがそこにある。

　過去はただ過去としてそこにあり、侮ぶ蔑べつの罵ば詈りも糾きゆう弾だんの雑ぞう言ごんもなく、しかし執しつ拗ように繰り返される追憶の情景が、千里を責める。責め続ける。

「はあっ……はぁっ……」

　逃げられない。

　逃げ切れない。

　わかっているが逃げずにはおれない。止まりたくても止まれない。

　繰り返される悪夢の中で続けられる、終わりのないマラソン。

　それが自分の贖しよく罪ざいなのだと――千里は思っていた。

　だが。

「はぁっ…………」

　何処までも走り抜けていくことを科されていたはずの千里は――そこで止まった。

　止まらざるを得なかった。

　ぼふんと――何か柔らかいものにぶつかったのだ。

「…………？」

　其所から先に進めない。

　まるで巨大な塁るい壁へきのように、白い何かが彼の前に立ち塞がっていた。

　何か――何が？

　明言し得ないのは、輪郭すら見えないからだ。

　大きい小さいすらもわからない。白の中に白が溶け込んでいるので境目がない。そこに何かがあるのは、感触からはっきりわかるのに――形を見て取ることができない。

　押せば凹へこむ。押せば歪ゆがむ。押せば撓たわむ。

　柔らかくて弾力がある。

　だがそれは決して動くことなく、そこにある。あり続ける。押しても押しても動かない――少なくとも千里の力ではびくともしない。

「…………」

　おかしい。今までこんなことはなかった。

　あの時も、こんなものはなかった。

　ずっと走り続けて――気が付いたらいつの間にか見慣れた街の片隅に立っていた。

　だからこの繰り返される悪夢の中に、こんなものが出てくる余地はない。

　なのに――

「…………」

　怪け訝げんな面持ちで千里は壁をもう一度押した。

　ふよ――と凹んだ。

　ついでに『がぅ』とか言った。

「……『がぅ』？」

　首を傾げて呟つぶやく千里。

　これは目の前の白い壁から聞こえてきたものだろうか。

　試しにもう一度押してみる。

　やっぱり立ち塞がる白い何かは『がぅ……』と声を発した。音ではない。声だ。それも何処かとろんと蕩とろけたような響きである。

「…………？」

　謎なぞだ。訳がわからない。

　だから千里は――謎を解く為にさらに白い壁を押した。

　何度も何度も何度も何度も壁を押した。

　その度に『がぅ……』と壁も律りち儀ぎに言った。何度も何度も何度も何度も言った。

　ふょふょふょふょふょふょふょふょ。

　がぅがぅがぅがぅがぅがぅがぅがぅ。

　ふょがぅふょがぅふょがぅふょがぅふょがぅふょがぅふょがぅふょがぅふょがぅ。

　意味不明である。

「……うーん？」

　押しても駄目なら引いてみな――ということで、つまんで引っ張ってみた。

　すると少し変化があって『がぅ……んん……』とか言った。

　何やら妙に悩ましい声だ。

「…………なんなんだ？」

　さんざん試してみてから――夢の中の千里は首を傾げて腕を組んだ。

　やっぱりわからない。一体これは、何なのか？

　まあ夢だとわかっている以上は、どれだけ不思議だろうが不条理だろうが別に驚くようなことではない。だが何度も何度も繰り返されてきた悪夢が、今更になって変化したのには何か理由があるように思えてならない訳で。というか……

「この声――」

　この獣のようなそうでないような、中途半端な唸うなり声ごえ。

　何処かで聴いた覚えがあるような。

「何だっけ」

　誰だっけ。

　思い出せそうで思い出せない。

　千里が顔をしかめて首を捻ひねっていると――

「――え？」

　気が付けば…………囲まれていた。

　前は白い壁。後も白い壁。

　右も白い壁。左も白い壁。

　やはり境目は見えない。そして輪郭も見えない。ただ周囲から満まん遍べんなく柔らかい壁が千里を包み込むように迫ってくるのだけはわかった。予感のような圧迫感が千里を捉え――次の瞬間には実際に彼の身体に四方八方から柔らかい壁の感触が押し付けられていた。

「ちょっ……」

　わずかに一瞬――だが千里は逃げるのが遅れた。

　前後左右から、白い壁が千里に押しつけられる。瞬く間に身動きもできない状態になってしまう千里。自由を奪われたまま、彼は白い壁の隙すき間まで呻うめき声ごえを上げた。

「くっ……くそっ……！」

　渾こん身しんの力で藻も掻がいても、白い壁の圧迫からは逃れられない。

　だがその一方で痛みの類はなかった。息苦しいがそれだけだ。プレス機に掛けられたスクラップのように、ぺっちゃんこに圧縮されてしまうのではないかと、一瞬ながら恐怖で錯乱しかけたが――どうもそれはないらしい。

「ぬっ……くっ……」

　諦め悪く藻掻く千里。

　それに反応して『がぅ』とか『がぅん』とか何やら妙な唸り声を上げる壁。

　そして――

「…………御主人様…………」

　頭上から振ってくる何処か掠れた声ハスキーヴオイス。

　その瞬間――千里の眼が覚めた。
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　眼が覚めてもやっぱり白かった。

　千里の視界に広がる白く柔らかいもの。

　夢の中と異なるのは、それが真っ平らな『壁』ではなく曲面によって構成されているらしいということだった。掌てのひらの上に残る肌触りは滑らかで心地良いが――息苦しさは変わらない。柔らかな白いものが千里の顔の形に合わせるように覆い被さっているからだ。窒ちつ息そくする程ではないが、分厚いマスク越しのような、微妙に息が吸いにくい感じである。

「…………」

　息苦しさと眠気で今ひとつ思考の歯車が回らない。

　千里は夢の続きのような感じで掌に触れている丸いものを押してみた。

　すると――

「……がぅ……ん……」

　頭の上から聞こえる低い――しかし何処か掠れた声。

　夢の中と同じだが、実際に耳にすると妙に甘いというか官能的に聞こえたりして――

「…………」

　ゆっくりと千里の意識から眠気が剝がれ落ちていく。

　それと入れ替わるようにして現状に対する理解が――とりわけ自分の顔に押しつけられている白いものが、何であるかという事実に対する認識が、遅ち効こう性せいの毒のようにゆっくりゆっくりと広がっていく。

　柔らかくて。まあるくて。

　白と言ってもよく見れば純白ではなくて。

　ちょっと亜あ麻ま色いろ掛かっていて。

　ほんのりわずかに桜色で。

　そして………………………………………………………………………

「～～～～～～～～～～～～～ッ!?」

　千里は声にもならぬ悲鳴じみた呼気を逬ほとばしらせた。

　ようやく自分がどういう状態にいるのかを理解したからである。

　彼は腹筋と背筋を総動員してコメツキバッタの如く、全力でその白いものから跳び離れようとする。手を使わないのは、自分が触れていたそれが――そりゃもう遠えん慮りよ会え釈しやくなく両手の掌でがっちり摑つかんでいたそれが、何なのかもうわかっているからだ。

「ふんっ……ふんっ……ぐぬおっ!?」

　だが――動けない。

　いや。動けるのだが……移動ができない。

　千里自身の体そのものは何ら異常なくじたばたと動いている訳だが、がっちりと胴体部分が固定されているようで――白いものから離れることができないのである。

　それどころか……

「……がぅ」

　ひょいと伸びてきた手が千里の頭をかき抱くと、問答無用で再びその白く柔らかいものに彼の顔を押しつける。

　もがもがもがもが。

　やっぱり激しく息がしにくい上に――どきどきどきどきどきどき、と頼みもせんのに心臓が過剰運転オーバードライブ気味なので、余計に苦しさが増してゆく。ばたばたと溺おぼれているかのように両手両足を振り回した挙げ句、千里はとりあえず手に触れた硬いもの――壁だろう――に手をついて、エビ反りの体勢になりながら喚わめいた。

「何やってんだてめーはッ!!」

　ようやく白いものから顔面を剝がした彼の視界には、やや殺風景な感じの室内風景が映っていた。広さは八畳程で、壁際に作り付けらしいベッドと棚がある以外は、家具らしい家具も見あたらず、装飾品や生活雑貨の類も皆無だ。

　まあ当然である。

　千里が此こ処こに入居したのは昨日――というか十数時間前なのだから。まだ隣の居間には梱こん包ぽうすら解いていない段ボール箱が十箱余り、積んだままになっているはずである。

　そして――

「…………がぅ？」

　と寝ね惚ぼけた犬のような声を漏らして、ひょっこりベッドの上で身を起こす少女が一人。

　枕よろしく抱き締められていた千里も、それに合わせて強制的に横になった状態から起き上がることになった。

「…………」

　長身の少女である。

　千里よりも顔半分くらいは――十センチは背が高いだろう。座っているので正確な身長は読みにくいが、おおよそ百八十弱といったところか。しかも全体的に引き締まっていて痩やせて見える為に、余計に身長がひょろりと高く見える。

　全体的に、その少女には何処か低血圧っぽくて茫ぼう洋ようとした雰囲気があった。

　もっと端的に言えば、全体的に緩んで、ぼー……っとしている感じだ。これは寝起きだからという風にも見えるが――実は彼女の場合、四六時中こうなのだということを、千里は知っている。

　顔立ちは……まあよく整っていて可愛らしいと千里は思う。

　ただ見慣れていないと――普通の感覚で彼女を見れば、一瞬、ぎょっとしてその顔立ちにまで意識が向かないかもしれない。

　それは彼女の長い髪が、蒼あおいからだ。

　染めるのでもない限り、人間にはありえない色。

　だがそれは、不思議と違和感なく彼女の容姿に馴な染じんでいた。

　まあ髪だの何だのよりも今は、その格好の方が目立つというか――尋じん常じようでないが。

「あ……御主人様」

　やっぱりぼー……っとした口調で少女は言った。

　千里を抱き枕のように抱き締めたままで。

「おあようございますぅー…………」

「おあようございますぅー…………………じゃねえッ!!」

　体は可能な限りにエビ反りのまま千里は喚いた。

「いきなり何やってんだてめぇはっ!?」

「……がぅ……？」

　首を傾げて千里を見つめる少女。

　対して千里は顔を真っ赤にしながら――限界まで背筋を使って身を反らせている。

　何な故ぜならそうしないと、顔面に、少女の、たわわな感じの二つの白い丘（婉曲表現）が接近遭遇してしまうからである。ちなみに先程から千里の顔面を挟み込んで半窒息状態にしていたのもそれだ。

「…………」

　きょとんとした表情で首を傾げる少女。

　どうもまだ寝惚けているようなのだが――

「いいから離せっ！　とにかく離せっ!!」

　じたばたと暴れる千里。

　そこまで言われてようやく少女は、自分が千里を抱き締めていたのに気付いた様子で、その腕を緩める。千里は床を蹴って脱だつ兎との如く部屋を横切り――一ミリでも少女から離れるべく――ベッドが添えてあるのと反対側の壁に、べたりと背中を付けた。

「……確かにな」

　千里は少女の方を睨にらみ据すえようとして、しかし慌ててまた明後日あさつての方向を向く。

「俺が寝るまで話相手になってくれとは言ったよ。それならこの部屋にいてもいいとも言ったよ。言ったけどな」

「がぅ？」

「だからって――勝手に同じベッドに入ってくるな！」

「…………がぅ？」

　千里を見て。ベッドを見て。んでもって部屋の中をぐるーっと見回して。

「…………あ」

　少女は此処でようやく何を怒鳴られているのかに気付いたらしかった。

　というか今の今まで寝惚けていたらしい。

「がぅっ!?　あ……えと、あの、その……ええと……そ、そだ、ごめんなさい、じゃなくて……」

　余程、動揺していたのだろう。少女は慌てた様子でばたばたと手足を振り回し、ベッドから降りて、千里の方に近付いてくる――

「も――申し訳ございません……！」

　――訳だが。当然、大きめで、形が良くて、見るからに柔らかそうな胸が、その動きに合わせてふにょんと揺れる。ふにょんふにょんふにょんふにょんふにょん。揺れる揺れる。とにかく揺れる。慌てているからそりゃもう――とても激しく。

「近付くなあっ!!」

「がぅっ!?」

「いいから近付くな、動くな、そこで止まれ！」

　千里は『これ以上回したら死ニマス』とゆーくらいに首をねじ曲げて、視線を少女の胸から逸らす努力をしながら喚いた。ついでに言うと、頼みもせんのに朝の生理現象を起こしていたりする某所があまり目立たないように、腰はちょい引き気味の体勢である。

「がぅ……」

　途方に暮れた様子で、少女は部屋の真ん中に立ち尽くしている。

「つか――お前、パジャマはどうした、パジャマは!?」

「…………」

　ぱちくりと眼を瞬かせてから、少女は自分の首から下に視線を降ろす。

　五秒。十秒。十五秒。

「……がぅっ!?」

　少女は真っ赤になって、自分の胸を右腕で、太股の間を左腕で隠すと、その場にぺたんと座り込んだ。どうやら今頃になって、自分が一いつ糸し纏まとわぬ全裸だということに気付いたらしい。

　一応、素っ裸を千里の前に晒さらすのは恥ずかしいようだ。下着の時はまるで気にした様子がなかったので、今ひとつこの少女の羞しゆう恥ち心しんの境界線がわからない千里であった。単に心の準備があるかないかだけのことなのかもしれないが。

「がぅううううう～」

　もじもじと身体を隠しながら唸る――もとい呻く少女。

　きょときょとと、長身に似合わぬ仕草で辺りを見回す。彼女が昨日、就寝前に着ていたライオンの着ぐるみ――それがパジャマらしい――は乱雑な感じでベッドの脇に脱ぎ捨てられていた。

「………あの……その……えと……」

　ずりずりと座ったまま床の上を平行移動。

　少女は脱ぎ捨てられていたライオンの着ぐるみを、器用に左脚の爪つま先さきに引っかけて引き寄せると――素早くそれを自分の身体に当てる。

「えっと……」

　少女は上うわ目め遣づかいに千里を見ながら言い訳がましく言った。

「……その……わざとじゃなくって……えと……」

「なにがだよ」

　横目で少女を睨む千里。

　とりあえず身体に当てた着ぐるみのお陰で、危険地帯は隠れている。なので、まあ斜め見くらいはできるようにはなった。さすがに真正面から直視というのはまだ抵抗がある訳だが。

「……えと……だからその……多分ですけど……暑苦しくて……」

「そりゃ着ぐるみみてーな熱のこもる代物を、パジャマにしてりゃ暑苦しいわな」

　狭いシングル・ベッドで同どう衾きんすれば尚更だ。

「……まあ先にもう一台ベッド運び込むべきだったか」

　と溜息をつく千里。

　ついつい驚いて焦って怒鳴ってしまったが……落ち着いてみれば少女を一方的に責める訳にもいくまい。

　使命感から、四六時中自分の側に付き添おうとする少女に対して、昨晩『自分が眠りに落ちるまで話し相手になってくれれば、この部屋にいても良い』と許可を出したのは千里だ。そしてこの部屋にベッドが一つしかない以上、最終的にはどちらかが床に寝るのでもなければ同衾せざるを得ない。かといって自分がベッドで寝ておいて少女は床に這はわせる、というのも問題があるだろう。

　つまるところ千里の方も考えが足りなかった訳で。

「あ……いえその……そうじゃなくて……」

　だが――少女は首を振った。

「御主人様が……その……」

「俺が……なんだ？」

「うなされてらしたみたい……なの……で……」

　おずおずとした口調で少女は言った。

「それはっ………………」

　千里は言葉に詰まった。

　瞬間的に恥ずかしさで頰ほおが火ほ照てる。

（見られた――）

　だから寝室に他人を入れるのは嫌だったのだ。

　千里が夢でうなされるのは珍しいことではない。

　毎晩という程に頻ひん繁ぱんではないが、月に一度はあの時の夢を見てうなされる。自分の呻き声や叫び声で起きたことも何度かあるし、心配した父に起こされたこともある。朝起きたら涙で頰が濡れていたこともあった。

（ガキじゃあるまいし……）

　少女が千里のベッドに潜り込んで彼を抱き締めていたのは、うなされる彼を何とか慰なぐさめようという考えからだろう。それはわかる。少女が千里のことを、彼女なりに気遣ってくれているのだということも理解はできる。

　少女の行為を嬉しく思う気持ちも……ある。

　だが、それはそれとして、気恥ずかしいものは気恥ずかしい訳で。

　千里も男の子だ。

　十代の少年には十代の少年のプライドというものがある。悪夢に怯おびえて泣いていたのを女の子に抱き締めてもらって慰めてもらったなどと――認めてしまうと何か、重要なものが陥かん落らくしてしまいそうな気がした。

「……誰かがうなされてたら、そいつのベッドに潜り込んで鯖さば折おりすんのか、お前は」

　なので――ついついそんな台詞せりふが口をついて出てしまう。

「……いえ……その……鯖折りじゃなくて……」

　少女は眼を伏せて言った。

「その……」

　少女はそのまま言葉が続かず、千里も応じる言葉が出てこない。

　微妙に気まずい雰囲気が二人の間に横たわる。

　少女は多分『勝手な真似をしたから千里が怒っている』と思っているのだろう。ただただ恐縮した様子で、その長身を縮こめている。

「…………」

　ふと千里の脳のう裏りを飼い犬ネシェルの姿が過よぎる。

　そういえばあの駄犬も……よく千里のベッドに潜り込んできた。ところがネシェルは大型犬だったので、普通のシングル・ベッドで寝るとやたらに暑苦しい思いをすることになる。夏などは夜中に汗だくで眼を覚ましたこともあった。

　だが、思えばネシェルと一緒に眠った晩は、悪夢を見なかったように思う。

　側に誰かがいてくれる。ただそれだけで追い払える悪夢も――あるのだ。

「…………ったく」

　わだかまる沈黙に疲れて、溜息をつく千里。

「つかな――クフィール」

「は……はいっ！」

　何が嬉しいのか、少女は――名を呼ばれると急に表情を輝かせて顔を上げる。

　彼女をやっぱり真正面から見るのを避けながら、千里は言った。

「俺を御主人様と呼ぶんじゃねえ」
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　常識という強固な壁の向こう側に棲すむ者達がいた。

　科学という安定した技術の発達により、歴史の表舞台から追われた特異技術――魔法。

　その魔法を守り研けん鑽さんを積んできた者達、即ち魔法使い。

　彼等は基本的に隠れ棲む者だった。

　断絶はせずとも隔絶した者だった。

　そもそも魔法という技術は、個人的な能力差が如実に出る上に、魔法使いと呼べる程の資質を備えた者は圧倒的に少ない。それ故にその存在自体が差別と混乱を生むのは必至であり――魔女狩りの例をわざわざ引き合いに出すまでもなく、魔法とそれを使う者達が表舞台から姿を消したのは当然のことであったろう。

　だが……

「――本当にそうなのか？」

　そう最初に疑問を持った魔法使いが、誰なのかはわからない。

　だが現代に隠れ棲む秘儀継承者達は、ある時……ふと考えたのだ。

「『充分に発達した科学は魔法と区別がつかない』――クラークの言葉はある意味で的を射ていると言えるだろう。既に個々人で把握できる領域を越えて科学は広がり、専門外の人間にはまるで意味不明の代物と化している。過度の専門化・先鋭化により、学ぶには個人的な適性が重要視されてくることも含めて考えれば、それはもう、実質的に我等の魔法と差はないのではないか？」

　かつてパーソナル・コンピュータの存在が『パソコンを使える人間と使えない人間を峻しゆん別べつし能力差別社会を造る』と叫ばれた時代がある。だが結果的にはそれは予想されたような事態には陥っていない。緩やかな変へん遷せんにより、人々の生活習慣や意識が変化し適応していったからだ。

　ならば……あるいは今こそ数世紀に及ぶこの隔絶を解消し、一般人と魔法使い達が共存する世界を目指すことも可能なのではないか――そう考えた魔法使い達がいた。

　勿論、反対はあった。

　数世紀間に醸じよう成せいされた魔法使い達の価値観は、一般人との関わり合いを否定する上に成り立っている。故に多くの魔法使い達が一般人に混じることに抵抗を覚えるのは当然のことであった。

　だが同時に――魔法使いとは元より禁きん忌きというものに抵抗の薄い者達でもある。

　故に誰かが言い出したのだ。

「じゃあやってみようよ」……と。

　具体的には、魔法使い達と一般人とが無理なく共存できるかどうか――その実験テストをしてみようということになった。

　そう。実験だ。

　科学と魔法の区別なく、実験の積み重ねは技術の蓄積と発展には欠かせない。少数派故の色々な行き詰まりを抱えていた魔法使い達の中には、一般人を取り込むことで――あるいはそれを想定した実験を行うことで、また別の可能性を探りたいと考える者もいたのだ。

　その結果として、一つの実験都市が造られることとなった。

　アバロン学園都市――通称〈都市バロウ〉。

　実験の為に一般世界から隔離されたこの場で、魔法使い達は営々と実験を開始した。

　混こん沌とん委員会と呼ばれる十三名の『特異な存在』を意志決定機関として置き、実際に魔法的能力を持たない人間達を迎え入れて、どの程度の問題が生じるのか――あるいは生じないのかを調査し始めたのである。

　そして……

　周防千里もまた、その実験対象モルモツトとして選ばれた『魔法を使えない人間』の一人なのだった。





●　●　●






「ずるいですよずるいですよ卑ひ怯きようですよのーふぇあーですよ！」

　ぱたぱたぱたと振り回される、華きや奢しやな手足。

　ぶんぶんと左右に振られる、幼い顰しかめ面つら。

　激しい抗議の動きに引っ張られ、少女の豊かな紅い髪もさらさらと揺れて――ついでに首輪から垂れ下がる短い鎖も、ちゃりちゃりと音を立てた。

　身に着けている本人の小柄さや童顔と相まって、激烈に犯罪臭い雰囲気を醸し出す小道具である。本人に言わせればこれは『お洒落フアツシヨン』なのだそうだが――千里に言わせれば、一緒に住むのも歩くのも激しい抵抗感を覚える格好であった。

　千里の起床からおよそ五分後。

　彼にあてがわれた学生寮の一室――その居間でのことである。

　学生の下宿用としては広すぎる程の部屋だ。

　しかも寝室と同じく家具は必要最低限、雑貨もほとんど見あたらないので、余計に広々とした――いや寒々しい程の印象がある。

　とにかく生活感がないのだ。

　代わりに段ボール箱が十個余り壁際に積まれたままで、奇妙に慌ただしいような――つまりは、いかにも『引っ越し直後です』といった雰囲気を醸し出していた。

　でもって……

「英語で言うとambidextrousアンビダクストラスですよastuteアスチユートですよdesigningデザイニングですよfoxyフオクシーですよknavishナビツシユですよpawkyポーキーですよpettifoggingペテイフアギングですよshiftyシフテイですよそろそろ飽きてきたから以下略ですよ！」

「がぅ……」

　責められて首を竦めるのは、千里のベッドに潜り込んでいた蒼い髪の少女――クフィール・アブソリュートである。

　クフィールは千里が初めて出会った時と異なり、メイド服ではなく濃紺のジャージを着ているが――何というか、長身で、しかも何処かぬぼーっと野や暮ぼったい雰囲気を引きずっている彼女には、むしろその衣装は非常によく似合っていた。

　彼女と千里はカウンターキッチンの横に置かれた食卓テーブルについている。

　まだテーブルクロスも敷かれていない木製の天板の上には、一リットル入りの牛乳パックとコップが三つ置かれていた。

　言うまでもなく一つは千里のもの。

　そして一つはクフィールのもの。

　三つめが――

「ひどいですよ裏切りですよ抜け駆けですよブルータスお前もかですよ！」

　と先程からカウンターキッチンの中で怒っている少女のものだ。

　千里の同居人その二である。

　同居人その一であるクフィールとは、色々な意味で対照的な存在だった。

　まず小柄だ。

　身長は百五十センチもあるまい。しかも全体的に幼い感じで、クフィールと比較すると身長という意味でも、女性的身体特徴という意味でも――ぶっちゃけ胸部おつぱいや臀部おしりの大きさという意味だ――未だ成長途中といった印象が強い。

　外見だけではなく、その言動も対照的である。

　寝起きに限らず、いつもぼーっと低血圧気味のクフィールに比べると――こちらは常に意味もなく元気一杯でテンションが高い。まるで体温の高い小動物を思わせる、ちゃかちゃかとはしっこい仕草が印象的で、実に微笑ほほえましい……のだろう。無関係な他人の眼から見れば、多分。

　テジャス・ファルチェスク。

　それがこの少女――というか何というか――の名である。

「クフィちゃん！」

　テジャスはクフィールの方をずびしと指さすと、ぷんすか怒った口調で言った。

「夜よ這ばいするときは一緒にって約束したじゃないですか！」

「あ……でも……」

「約束するなッ！」

　言い淀むクフィールと喚く千里。

　ぱっと見に可愛かろうが、微笑ましかろうが、処構わずエロトークを無差別爆撃する童顔の少女という存在は、千里にとっては頭痛の種以外の何物でもない。

「でもでも！」

　カウンターを左手でぱぱぱぱぱんとドラムみたいに平手で叩くテジャス。

　ちなみに右手はちゃかちゃかと手際よく動いてフライパンから目玉焼きを皿に移していたりする。要するにテジャスは抗議と朝食の準備を同時進行でやっているのである。

「私達、どっちも御主人様にお仕えする立場は同じなんだし、どっちが先とか無理に決めるよりも、一緒にイった方が不公平にならなくて良いじゃないですか！」

「夜這いをするなと言ってんだよ！　つか何時の間にそんな約束取り決めてんだよ！　大体、何が一緒にだ！　――ええい、一度に複数突っ込ませんな!!」

　千里も負けじとテーブルを叩きながら言うが……

「突っ込むだなんて――」

　ふと手を止めるとテジャスは妙に嬉しそうな表情で言った。

「御主人様って意外とワイルドなんですねっ！」

「なにがだ!?」

「御存知ですか？　『突撃assault』って強ごう姦かんって意味もあるんですよ？」

「知るかぁッ!!」

「でもそういうのも嫌いじゃないですっ！」

「嬉しそうに言うなっ！」

「嫌いじゃない――か・も☆」

「最早、どう突っ込んでいいのかもわかんねえよ！」

　ぜぇぜぇと息を荒げながら、さらにテーブルを叩く千里。

　だがテジャスはまるで気にした様子がない。やはり手際よくスピナーからサラダ用のレタスを取り出してボウルに盛りつけていく。むしろ千里の向かい側に座っているクフィールが困った様子で千里とテジャスのやり取りを眺めていたりした。

「……ったく」

　千里はテーブルの上に突っ伏しながら呟いた。

「……何が適合補助者だ……まずコイツを一般常識に適合させてくれ……」

　クフィールとテジャス。

　彼女等は適合補助者――アジャスタントである。

　クフィールに言わせるとアジャスタントとは『おはようからおやすみまで御主人様の暮らしを見つめ、この〈アバロン学園都市〉の生活に適合できるようにサポートする』為の存在なのだそうだ。

　当然それはこの〈都市〉における独特の概念だが……あえて古風な言い方に近似のものを求めるならば、彼等彼女等は『使い魔フアミリア』の一種ということになる。

　この〈アバロン学園都市〉は特殊な世界である。

　一般社会の住人からすれば、幻想や妄想の領域の住人――即ち魔法使いだの精霊だの幻獣だの天使だの悪魔だのが、当たり前のように歩き回り、都市生活を営んでいる。そして住む者異なれば風土や文化も異なるが必然。この〈都市〉内にまかり通る常識や価値観は、一般社会のそれとは著しくずれたものにならざるを得ず、何の魔法的技能も知識も持たない人間は、日々の生活を送ることさえも難しい。

　なので……千里のような一般人には、案内役と使用人を兼ねた人造精霊や自律性魔法具が、〈都市〉の管理部から一人につき一体『適合補助者』という名目で貸与される。それは言ってみれば、魔法的な能力を持たない者に対するバリアフリー政策の一環なのである。

　ところが。

　ふとした手違いから千里の処には二人のアジャスタントが配されてしまった。

　人造精霊のクフィールと自律性魔法具のテジャスだ。

　勿論、アジャスタントは一人につき一体が原則。

　なので昨日は千里のアジャスタントの座を賭けた私闘バトルなんぞも起こってしまった訳だが――結果は引き分け。

　結局、勝負のつかなかった二人は、揃って千里のアジャスタントとして登録されることになってしまった。独り暮らしを希望していた千里にとっては、ほとんど嫌がらせのような結末だ。

　でもって。

　正々堂々と勝負したせいなのかどうなのか、クフィールとテジャスはいがみ合うこともなく、ジャンケンとくじ引きで、千里と暮らす上での各種作業――料理やら掃除やら洗濯やらその他諸々の分担を取り決めたようだった。

　どうやら本当に『おはようからおやすみまで』千里の生活を支援してくれるらしい。

　まあそこまではいい。

　アジャスタントとの同居が避けられないというのならば――せめて喧嘩しないで平和に取り決めが成されるのは歓迎すべきことではあるのだろう。独り暮らしを望んでいた千里としては、当然、家事くらいは自分でやるつもりだったので……多少手持ちぶさたにはなってしまったが。

　ただ……

「そもそもお前、何なんだ、その格好は」

「これですか？」

　とテジャスがカウンターキッチンの向こう側から出てくる。

　彼女の身長が低いせいで、カウンター越しには今まで肩の辺りまでしか見えていなかったのだが……それでも彼女がどういう格好をしているのかは、おおよそ判別がつく。

「御食事作るって言ったら、これですよね？」

「…………いや、あのな」

　半眼で呻くように千里は言った。

「確かに調理中にエプロンっつーのは別にそれそのものとしては破は綻たんしてねえよ」

　身に着けているエプロンが、黒くてフリルが満載されているよーな、激しくゴスゴスロリロリしている代物なのも、まあしょうがない。

　そもそもテジャスの普段着がゴシックロリータ服なので、もう完全に彼女の趣味なのだろう。勿論、黒かろうが、フリル付いてようが、あるいはドクロマークがプリントされていようが、エプロンとしての基本機能に遜そん色しよくはないならば――洗濯しにくそうだなとは思うが――千里もいちいち文句を付ける筋合いではない。

　しかし……

「なんでいきなり裸エプロンなんだよっ!?」

　……それしか身に着けていないというのは、明らかに問題ではあるまいか。

「え……？」

　きょとんとした様子で首を傾げるテジャス。

　彼女はサラダのボウルとトーストの皿をテーブルに置いてから――不思議そうな表情で自分の首から下を見下ろした。

「新にい妻づまはこうするものだって――」

「新妻じゃねえっ！」

「幼おさな妻づまはこうするものだって――」

「だから妻じゃねえッ!!」

　ちなみに。意外と言えばとことん意外だが――この非常識なやり取りをしている間にも、テジャスが休みなくテーブルの上に並べていく朝食は、ごくごく普通のものだった。

　トースト。葉野菜のサラダ。かりかりに焼いたベーコン。目玉焼き。でもって牛乳。

　これ以上ないというくらいに普通である。

　ひょっとしてイモリの黒焼きでも出てくるんじゃないかと警戒していた千里としては、その点に関しては、やや拍子抜けだった。

　それはさておき……

「お前の常識はどっから仕入れてんだよ!?」

「漫画とアニメとゲームとライトノベルですよ？」

「それは非常識の宝庫だッ!!」

　即答するテジャスに更に喚く千里。

「御主人様に喜んで欲しかったのに……」

「めくるなーッ!!」

　声を潤ませ、エプロンの裾をめくり上げて目許を押さえるテジャスに、無理矢理首を明後日の方向にねじ曲げながら千里は問うた。

「大体……お前のバリエーションの中にエプロンは入ってなかったんじゃないのか!?」

　テジャスは少女ではない。

　正確に言うのならば、テジャスと呼ばれるべき存在は、先程からぱたぱたと手足を振り回したり、にぱっと笑ったりしている少女そのもの……ではない。主従で言うのならばそれはあくまで従、枝葉であり末節でありオプションに過ぎない。

　本体は彼女が着ている衣装の方なのだ。

　つまりはゴスロリなエプロン。

　自ら動いて、しかも容赦ないエロトークまで炸さく裂れつさせる驚異のゴスロリ服――それがテジャス・ファルチェスクなのである。

　少女の方は、彼女が動きやすいようにその身体を支える為の『芯しん』でしかなく、〈都市〉の管理部から借り出してきた自動人形の筐きよう体たいである。服の魔法具たるテジャスは、この自動人形に干渉して好きなように動かすことができるのだった。

　でもって。

　テジャス曰く――彼女（としておく。便宜上）は必要とあれば通常のゴスロリ服以外にも、メイド服とかチャイナドレスとかにも変形できるらしい。実際、昨日の戦いでも、彼女が自ら形を変える様さまを千里も見ている。

　だが……確か彼女が千里に述べた変形可能な服の中に、エプロンはなかったはずだ。

「新たにインストールしたんですよ！」

　えっへん――と薄い胸を張ってテジャスが言う。

「インストール？」

「昨日、夜なべで覚えました」

　と彼女が何処からか取り出してみせるのは、『実践！　編み物百選』などと書かれた本であった。何処で手に入れたのか激しく謎だが――表紙に『ニットの魔王』とか書かれた青年が、炎を背負って両手に編み棒を構えていたり、『意中の彼を一撃必殺』などとあおり文句が添えてある時点で、かなり胡う散さん臭くさい代物である。

「此処に載っていたエプロンの形状を覚えてみました」

　テジャスは自我を持つ服の魔法具だが、変形できる以上、彼女は『糸』の魔法具であるとも言える。つまり己の『織り方』を変えることで別の服にもなれるのだ。デフォルトで入力されていたのは数種類だけのようだったが、織り方さえ新たに覚えてしまえば、まあエプロンにもセーターにもマフラーにもなれるという寸法らしい。

「セーターとかマフラーならともかく……編み物でエプロン造るか……？」

　眉を顰めて千里。

　まあ見るからに変な本っぽいので、そーゆーのも載っているのかもしれない。

「とにかく普通の格好しろ」

「駄目ですか？」

「だから――その」

　千里は改めて視線をテジャスから逸らして言った。

　元々テジャスはスレンダーな姿態――ぶっちゃけ、ツルペタの幼児体型だ。

　これはつまり、それだけ引っかかりが少ないというか、エプロンを着けていても、これが動く度に右に左にとずれやすいのである。その結果、白い肌は勿論だが、胸元も見えそうで見えないというか、思春期の男の子にとっては微妙に生殺しっぽい瞬間を頻ひん発ぱつさせまくったりする訳で。

　勿論、先程のように裾をめくったりすると下もモロ見えだ。

「目のやり場に困るって言うか……」

「なるほど！」

　テジャスが頷いた。彼女はむしろ得意げに――

「欲情しちゃうんですね！」

「欲情とか言うなッ！」

「erectionエレクシヨンするんですね！」

「英語で言ったからって許されるもんじゃねえ！」

「ちなみに日本語では『勃起』ですっ☆」

「しねえよっ！」

「それは病気です御主人様っ！」

「大丈夫――」

　と――珍しく口を挟んでくるのは、先程から眼を白黒させながら千里とテジャスのやり取りを見ていたクフィールである。

「ちゃんと、さっきは……」

「てめーは黙れッ!!」

「がうっ!?」

　顔を真っ赤にして怒鳴る千里に、びくりと身を震わせるクフィール。

　対してテジャスはぐっと拳から親指立てて嬉しそうに言った。

「良かった！　御主人様もちゃんとおっきするんですね！　お赤飯炊きます！」

「しまいにゃ口に塩詰めて縫うぞ、お前はっ!?」

　千里はそう言って睨み据えるが、よく考えたら自動人形の口を縫い付けたところで、あまり意味はない。

「……って。そういえば、今日から学校に顔出すんだよな」

　ふと気付いて千里が言った。

　事前に手渡されていた予定表を見ると――今日から千里が通うべき〈アバロン学園〉の高等部の授業が始まるはずなのである。予定表には『就業準備を整えて登校すること』と記載があった。

　ちなみに千里は入学式には出ていない。

　引っ越しの荷造りやら何やらに少々手間取った為、千里はこの〈アバロン学園都市〉に来るのが遅れたのだ。その結果――三日前の入学式には間に合わなかったのである。休みの土日を挟んでの月曜日、今日からは普通の授業が始まる訳だが、千里が登校するのは今日が初めてということになる。

「教科書とか制服とかまだ貰ってねえんだけど、どうしたらいいんだ」

　今更だが衣装がどうの、という話で思い出したのだ。

　昨日は次々襲い来る非常識を前にして、そんな問題に気を向ける余裕すらなかった。

「御主人様」

　テジャスが大きく頷うなずいた。

「それは『制服になったお前を着てみたい』という遠回しな愛の告白ですね？」

「違うわっ!!」

「制服は……」

　立ち上がったクフィールが、玄関脇の小部屋に入っていった。

　どうやらウォークイン・クローゼットらしい。３ＬＤＫの間取りといい、風呂とトイレが別なことといい、カウンターキッチンといい、つくづく学生寮とは思えない構造であり設備である。

「……此処に」

　束の間、ごそごそと何かを探す音が聞こえていたが、すぐにクフィールはビニール袋に包まれた制服を一着、持ち出してきた。

「ああ。先に届いてたのか」

「……昨日はお渡しするの……忘れてました……すいません」

　とクフィール。

　まあ昨日は千里も彼女もテジャスもドタバタと大騒ぎしていたので、それは忘れていても仕方なかろう。実のところ、千里もまだこの部屋の風呂場や押し入れの中は覗いていない。学校から帰ってきたら、荷物の整理がてら一通り設備は確認せねばなるまい。

「ふーん……」

　それはベージュとモスグリーンを基調とした、割りと落ち着いた感じの衣装だった。

　縫製やら飾り線やら、細かい処を見ていくと多少凝ったデザインではあるが、まあ普通の学生服に見える。

　正直、魔法使い達や人間以外が当たり前のように闊かつ歩ぽする学園都市ということで、いきなりローブとかマントとかあるいは甲かつ冑ちゆうとかが制服だったらどうしようか、と思ったりもした千里だが――とりあえず衣装に関しては一安心というところか。

「……ってまさか、これも動いたり喋ったりしねーだろうな」

　テジャスのようなアジャスタントがいる時点で、見た目だけでは安心できない訳だが。

「御主人様、御主人様」

「いやだから御主人様と呼ぶな」

　とテジャスに言う千里。

「では千里様」

「なんだ」

「大丈夫です！　ちゃんと私も制服に変形できるようになりますから、そんなに落胆しないでください！」

「してねえよっ！」

　まあテジャスの機能から考えれば、千里の服になって一緒にいるのが、アジャスタントとして一番効率は良い訳だが――勝手に動いて喋る服なんぞ願い下げだ。

「そんなに照れなくても」

「心の底から照れてねえ！」

「難しい年頃ですね！」

「年頃のせいにすんな」

「……わかりました」

　珍しく溜息なんぞついてテジャスは言った。

「わかってくれたか」

「はい。やはりここは制服から上着、上着からズボン、と手順を踏んでと思っていましたけど。そうまでおっしゃるなら――」

　ぐぐっと拳を握り締め、決意の表情を露わにして宣うテジャス。

「制服などとまどろっこしいことを言わず、最初から千里様の下着を目指しますッ！」

「実は欠片かけらもわかってねえだろお前は!?」

「千里様の大事な処をお守りするのはアジャスタントの責務ですよ？」

「ピンポイント過ぎるわっ！」

「で。御主人様はブリーフ派？　トランクス派？　六尺ふんどし派？　あ。もし御入り用でしたら矯正機能も付けますよ？」

「何のだよ!?」

「余計な皮の！」

「余計なお世話だ――ッ!!」

　天井が落っこちてきそうな声で千里は叫んだ。
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　渋い印象の書斎だった。

　暗あん褐かつ色しよくの木製本棚と革張りのソファ。その向こうには重厚な黒檀の執務机。壁はビニールではなく布製の壁紙が貼られ、床には毛足の長い絨じゆう毯たんが敷かれ――それらを照らし出す照明は勿論、無粋な電灯ではなく、丸い飾り窓から降り注ぐ光と、そしてランプだ。

　二世紀前の貴族の屋敷かと見まがうような……古式アンテイーク調で印象統一された室内。

　その真ん中に一人の男が立っている。

　年齢は――よくわからない。

　長ちよう身しん痩そう軀くに加え、丁寧に撫で付けられた銀髪や、神経質そうな印象を醸し出す細眼鏡が、そして何よりも室内にあっても尚その身に纏う長衣が……男に何処か学者然とした雰囲気を与えている。それも、研究に没頭する余り周囲との関わりをおろそかにするような学者馬鹿の類ではない。これぞ権威そのものと言わんばかりの、鋭く冷たい威厳がその立ち姿には備わっていた。

　老人の如き衰えはない。若者のような軽さもない。

　角度によっては青年にも中年にも壮年にも見える。

　まるで俗な区切りなど意味がないとでも言うかのように――

「……ふむ」

　男は頷いた。

「現時点で動きはなし――か。勿論、杞き憂ゆうであってくれれば良い訳だが」

『どうですかね』

　と応じる声の主の姿は――室内にはない。

　この部屋にはただ主たる男の姿があるだけだ。

　代わりに……黒檀の机の上には一台のノートパソコンが置かれていて、そこに通話中を示すアイコンが点滅していた。

『シュタイン教授』

「なんだね」

　改まった呼び掛けに男が応じる。

　フランクラム・シュタイン――それがこの男の名前である。

『そもそも本当にいるんですかね、反対派とか』

「いるだろう」

　至極当然といった口調でシュタイン教授は言った。

「〈アバロン計画〉にしても〈チャンドラー計画〉にしても、大変革をもたらすものであることに違いはない。変革とはその是非にかかわらず、大概の場合に既き得とく権けん益えきの大幅な切り捨てを伴うからな。今までの状況に恩恵を受けていた者は反対して当然だよ」

『そりゃそうなんですがね』

　声は苦笑の響きを交えて言った。

『殺し合いしてまで反対するようなことですかね』

「君の言葉とも思えないな、佐さ久く間ま君」

　シュタイン教授は肩を竦すくめた。

「どんなことにでも価値を見いだす者はいる。ただ綺麗なだけの石ころを人を殺してでも欲しがる人間もいれば、一瞬の性的快楽の為に何人もの女子供を殺して躊躇ためらわぬ者もいる。価値のあるなしは本人にしかわからない――とはいえ、むしろそれならば、まだマシと言えるがね」

『というと？』

「それは実に魔法使いらしいだろう？」

　苦笑するシュタイン教授。

「他人がいなければ目の前にあるものの価値も――自分の価値も定められない者が魔法使いを名乗っている時点で問題だ。自分が素晴らしいと思えば全身全霊を掛けてそれを追求すれば良い。誰憚はばかることなくそれを主張すれば良い。余人など関係がないのだ。そういう『業ごう』、いや『病やまい』に冒されているからこその我々だ。他人との比較でしか物事を語れぬ輩が、魔法という禁断の果実に手を出すべきではなかった」

『………』

「〈アバロン計画〉や〈チャンドラー計画〉の是非はさておき、私は、いい機会だと思うよ。『魔法使い』ではなく――哀れな『魔法使われ』達を燻あぶり出だすにはね」

『……ひょっとして教授は〈アバロン計画〉に反対、とか？』

　そう尋ねる相手の表情は見えない。

　口調は至極軽いものだ。まるで明日の天気や相手の出身地を問うかのような。

　しかし……

「さて。そこが難しいところではある」

　シュタイン教授は笑った。

「誤解のないように言っておくがね、私は一般人を蔑さげすんでいる訳でも嫌っている訳でもないよ。それどころか畏い敬けいすら感じる。特に――」

　ぐっと握り込まれる拳。それまでと打って変わった、恍こう惚こつとした表情で明後日の方角を見つめながらシュタイン教授は言った。

「大●弓子は私の神と言っても良い……！」

『まあ『綿の●星』からいわゆるネコミミ少女スタイルって定着しましたしねー』

「うむ。源流にコードウェ●ナー・スミスの『ノースト●リア』や、Ｃ・Ｌ・ムー●の『シャンブ●ウ』辺りを挙げる研究者もいるが、あれはあくまでキャラクターのモチーフに過ぎない上、デザインとしての貢献度はないに等しい。勿論、手塚●虫の――……いや。今はケモノミミの話ではなかったな」

　咳せき払ばらいするシュタイン教授。

　……どうもこの人物、見た目に似合わず難儀な性せい癖へきを抱えているらしい。

「とにかく。魔法など所詮、道具だ。それを使う者がいる一方で、使わない者がいても当然だ。そのこと自体に私は是非を論じる要を感じない」

『なるほど』

「だが……危ういとは思う」

　シュタイン教授はソファの上に腰を下ろしながら言った。

「それは……より多くの『魔法使われ』を生み出す土壌にも、なりかねないからな」
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　学生寮からてくてくてくと歩いて五分。

〈都市〉全土に張り巡らされた水路上のゴンドラ・バスを使えば約二分。

　当たり前といえばどこまでも当たり前だが――〈アバロン学園高等部普通科〉の校舎は学生寮の近くにあった。いや。どちらが主でどちらが従かということを考えれば、学生寮が校舎の近くに建てられたと言うべきだろうが。

　隣接とは言わないまでも、手近で便利な距離ではある。

　お陰で、朝食時に間抜けな会話の応酬で延々と時間を浪費してしまった千里も、登校初日に遅刻するという恥をかかずに済んだ。

「……まあ『それらしい』っちゃそれらしい、か」

　目の前にそびえ立つ建物を見上げながら、千里はそう呟いた。

　制服と同じく――校舎の外観もそう異様なものではなかった。

　少なくとも一見して『建物』とわかる程度には。

　イオニア式だかコリント式だかまでは千里にも判別がつかないが――ギリシャ神殿を思わせる意匠デザインが、柱だの屋根だのに見受けられたりもするし、やたらまっ白な壁なんぞは『高校』とか『校舎』というより『病院』じみた雰囲気を醸し出していたりもするが、逆に言えば変なのはその程度で、建物全体の輪郭はさして奇妙でもない。

　この〈アバロン学園都市島〉の風景の中には、どう見ても地面から垂直に生えている戦艦とか、蟻あり塚づかみたいに生物学的な曲線で構成された塔とか、そーゆー変な建物もあちこちに見受けられるので、むしろこの校舎の外観は大人しい方とも言えた。

「もっと変な建物かとも思ったけどな」

「……千里様のような……一般の方も多く通う……校舎ですから……ある程度は一般の方の感性に合わせて設計されているんだそうです……」

　つまり、ただでさえ異様な状況下で心理的圧迫ストレスを受けている、一般人に対しての配慮の結果――ということらしい。さすがに一般人と魔法使い達の共存可能性を探るための実験都市、それなりに考えられてはいるようだった。

「一般の感性にね……」

　千里は苦笑する。

　その割りには微妙に変というか――合わせ切れていない感じがするが。

　まあこれは仕方なかろう。

　例えば『アメリカ映画の中に出てくる日本』が、しばしば中国や韓国と混同されていたり、妙にバタ臭かったりと、日本人の眼から見て変な部分が目立つが……あれは勿論、映画監督や脚本家が誤解している訳ではない。わざと曲解した作品もあるにはあるが、大多数の作品はアメリカ人の目からみて『そう見えている』だけのことだ。

　これと同じく――この妙に一部だけ時代がかった建物も、この〈都市〉の魔法使い達からすれば、かなり一般人の感性に合わせたつもりの代物なのだろう。

「……変……ですか？」

「まあ此処に相応ふさわしい建物ではあるかもな」

　などと思ったりもする千里である。

　前述の通り――この〈都市〉の目的は一般人と魔法使い達との融和だ。

　そういう意味では、魔法使いの側に偏かたよりすぎてもいけないし、一般人の側に偏りすぎてもまずいのだろう。校舎の見た目が中途半端なのも、あるいは普通に徹しきれなかったのではなく、あくまで折せつ衷ちゆう案あんだからなのかもしれない。

　実際……千里達の周りで登校している学生達の姿も、色々な姿の者が混じっている。

　勿論『普通科』の名前通り、どう見ても普通の人間、という平凡な容姿の生徒が多い。

　だがその一方で、背中に羽根の生えている生徒や、頭に角が生えている生徒や、腰に尻尾が生えている生徒の姿もちらほらと見ることができる。それどころか、そもそも人型すらしていなくて、制服を貼り付けただけの黒い球体が、どういう原理なのか、ごろごろと自分から転がって校舎に入っていくのも見えた。

　あれも生徒――なのだろう。多分。

　ぱっと見回しただけでもこの混沌振りである。

（校門風景からこれじゃ……中はどうなってるんだか）

　先が思いやられる感じである。

　とはいえ今更、此処まで来て引き返す訳にもいくまい。

「……しょうがねえ」

　呟いて千里はクフィールと共に校門をくぐった。

　何やらでっかい魔法陣――だろう多分――が描かれた校庭を横切って、正面玄関に辿り着く。中に入ると千里の予想を裏切り、ごくごく普通の靴箱が何列か並んでいた。

　そして……

「――おっ!?」

「むむっ!?」

　そこで千里はいきなり見知った顔と出で会くわした。

　眼鏡を掛けた、真面目で気の強そうな――まあ言ってしまえばいかにも『委員長』然とした雰囲気の少女である。

　年齢は……よくわからない。

　理知的な目許が、少し大人びた雰囲気を醸し出している一方で、小柄な体たい軀くのせいで、必要以上に幼くも見える。まあ魔法使いの年齢を、単なる見た目で推し量るのは愚の骨頂なのかもしれないが。

「昨日の――」

「周防千里！」

　びしりと千里の顔面を貫通しかねない勢いで指さしてくる少女。

　彼女の名は確か――

（御み狩かり谷やはるか、だったっけ）

　昨日、千里の脱出劇を巡ってクフィールと大立ち回りを演じた娘である。まあ正確にはクフィールと戦ったのは彼女本人ではないのだが。

　明らかに千里と同じ系統の、しかし女生徒用にアレンジされた制服の袖には、昨日と同じく『風紀』の腕章が巻かれたままだ。彼女のことを、〈都市〉管理部に所属する官吏と思っていた千里だが――どうやら同じ学生であるらしい。

　でもって。

「――[image: ]」

　彼女が連れていたロボット、もとい重機動ゴーレムもやっぱりそこにいた。

　直立する戦車とでも言うべき、重厚な鋼の塊かたまり。

　ただそこにあるだけで周囲を威圧しかねない代物だ。

　昨日と同じ機体なのか、それとも別の同型機なのか、千里には見分けが付かないが――クフィールの踵かかと落おとしを食らってへこんだ頭部の傷は、何処にも見あたらない。

「ふむ……」

　眼鏡の奥の黒い双そう眸ぼうがしげしげと千里を眺める。

「ちゃんと学校に出てくるとは、なかなか見上げた根性なのです」

　はるかは腕を組んで満足げに言った。

「あの様子だと一週間は部屋から出てこないか、とも思いましたですが」

「んな訳あるか」

　と反射的に応じてから――千里は眉を顰めた。

「…………って。『あの様子だと』？」

　それはつまり。

「俺みたいな反応した奴が他にいたってことか？」

「当然なのです」

　はるかは頷いた。

　そう。考えてみればそれは当たり前のことだ。

　この〈都市〉は巨大な実験施設だ。

　人間と魔法使いや神族魔族の共存する未来――それを占う為の。

　ならば実験用サンプルとして連れてこられた人間は、一人や二人であるはずがない。では果たしてどれだけの人数が必要なのか――必要と〈都市〉側が認識しているかは千里にはわからないが。

　でもって。

　例えばサンプルが百人もいれば、いきなり放り込まれたこの異常環境に適応できず、千里のような反応を示す者や、恐怖と混乱から部屋に引きこもってしまう者が、一定数出てもおかしくない――というか常識的に考えれば、そちらの方が多いだろう。

　そもそもアジャスタントを連れ歩かないと危険――そんな風に〈都市〉側が認めているような、無茶苦茶な環境なのだから。

「まあ気持ちはわからないではないですが」

「…………だろうな」

　しみじみ頷く千里。

　と――そこでふと彼は気付いて眼を瞬かせた。

「……って。あんたは魔法使いなんだろ？」

「それがどうかしたですか？」

「普通人の感覚とか、わかるのな？」

　昨日一日で千里が学んだことが一つある。

　魔法使いと呼ばれる者達に対して、千里や一般人の常識は通用しない。通用する部分もあるが、しない部分も多々ある。もっと別の言い方をすれば――千里達の言う常識と、魔法使い達の常識が、明らかに別物なのだ。

　例えば同じ鳥でも、ツバメはニワトリの気持ちを理解できまいし、ニワトリはペンギンの気持ちを理解できまい。それぞれの能力やら立場やらが異なるので、むしろわからない方が――ズレが生じてしまう方が自然なのである。

　魔法使いと一般人についても同じことだ。

　元々この〈都市〉の住人らしいはるかが、この特異な環境下で一般人が感じるストレスを正確に理解できるとは思えないのだが――

「ああ……」

　と曖あい昧まいにはるかは笑う。

「私はほとんど魔力がないからなのです」

「ほとんど魔力がない――って。じゃあなんで」

「魔力を感知はできても、行使はできないと言い換えるのです」

　肩を竦めてはるかは言った。

「……それって」

「私自身は、素手ではほとんど魔法らしい魔法は使えないのです。私の専門は魔法駆動工学なので、私自身が魔法使いではなくても――まあ問題はないのです。スポーツシューズの設計者が必ずしも優れた運動選手である必要がないのと同じく」

「そ……そういうもんなのか？」

「言ってみれば」

　微苦笑を浮かべて、はるかは自分の背後で腕を組んでいるゴーレムを指さした。

「このゴーレムが私のアジャスタントなのです」

「…………」

　今朝の一件のせいだろう――アジャスタントという言葉から、はるかのベッドに潜り込むゴーレムとか、裸エプロンで朝食を作るゴーレムとかが、千里の脳のう裏りに描かれたりする。

「……ってさすがに無理があるだろ」

「――？」

「いや、こっちの話」

　首を傾げるはるかに、千里は首を振って見せた。

「とにかく能動的な魔法能力という意味では、恐らく私は、周防千里、君と大差ないのです」

「…………」

「もっとも、魔力の大きい小さいを論じるならば、人間の魔法使いは神族や魔族には絶対に勝てない訳で、それを補うことこそ『能力』ではなく『技術』としての……………」

　そこまで言って。

「……な、なんなのです？」

　はるかをまじまじと見つめる千里に――千里の視線に何やらたじろいだ様子で身構えるはるか。こうして見ると、確かに普通の女の子と大差ない感じがする。

（御狩谷はるか、か）

『君と同じ』――そう言われると何となく親近感が湧いてくるから、人間の感覚とは現金なものである。この〈都市〉の住人といえども、誰もが音速で蹴りを放ったり、変形したり、神出鬼没だったりする訳ではないらしい。

　まあ考えてみれば当然のことではあるが――初対面の際の態度がやたらに居丈高だったので、何も考えず、他の奴と同じく一ひと括くくりに、はるかを『変な奴』認定していた千里であった。

　しかし……改めて事情を聞かされたりすると印象も変わる訳で。

（案外、苦労人なのか？）

　などと思ったりもする。

　前述の通り――能力や立場の差は感覚の差として現れる。

　魔法使い達や、神族や魔族が、当たり前のように闊歩するこの〈都市〉において……はるかのような立場の者は、肩身が狭かったりするのではないだろうか。千里のように『わかんねえよ』と開き直る訳にもいかないし、かといって魔法使い達の間に交ざりきることもできない訳で――

　そこでふと千里は気付いた。

「だから――か？」

「なんです？」

「いや。此処って俺みたいに一般社会から来た奴専用の学校かと思ってたけど――」

「ああ。そうなのです」

　千里の台詞を最後まで待たずにはるかは頷いた。

「私なら他の魔法使いよりも一般人の感覚がわかるかもしれない、と期待された部分はあるのです。広い意味では、私もアジャスタントと言えないこともないのです」

　はるかによると、彼女以外にも、神族や魔族や精霊で、比較的人間に紛れても違和感のないような外見を持った生徒、あるいは外見が特異でも一般常識に通じている生徒は、少数ながら敢えてこの普通科に配属されているらしい。

　要するに一般人をこの非常識な世界に、少しずつ馴れさせる為の手段なのだろう。

「そういえばあんた何年生なんだ？」

　と尋ねる千里。一応『高校』と名付けられている以上は、そこの生徒であるはるかも、最低でも十五歳には達しているはずだ。

「三年生なのです。でもって風紀委員会の委員長でもあるのです」

　えっへんと胸を張って言うはるか。

「三…………」

　言葉に詰まる千里。

　まあつまりそれは、はるかが、千里よりも二つばかり年上という意味で。

「なので何かわからないことがあったら、遠慮なく先輩に聞くがいいのです」

「……ええと。その、わかり、ました」

　散々ため口で喋った後で、丁寧語に切り替えても激しく今更感が漂うが……そのまま開き直るよりはマシだろう。この〈都市〉で暮らすのに、はるかは心強い――文字通りに――味方になってくれるかもしれない。

　そういう訳で千里は素直に頭を下げる。

「失礼しました――先輩」

「よろしく、周防千里君」

　はるかはにこりと笑ってそう言った。
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　教室には既に十数名分の人の姿があった。

　ついでに言うと、人でないものの姿もほぼ同数あったが。

「…………ふぅん」

　予あらかじめ校舎内の見取り図は制服と共に届けられていたので、校内で迷うようなことはなく、千里とクフィールは問題なく自分達の教室へとたどり着いた。始業十分前ということもあり、どうも他の生徒は全員揃そろっているようだった。

「此処もおおよそ普通だな」

　千里は自分のネームプレートが付いた席に座って辺りを見回す。

　教室の佇たたずまいは――これまた割りと普通だった。

　少なくとも千里が我慢できないような異様さは何処にもない。

　むしろ――普通すぎて不自然なくらいに特別なものがない。

　黒板があって。教壇があって。机があって。椅子があって。掲示板があって。掃除用具入れがあって。個人用のロッカーがあって。

　何処の教室にでもあるものは何でもあるが、何処の教室にもないものはまったくない。

『高校の教室』という言葉から抽出されるイメージを過不足なく組み合わせた情景が、そこにはあった。少なくとも施設そのものについて奇妙な部分は見あたらない。

　変わっているのは……生徒側の机の配置だ。

　全体的に生徒の密度が低い――一教室に生徒は十五名である――ので、まばらに見えるかというと、さにあらず。机は必ず二つ一組になっていて……というか、長めの机に二つずつ椅子が付いている。

　つまり単純に生徒の倍数の席があるのだ。

　勿論片方には生徒が座る。

　ではもう一つの椅子には誰が座るのか――言うまでもなくアジャスタントだ。

　つまりこの教室では、生徒とアジャスタントが一組で、必ず存在しているということである。千里以外の生徒達は、それぞれ隣に多種多様な『相棒』を連れていた。

　それは必ずしも人型とは限らなくて。

　例えば動く縫いぐるみとか。

　例えば羽根のついた猫とか。

　例えば手足のついた剣とか。

　そーゆー色々と奇妙なものの姿もちらほらと見受けられる。

　勿論、圧倒的に多いのは人型なのだが、彼等にしてもクフィールやテジャスと同じく、何処か妙な外観を備えている。髪の毛の色が緑だとか、腕が四本あるとか、眼が三つあるとか、耳が尖ってるとか、尻尾が生えてるとか、色々。

　でもって――

「や。新入りだね」

　と声を掛けてきた人物。

　それは一人の男子生徒だった。

　平凡な容姿の少年である。

　殊こと更さらに目立つような特徴はなかった。容貌も。体格も。同世代の少年が十人も集まれば埋もれてしまう程度の個性しかない。強いて言えば顔を覆う人懐っこそうな笑みと、その真ん中を横切る銀縁の眼鏡だろうか。

　人当たりの良さそうな優等生。

　もっとぶっちゃければ『メガネ君』。

　まあ大体そんな言葉で概おおむね語り尽くせてしまう感じの少年だ。

「えっと……」

「逆さか崎ざき聡さとる」

　眼鏡の少年は自分を指さしてそう言った。

「あ。周防千里――だ」

　と自分も名乗る千里。

「それから」

　聡と名乗った少年は頷きながら懐ふところに手を入れた。

　内ポケットの中の何かを探すような仕草で、少しごそごそすること――数秒。

「この子が――」

　すぱっと聡が学生服の下から腕を抜く。

　彼の手が握っているのは――黒い鋼の塊だった。

「僕のアジャスタント」

「…………って」

　眼を丸くして聡の手元を見つめる千里。

　彼が持つそれは……平凡そうな彼の容貌に、激しくそぐわない代物だった。

　一挺の拳銃。

　それもかなりの大型だ。

　細く長く伸びる銃身。引き金の前に置かれた弾倉。丸みを帯びた木製の銃把。側面に取り付けられた小さな切替器。射程千メートルまで刻まれた可動式の照門。

　特異でありながら銃としての本質を余すところなく備えたその形。

　千里にもし銃火器に関する詳しい知識があれば、その独創的な形状から一瞬でその名を導き出していただろう――モーゼル・ミリタリーＭ７１２〈シュネル・フォイヤー〉と。

（どこに隠し持ってたんだ、こいつ？）

　そんな疑問が千里の脳裏を過よぎる。

　この拳銃――全長だけでも三十センチ前後はあるはずで、どう考えても服の下に目立たず隠せるような代物ではない。ショルダー・ホルスターで脇の下に銃を吊すとしても、これだけ大きければ銃把か銃身が服を押し上げていびつな輪郭を生むはずだ。

　まあそれはさておき……

「……それが？」

　怪訝の表情を浮かべる千里に対し、聡はにこやかに頷いて見せた。

「うん。僕のアジャスタントさ」

　きらりと眼鏡の端を光らせる聡。

　そこはかとなく得意げな響きがその口調にある。

「可愛いだろ？」

「…………」

　言葉に詰まる千里。

　対して聡は――朗ほがらかに微笑みながら、自分が手に持つその凶器の銃身を、左手の指でそっとなでる。ゆっくりゆっくりと。丁寧に。まるで……愛撫するように。

　明るい笑顔と裏腹のひどく淫いん媚びな手つき。

　しかも――とどめに。

「ふふふ。可愛いよ、僕のフラン……」

「…………」

　フランというのはその拳銃の名前らしい。

　どうやら聡はモノに名前なんか付けちゃって愛めでちゃう系の人のようだ。

　普通人かと思っていたら、大間違い――常識を亜音速で置き去りにしそうな特濃の性癖を目の当たりにして、思わずドン引きする千里。

（まあフェチなんて今時珍しくないのかもしんねーけど……）

　いかにも『ボク普通人デス』といった容姿の人間が、ぽろりとそれを垣間見せたりするとかなり危ない感じがする。何というか――自分の立っている場所が実は亀裂の入った薄氷の上だと気付いたような、拠よって立つべきものを失ったような、そんな感じ。

　フツーってナニ？　みたいな。

　千里の場合は、魔法使いだの何だのと、非常識の権化のような連中をまとめて見せつけられた結果……その反対概念として『一般人＝普通』と半ば無意識に認識していたから尚更のことである。要するに一般人というだけで、自分の同類と親近感を感じていた訳だ。

　だが勿論、一般人にも変な奴など一杯いる訳で。

「えーと。あのさ」

「なんだい？」

　にっこりと微笑む聡。

「拳銃だよな。それ」

「拳銃だね」

　聡は頷いてくるりと得意げにモーゼルを回転させる。

　人差し指に引っかけられた大型の軍用拳銃が、引き金の辺りを中心として円を描く。西部劇ウエスタンでガンマンがしばしばやって見せるガン・スピンと同様の動きだ。

　それは瞬く間に加速して――

「拳銃でもあるね」

「……？」

　次の瞬間。

　聡の人差し指に引っかかっていたその黒い拳銃が――回転の力ですっぽ抜ける。

　ひゅんと空中に投げ出されるモーゼル。

　その瞬間、無骨な拳銃の輪郭が……

「――!?」

　……解けた。

　ぱらりと、まるできっちりかっちり折り畳まれていた布が、元の形状に戻るかのように、折り畳まれていた線と面が次々に起き上がり、ぱたぱたぱたと展開して広がっていく。瞬間的に特徴的なモーゼル軍用拳銃の形態が崩れ、別のものに変化する。黒々とした鋼鉄が硬さを失い、別の色彩を帯びて、更に変化は徹底的ドラステイツクに続き……

　所要時間およそ五秒。

　そこにはもう、大型の軍用拳銃の姿はなかった。

　代わりに聡の脇に立つのは――一人の少女。

　金髪碧眼の人形のように可愛らしい容姿。何処か儚はかなげに微笑む様は深しん窓そうの令嬢といった雰囲気である。その細身に帯びる薄紫のドレスがまたよく似合う――

「……っておい!?」

「フランカ・モーゼルＭ７１２〈シュネル・フォイヤー〉ＭＧカスタムと申します」

　さすがに眼を丸くしている千里に、少女はドレスの裾をつまんで少し持ち上げ、一礼した。












「なんだ!?　何がどうなった!?」

「うちのアジャスタントは可変型なんだよ」

　と聡は言った。

　千里を驚かせて得意がるという様子はなく、むしろ『わかるよ』と言いたげな笑みを浮かべて彼は肩を竦めた。

「僕も初めて見た時はびっくりしたけどさ」

「……なんでもありだな、おい」

　呻くように言う千里。

　まあ彼とて、クフィールの獣耳や尻尾を見てはいるし、テジャスの『変形』機能も知ってはいる。だがここまで無茶な――原型を欠片も残さないような形態変化は正直言って予想外だった。

「付つく喪も神がみって知ってる？」

　と聡。

「なんか聞いたことあるな。なんだっけ」

「……歳経へた器物に霊力や魔力が蓄積して……一定密度以上に達して、自己組織化……意志を持って動き出すようになったものを……そう呼びます……」

　と傍かたわらからクフィールがぼそぼそと囁ささやくように説明してくれる。

「もっとも……〈都市〉基準では……故意に付喪神を創り出すことも含めて……精霊化と呼んでいます……」

「まあ要するにモノが意志を持って動き出す状態だね」

　と聡が更に嚙み砕いて説明してくれた。

「テジャスの同類か？」

「テジャスさんは……元々その基本構造に人工知能が組み込まれてますから……精霊化とは少し違いますけど……根本的な原理は同じ……です」

　そう言ってからちょっと上目遣いにクフィールは千里を見て言った。

「私も〈都市〉基準では精霊に属しますし……神族、魔族に属さない、自律性のある魔力塊は全て……精霊と呼ぶことになります……」

「うーむ……」

　わかったようなわからないような。

　千里が顔をしかめて唸っていると――

「なあなあ」

　聡の行動が堰を切った形になったのだろう。

　他の生徒達も、遅れてクラス入りした千里の存在が気になっていたのか、それとも単にこの異様な環境で一人でも同じ境遇の仲間が欲しいのか……それぞれのアジャスタントを連れて側に寄ってくる。

　たちまち千里は同級生達に囲まれていた。

「なあ、お前、どっから来たんだ？」

「君のアジャスタント、可愛いじゃん」

「わ、私よりもですか御主人様!?」

「学生寮の何号室？」

「東四区の図書館はもう行ったか？　すげーぞ」

「南七区のショッピングモールも凄いわよ？」

　…………とかなんとか。

　呆気にとられている千里に、生徒達とそのアジャスタントがそれぞれ話し掛けてきたり、あるいはわいわいがやがやと話し合ったり。

　皆、割りと屈託のない感じで――〈都市〉の異様さや、アジャスタントなどという存在が四六時中側にいることに、戸惑っている様子は見受けられない。はるかの台詞通り、単にそういう奴は学校に出てきていないだけかもしれないが。

「まあ何はともあれ」

　聡が一同を代表するように言った。

「今日からクラスメイトだ。よろしく頼むよ」

「あ……ああ……よろしく」

　とりあえず千里は無難にそう応じておいた。
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　始業の鐘が鳴ると同時に教師は姿を現した。

　がらりと扉を開いて教室の中に脚を踏み入れると、そのまま教壇の上に立って十五組の生徒とその適合補助者を見回す。生徒達の視線が自分に集まっているのを確認して大きく頷くと――彼は厳おごそかに宣言した。

「では保健体育の授業を始める」

「――ってちょっと待て！」

　思わず立ち上がって叫んだのは――千里である。

　途端、周囲の視線が集中するのを感じて千里は臍ほぞを嚙むが、もう遅い。元々他人から注目を浴びるのは嫌いなのだ。まあこれだけ異常尽くしの〈都市〉では、千里がどんな過去を背負っていようと、眉を顰める者などいないかもしれないが。

　それはさておき――

「ふむ。周防千里君。何か意見でも？」

　教壇の上に立つ教師は怪訝そうに言った。

　若い男性である。

　それもかなり端整な顔立ちだ。

　切れ長で涼しげな眼。長く艶やかな黒髪。薄い唇。すっきりと通った鼻筋。細いが脆さを感じさせない顔の輪郭。等々――部分部分を見ていくと、文句の付けようのないくらいに美形のそれだ。配置もおかしくはない。眼と眼の間が狭すぎる訳ではない。鼻と唇が離れすぎている訳でもない。

　なのに……何かずれている。

　何処か重要な部分のネジが抜け落ちていて、全体的に緩んでいるというか――ぐらぐらと揺れていて、締まりがないというか。何かが間違っているのだが、何が間違っているのか指摘できない――そんな微妙な齟そ齬ご感かんを、頼みもせんのに全身で体現しまくっている人物だ。

　この人物の名を千里は知っていた。

「色々あるけど、とりあえず――なんであんたがそこに立ってるんだよ」

　佐久間榮えい太た郎ろう。

　千里をこの〈アバロン学園都市〉に連れてきた人物である。

「はっはっは。それは勿論俺が教師だからだ！」

「教師だったのか」

　ある種の戦せん慄りつを覚えながら言う千里。

「何だと思っていたんだ？」

「変人」

「うむ」

　榮太郎は大きく頷いた。

「それも間違いではない！」

「開き直りやがった……！」

「まあそれはそれとして」

　榮太郎は生徒達を見回して言った。

「納得できたところで、全員、実技の用意を」

「――って何言ってんだ、あんたは!?」

　再び立ち上がって千里は喚いた。

　隣でクフィールが、「あ、あの、千里様……」と彼の袖を引っ張っているが、無視して彼は言った。

「いきなり保体だけでも非常識なのに――」

「周防君。言いたいことがあるなら挙手しなさい」

「やかましい！　実技って何だよ？」

「実技は実技だろ」

「いやだから――いきなり」

「…………」

　榮太郎は眼をぱちくりさせて不思議そうに千里を見ていたが――

「ああ！」

　とぽんと掌に拳を打ち付けた。

「なんだよ」

「そーいえば周防はまだだったっけな」

「何が」

「アジャスタント契約」

「………へ？」

　眼を点にして間抜けな声を漏らす千里。

「契約って――」

　彼は傍らのクフィールを眺める。

　だが彼女は申し訳なさそうに『がぅ……』と身を竦めて小さく唸った。

「いや。だから、こいつがいるけど」

　昨日の時点でクフィールとテジャスが管理局に、周防千里のアジャスタントとして二重登録されていたはずだ。

「それは登録だろう。まだ仮契約だ」

「…………」

　そういえば昨日もそんな話をしていたような。

「ああ。つまりだな」

　人差し指を立てて振りながら榮太郎は言った。

「仮契約ではアジャスタントはその本来の機能のほとんどが使えない。そしてその中には共感機能を利用した学習補助機能も含まれる」

「学習補助機能？」

「ぶっちゃけ、睡眠学習のことだ」

　と榮太郎は言った。

「睡眠学習～？」

　何というか激烈に胡散臭い単語である。

　そもそも千里は勉強というのは、自分で作業をしないと意味がないというか、実際に手を動かさないと知識は身につかないと考えている。だから『寝ているだけで勉強できる』なんてのは『寝ているだけでみるみる痩せる！』とか『満腹食べてそれでも痩せる！』とかいうのと同じく、噓うそではないにしても極めて限定された条件でしか成立しないものだと考えていた。

　努力もなしに何かを達成できるなど――そんな都合の良いことが、あるはずがない。

　まあ至極真っ当な考え方ではある。

　だが――千里は忘れていた。

　此処は〈アバロン学園都市〉だ。

　真っ当の意味が違う。全然違う。

「アジャスタントは仕える主人と、精神を直接接続する機能を持っている。まあ一ピア対ツー一ピアのネットワーク機能みたいなもんだな」

　と榮太郎は黒板に図を描きながら言った。

　クフィールのものらしい女の子の顔と、千里のものらしい、ちょい目付きの悪い感じの男の子の顔とを描いて、線で結ぶ。甚はなはだどーでもいいことではあるが、たかが概念説明図なのに妙に丁寧なデフォルメ絵であった。

「つまり、必要な知識はアジャスタントの方からインストールしてもらえる訳だ」

「……ちょっと待て」

　千里は眉を顰めて言った。

「そんなことができるなら、そもそもアジャスタントとかいらねーんじゃねえのか？」

　そもそも、アジャスタントがクフィールの言うように『おはようからお休みまで御主人様の暮らしを見つめ支援する』のは、この非常識が常識のような世界で、何の予備知識も持たない一般人たる主人が、危険な目に遭わないように……だ。

　単なる能力差を埋めるだけなら、それこそ魔法具を貸与するだけで済むはずである。

　逆に言えば、知識をそんなコンピュータみたいにちゃちゃっと入力できてしまうのならば、最初にこの〈都市〉における常識を一般人の意識に転写しておけば、事足りるはずだ。

「だから実技が必要なのさ」

　榮太郎は肩を竦めた。

「は……？」

「つまりだな。知識だけあっても、それは脳の中に本当に知識としてストックされているだけで、手を動かしたり、脚を動かしたり、眼で追ったりして、実際に自分の身体を使って得たものじゃない」

「……そうだな」

　それは千里にも至極納得がいく主張である。

「だから、食い違うんだよ。知識を知識として利用しにくい。具体的には、その知識が必要な場所で思い出せない。情報と事象が繋がってないって言えば、わかり易いか？」

　例えば『火は熱い』ということを体験で知っている人間と、知識で知っている人間は違うということであるらしい。

　体験で知っている人間は、脳の中に『火』→『熱い』→『触らないようにしよう』と一連の思考が繋がる道が出来上がる。だが知識だけ放り込まれた人間は、実際に火を間近に見ても危機感が生じない――ということのようだった。

「まあ機械の慣らし運転とも似てるな」

　新品の機械は慣らし運転をしないと、部品の嚙み合わせが上う手まくいかないことが多い。過不足はないのだが、一連の動作に『流れ』が生じにくいというか。

「だからうちの授業は実技に特化する訳さ。これぞ本当の『生きた授業』って奴だな」

　と榮太郎は言った。

「それはさておき周防。お前以外は、皆、本契約済ませてるみたいだけどな」

「…………」

　言われて周りを見回す千里。

　聡とフランカは勿論のこと、十四名、十四組の生徒とアジャスタント達は、千里の視線に触れると皆、一様に頷いてくる。まあどうも千里はこの生徒達の中でも特にこの〈都市〉入りしたのが遅れたようなので、これは別に不思議でも何でもないが――

「本契約ってどうするんだ？」

　と千里。

　この〈都市〉において、一般人はアジャスタントと契約して共に行動するのが例外なき大前提であり、高等部の授業もその大前提の上に制度として成り立っているのならば……これはもう契約するしかあるまい。

　幸い……といって良いのかどうかはさておき、昨日の一件で既にクフィール達を自分から遠ざけることについてはもう千里は諦めている。ならばさっさと本契約をして、便利な機能を利用した方が後々面倒がなくて良い。

「まあそれは後で」

　何故かにんまりと榮太郎は笑って言った。

　何というか微妙に嫌な予感がする。

「…………」

　千里は半眼で同級生達を見る。

　同級生達の反応は様々だった。

　千里の視線を受けて思わず首を竦める者もいれば、『それがどうかしたか？』とすました表情の者もいる。聡は……にこやかに微笑んでいるが、隣のフランカが何故か赤面して俯うつむいていた。

「……………」

　千里はふとクフィールを振り返る。

「がぅ？」

　眼をぱちくりさせるクフィール。

「まあ睡眠学習はちょっとスケジュール調整すりゃ後で追いつくこともできるさ」

　榮太郎によると――睡眠学習はやたら都合が良い機能のように見えるが、脳細胞が情報を記憶する速度にも限界があるので、一気に何でもかんでも一晩で詰め込む、という訳にはいかないということだった。これもアジャスタントが側に侍はべり続ける理由の一つである。様子を見ながら段階的に知識を主人に複写していくのだとか。

「そこで実技な訳だが」

「……で。保健体育の実技って一体何だよ」

　千里が顔をしかめて言う。

　彼はこの目の前の二枚目半の青年が、普通ではないというか、一筋縄ではいかない相手だということを既に理解していた。まさか榮太郎が普通に授業をするはずがない。保健体育ならば例えば――

「人工呼吸と称して口キ吻スを強要するとか、心臓マッサージと称して女の子の胸を触らせるとか、そーゆーことをやらせんじゃねーだろな」

「此処は魔法学園だぞ？　そんな当たり前でしょーもないことをさせる訳がなかろう」

　榮太郎は言った。

「人工呼吸とか心臓マッサージそのものはしょうもなくないけどな」

「うむ」

　榮太郎は鷹揚に頷いて見せる。

「それはそれでまた萌える訳だが」

「あんたの価値基準はそれしかないのか!?」

「ないよ？」

　肯定されてしまった。

　まあそれはさておき――榮太郎は改めて生徒達を見回して力強く宣言した。

「今日は先ず立たち川かわ流りゆうから入ろうと思う！」

「……は？」

　と怪訝の表情を浮かべるのは――しかし千里だけだった。

　見回せば、他の生徒達は、ブッ、と思わず驚愕で噴き出したり、真っ赤になって天井を仰ぎ見たり、アジャスタントと顔を見合わせていたりする。

　要するに彼等は既に、榮太郎の言った単語が何を意味するのか理解しているらしい。

　確かに事前の知識はインストール済みであるらしかった。

　しかし……

「……クフィール」

「はい」

　名を呼ばれてぴょこんと顔を上げるクフィール。

「なんなんだ、そのタチカワリュウって」

「えっとその……」

　慌てて手帳を取り出してページをめくりながらクフィールは言った。

「いわゆる真しん言ごん密みつ教きようの流れを汲む宗派で……」

「真言密教？　密教ってあの、なんか仏教とかの――」

「はい……で……その……」

　何やら言い淀んでいるクフィール。

　代わりに――

「理り趣しゆ経きようを教典とし、荼だ枳き尼に天てんを拝む宗派さ。仏教の中ではかなり異端だが、元を辿ればインドのタントラ・ヨーガの流れを汲む由緒正しい代物だぞ」

「……いや、由緒正しいとか言われてもな」

　まあ魔法使い達の学校で教えそうなネタではある。

　だが――

「それが保健体育と何の関係があるんだ」

「はっはっはっはっは」

　榮太郎は朗らかに笑った。

「仏教の中では真言立川流はかなり異端だと言ったが。何故だと思う？」

「なんだよ。魔王崇拝でもしてんのか？」

「いいや」

　榮太郎は首を振った。

「教義というか、まあその実践方法が問題視されててな」

「生いけ贄にえでも捧げるのか？」

「いやいや――」

　榮太郎はにやにやしながら言った。

「交こう合ごうを通じて即そく身しん成じよう仏ぶつに至ろうとする教義解釈が、他の宗派には否定される訳だ」

「こうごう――」

「つまり」

　教卓の上に身を乗り出して榮太郎は言った。

　拳の中に握り込んだ親指を人差し指と中指の根本からにゅっと出しながら。

「えっちだ」

　横たわる沈黙――約五秒。

　遅効性の毒のよーに榮太郎の単語の意味が千里の脳裏に染み渡っていって…………………………………………………

「……あほかあああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　怒鳴る千里。

「はーっはっはっはっは！　驚いたか！」

「そりゃ驚くわい！」

　明るく笑う榮太郎に千里はばんばんと机を叩きながら言った。

「何考えてんだてめーは！」

「人間、誰もが一度は通る道だ！」

「そんな怪しげな通り方するかっ！」

「気持ちよくてしかも解げ脱だつとかできるんだぞ!?　一粒で二度美味しい――」

「いらんわっ！」

　――不意に。

　がらりと教室の扉が開いた。

　現れたのは――メイドさんだった。

　フリル付きの白いヘッドドレスとエプロンとを、黒いワンピースの上から帯びた古式ゆかしい家政婦メイド・サーヴアントの格好スタイルである。

　これらに身を包むのは清楚な印象の若い娘だ。

　涼しげでかつ気品ある眼差しが美しい。雪のように白い肌と、闇の如く黒い髪、そして同じく黒い双眸が鮮烈な対比コントラストを描き出す。

　この娘のことも千里は知っていた。

　確かエーネウス・ザ・バージェスト――榮太郎の使い魔である。

　後で知ったことだが『バージェスト』というのは西洋では有名な魔物『黒こく犬けん獣じゆう』のことを指すらしい。その素性を示す為でもなかろうが、エーネウスの頭部には獣耳が、スカートには尻尾が付属しているのが見える。

「…………」

　犬耳メイドさんは、無表情に手にしていたモップ――のようなものを振り上げて、榮太郎の後頭部をぶん殴った。

　ちなみに『のようなもの』などと曖昧な表現をせざるを得ないのは、柄の部分にどう考えてもモップにはありえない、槍そう斧ふの穂先がくっついていたからである。

「…………」

　びしゃあ――と黒板に紅い血が猟奇殺人の現場みたいに飛び散った。

　くるりとエーネウスは生徒達を振り返り、眼を丸くしている彼等に――

「――一時限目は、各自、自習ということで」

　と言った。

「…………」

　さすがに生徒達の間に応じる声はない。

　エーネウスはスカートの端をつまんで持ち上げながら丁寧に一礼――その後、獲物を持ち帰る狩人のように、槍の穂先に榮太郎の襟えり首くびを引っかけて、すたすたと教室を出て行った。

　ずるずるずるずると榮太郎の脚が教壇に紅い筋を引いて引きずられて行き、やがてがらり、ぴしゃんと教室の扉が閉じられる。

　そして――

「あの……御主人様……？」

　おずおずとクフィールが千里の方を上目遣いに見ながら声を掛けてくる。

　微妙にその頰が今も尚赤らんでいるのが気になったが、とりあえず、千里は聞いておいた。

「なんだよ」

「えっと……自習……します？」

「しねえよっ!!」

　メイド服の襟元に手を掛けながら尋ねてくるクフィールに向かって、千里は全力で喚いた。





●　●　●






　二限目は倫理社会だった。

「では倫理社会の授業を始める」

「…………」

「そこ。開始早々寝るとは見上げ果てた度胸だ」

「突っ伏してんだよ！」

　がばりと身を起こして千里は喚いた。

「つか――あんた保健体育の教師じゃなかったのか？」

　そう。教壇の上にまるで一時間前の惨劇などなかったかのように平然と立っているのは他の誰でもない、佐久間榮太郎である。さすがは魔法使い――だからかどうかわからないが――見るからに痛そうな凶器で激しく打ちよう擲ちやくされたはずの頭部には、既に包帯すら巻いていない。原生動物並みの回復力であった。

「はっはっは。究極の教師たるこの佐久間榮太郎に不可能な教科はないッ！」

　バァーン。

　と――黒板に描かれた漫画文字の擬音を背負って榮太郎が言った。

「さあ、迷える子羊たちよ！　何でも俺に聞くがよい！　フィギュアの型抜きの方法から初めての同人誌の作り方まで！　この世のありとあらゆる疑問に、わけ隔てなく答えよう！」

「明らかに偏りまくってるだろが！」

「というか先生。質問コーナーよりも先に授業をしてください」

　と千里と聡の突っ込みが入る。

「うむ。そうだな」

　榮太郎は頷いて言った。

「では今日は仏教について学ぼうと思う」

「…………」

「当然、空海の開いた真言宗は避けて通れまい。その中でも特に興味深い真言立川流について実技を学ぼうと思うッ！」

「…………」

　がらりと教室の扉が開く。

　すたすたすたすた。

　びしゃっ。

「――二時限目も、各自、自習ということで」

　そう言って一礼すると、再びエーネウスは思いっきりぶん殴った自分の主を連れて教室を出て行った。

　そういう訳で……二時間目の授業も自習となった。
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　三限目は日本史だった。

「今日は鎌倉時代に仁にん寛かんによって開かれ、南北朝時代に文もん観かんによって大成されたとされる密教の一派、真言立川流について実技を――」

　今度は最後まで言い終える前にメイドさんの一撃を受けて榮太郎は教壇に沈んだ。

　という訳で、三限目の授業も自習になった。





●　●　●






　四限目は英語だった。

　だが榮太郎は教壇の上に立って何かを言う前に、犬耳メイドさんによってぶん殴られ、強制連行されていった。

　勿論――四限目の授業も自習になった。
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　――まあそんなこんなで。

「…………」

　昼休みに突入した教室で千里は長々と溜息をついた。

　隣では、毎度の如くぬぼーっとしたクフィールが、少し困ったような様子で彼を見つめている。

　教室の人影は随分と減っていた。

　聡達を含め、多くは学食の方に行っているらしく、一人生徒が移動すればアジャスタントもくっついていくので、二人分人口密度が減る計算である。そういう訳で、今、教室の中には千里達を含めて六名ばかりが残っているだけだった。

　この三組の生徒とアジャスタントは、つまり弁当組である。

　それはさておき――

「なんだかな……魔法使いと一般人の適合とか何とか言う以前に、関係者の人選に問題があるんじゃねえか？」

「はぁ……」

　そのアジャスタントの共感機能を応用した睡眠学習システムというのは、榮太郎の説明通りだと非常にありがたいというか、便利すぎてむしろ何か落とし穴でもあるんじゃないかと警戒してしまう代物だが――ここまで授業そのものがぐだぐだだと、利便性と相殺して何の意味もないよーな気がする。

「でもその……実験ですので……」

「実験する前にわかるだろ、あの変人に教師が務まるかどうかなんて」

「それは……そうなんですけど……佐久間榮太郎準教師は……この〈都市〉の中でも屈指の魔法使いなので……」

「そうなのか？」

「はい……」

　ということは一流の魔法使いというのは皆あんなのなのだろうか。

　束の間、考えてから――千里はしみじみと言った。

「……無理じゃないか？　一般人と魔法使いがわかり合うなんて」

「がぅぅ……」

　などと話していると――

「レッツ、ラーンチターイムッ！」

　がらりと教室の扉を開いて、小柄な少女が飛び込んできた。

　黒いゴシックロリータの衣装に加え、首筋に付けた首輪と鎖――無意味に背徳的インモラルな装いに、体温の高い小動物っぽいテンションの組み合わせは、言うまでもなくテジャスである。

「千里様ッ！　この私、アジャスタント・テジャスちゃんが腕によりをかけて作ったお昼ご飯をディスカバリーですよ～」

　ぱたぱたと軽い動作で教室を横切って千里とクフィールの所にやってくるテジャス。

「発見してどうする。それを言うならデリバリーだ」

「そうとも言います！」

「そうとしか言わねえよ」

　言いながら……教室に残っている他の四名の視線が自分に集中するのを感じて、千里は若干居心地の悪さを味わった。

　アジャスタントは一人に一体――この原則は当然、千里の同級生達も知っているはずだ。そして既にアジャスタントとしてクフィールを連れ歩いていた以上、彼女が千里のアジャスタントだと誰もが理解していただろう。

　そこへわざわざ、自らアジャスタント宣言してテジャスの登場である。

　周りが不思議に思うのも無理はない。

「おや？」

　今ひとつ自分のテンションに千里達が付いてきていないことに気付いたのか、テジャスは目を瞬かせて首を傾げた。

「今ひとつ元気がありませんね、御主人様」

「……まあな」

　机の上に頰杖をつきながら千里は気け怠だるげに応じる。

「今朝はあんなに激しく朝立ちしてらしたのに」

「…………」

　思わず机の上に突っ伏す千里。

　集中する視線の温度が微妙に変化したのを感じながら、がばりと身を起こして彼は叫んだ。

「いきなり何言ってんだてめぇは!?」

「ええと言いますよ言いますねいいですよね――今朝は」

「前置きすりゃいいってもんでもねえ！」

「erectionエレクション!」

「英訳すりゃいいってもんでもねえ！」

　明後日の方向を指さしながら、無意味に元気よく叫ぶテジャスに、ばんばんと机を叩いて千里は喚いた。

「でも大丈夫！　そんな御主人様も私のお弁当を食べれば安心☆　とっくに枯れ果てたお爺ちゃんも二十四時間オールタイムでギンギンですよッ！」

「それは最早、毒薬だッ!!」

「せっかく、イモリの黒焼き奮発したのに～」

「入れるなっ！」

　と千里。

　彼は長々と疲労の色濃い溜息をつく。

「今朝の朝飯にもそーゆーの入っていたんじゃねえだろな」

「残念ながら入れ忘れました！」

　朗らかにテジャスは笑う。

　その笑顔自体は、実を言えば千里でも一瞬、ドキっとする程に可愛いらしい訳だが――よく考えればこの笑顔は自動人形筐体のものなので、テジャスの本体とは何の関係もなかったりする。

「入れるな。永久に」

「意外と高級食材なのに～」

「一般社会で売られてる食材に限定しろ」

「じゃあキリンの睾こう丸がんとかはいいんですね！」

「…………売ってるのか!?」

　戦慄の表情で呟く千里。

「――って。しょうがねえ、学食に行く」

「えーっ？」

　見るからに不満げにテジャスが言う。

「せっかく作ったのに～」

「作ってくれたのは感謝するが、んな超強力精力剤なのか媚び薬やくなのかわかんねーもの、喰わされてたまるか。午後にも授業があるんだぞ」

　本当にそんなものが効果があるのかどうか疑問だが、此処は魔法使いがいる世界――油断はできない。万が一にでも効果があれば大変だ。股間で無意味に元気良く膨張したイチモツを抱えて授業を受けるなど、想像するだにぞっとする。

　まあ榮太郎の主張する『実技』の授業を受けるのならば便利かもしれないが。

「そっか。そうですね」

　テジャスは微笑んだ。

「じゃあ晩ご飯にとっておきます！」

「棄てろッ!!」
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　食堂は広かった。

　元々校舎の中はやや大きめに作られているようだが――食堂は明らかに巨大だった。

　広さはそこらの高校の校庭程もあるだろうか。ずぼんと何もない空間に大小数十のテーブルが散在している。学食というよりも何処かのビアホールを連想させる場所だ。

「はぁ……」

　千里は、ただただ周りを見渡して感心するしかない。

　しかも単に広いだけではない。

　四つの壁の内の三面は――硝子ガラスになっていた。窓ではない。壁がそのまま硝子なのである。あるいはそれは硝子ではなくもっと別の、千里の知らない物質なのかもしれないが、とにかくその壁面は硝子のように光を透過する性質を持っているようだった。

　でもって。

　…………ごぼりと泡が立ち上る。

　硝子壁の向こう側には、どうやら水が満たされているようだった。しかも水族館の巨大水槽のように、その水の中には全長数メートルの奇怪な魚が数匹、悠然と泳いでいる。千里は魚類に関して詳しい訳ではないが……それが多分、一般社会の図鑑には決して載っていない代物だろうということだけは理解できた。人間より大きなタツノオトシゴや極彩色の巨大シーラカンスなんぞ、発見されただけで学会がパニックに陥るだろう。

　何というか……現実味の薄い空間ではあった。

　別の言い方をすれば世俗の臭いがないというか。

　今まで見てきた施設の中では一番非常識な光景――さすがに魔法の学園都市だと思える場所だった。食事をしている連中がまた、人間以外のものもちらほら混じっているので余計にその印象が強い。

　そして――

「おや？」

　その端っこで千里は意外な組み合わせを見た。

「あれ？　周防君？」

「むむ？　周防――周防千里ですか？」

　逆崎聡と御狩谷はるか、である。

　二人は同じテーブルについて食事を摂とっていた。はるかのゴーレムとフランカも一緒である。身長四メートルに達するゴーレムはさすがに椅子に座っていなかったが――傍かたわらに置かれたドラム缶から[image: ]ん[image: ]ん[image: ]ん[image: ]んと低いポンプ音をさせつつ何かを補給していた。

（ガソリンとか軽油な訳ねえし。まさか放射性物質とかじゃねえだろな）

　と思いつつ、肯定されても怖いので聞けない千里である。

「周防君、昼は弁当とか言ってなかったっけ」

「あ。いやまあその予定だったんだが――テジャスが」

　言って――千里は言い直す。

「うちのこっちの方のアジャスタントが」

　千里は背後にいるテジャスの方を、親指で肩越しに指さしながら言った。

「弁当作ってきてくれたんだけどな。どうにも食えない代物っぽくて」

「あれ？　周防君のアジャスタントってそのクフィールさんじゃないの？」

「あー……まあ色々あって」

　頰を掻いて言葉を濁す千里。

「そっちこそ御狩谷先輩と知り合いか？」

「まあね。僕、学級委員だし――立場上、風紀委員会とも打ち合わせするから」

「……あ、そうなのな」

　まあ『真面目なメガネ君』といった容姿の聡には、委員の肩書きはいかにも『らしい』感じではある。中身はちょっと危なげだが。

　一方――

「ひどーい！　御主人様酷ひどいです！」

　ちゃりちゃりと鎖を揺らして身をよじりながらテジャスが言う。

　どうやら特製精力剤入り弁当を『食えない代物』と言われたのが不満らしい。

「英語で言うとＨＩＤＯ！」

「まんま日本語だそれは」

「でもそれは遠回しな愛の告白なんですよね？」

「違うわっ!!」

　喚く千里。

　彼は溜息をついて紅い髪のアジャスタントを睨み据えた。

「つくづく変態だなお前は」

「うふふ。御主人様ったら佐さ渡どなんだから」

「金きん山ざんか俺は」

「英語で言うとteaテイー cultカルトです」

「それは茶道だ！」

「裏うら千せん家けとかって、名前だけ聞いてるとなんだか闇の武闘派組織みたいですよね！」

「茶ちや杓しやくで削り殺されるぞ、お前は」

　ジト眼で言う千里。

　テジャスはぶんぶんと手に提げた弁当の包みを振り回しながら――中身はまだ詰まったままのはずだが――言った。

「せっかく、御主人様にギンギンになってはぁはぁしてもらおうと思ったのに～」

「思うなっ！」

「あはははははははは」

　千里とテジャスのやり取りを見て笑うはるか。

「とりあえず馴染み始めているようで何よりなのです」

「……そう見えるのなら、先輩の目か脳がおかしいんだと思いますが」

　と千里。

「で――結局、そのテジャスちゃんと正式契約したですか？」

「あ、いえ……」

「じゃあそっちのクフィールちゃんと？」

「いや、それも……」

　口を濁す千里。

　はるかは、眉を顰めて首を傾げた。

「まさか、二人とも仮契約のままですか？」

「……まあ、そうなります」

「……がぅ」

　頷く千里の背後で、項うな垂だれてクフィールが申し訳なさそうに声を漏らす。

「むー……」

　顔をしかめて唸るはるか。

　そんな彼女を見つつ――

（やばいか？　風紀委員だもんな）

　などと考える千里。

　アジャスタントが、この〈都市〉で暮らす一般人にとって、必須の存在として制度的に決められているのだから――いかにもこの、生き真ま面じ目めそうな風紀委員の少女は、まだ正式契約していない千里に何かの文句を言ってくる可能性もある訳で。

「それってまずいんじゃないですかね？」

「色々とまずいですねぇ」

　だが、千里の予想に反してはるかは、特に柳りゆう眉びを逆立てる様子はない。むしろ聡と揃って困ったような――というか千里のことを心配しているかのような表情を、浮かべている。

「まずい、ですか」

「まあこの〈都市〉そのものが、アジャスタントの存在を前提に作られてますから、何かと不都合が生じるですし――」

　とカレーライスをスプーンで掻き混ぜながらはるかは言った。

　まあ確かに既に、授業で少々の不都合が生じてはいる訳で。

　しかも……

「そもそも、検けん疫えきの問題も生じるです」

「は？　ケンエキ？」

「そう。検疫。外国から輸入する食べ物とか動物とかに、変な病気とかが付いていないか調べるアレなのです」

「…………？」

　まあその検疫の辞書的な意味は千里にもわかるが。

「要するに」

　はるかは言った。

「この〈都市〉とその周辺は――異世界なのです」

「…………そりゃそうでしょうけど」

　これだけ住んでいる者達も常識も違うのだから、これを異世界と言わずに何と言えば良いのか。まあ通貨が円だったり、日本語が普通に通じたりしている時点で、今ひとつその実感が薄いのは事実だが。

「いや……比喩的な意味でも何でもなくて。もっと別の言い方をすれば、とても遠い所にある外国と同じなのです」

「まあ、そうなるか……」

　日本地図の何処を探しても恐らくこの〈アバロン学園都市島〉は載っていないだろう。ならば一種の外国という認識も間違いではない。まあ日本地図どころか世界地図にすら載ってはいないのだろうが。

「アジャスタントの必要性が物語るように、単に知識だけの問題ではありませんです」

　はるかは身を乗り出して言った。

「検疫というのは、外国の病気や危険な生物を国内に持ち込まないようにする為の処置ですが――逆のことも成立し得るのです」

「逆？」

「つまり……この〈都市〉には色々な魔法使いがいるですが」

　はるかは辺りを見回すようにして言った。

「彼等の中には外に出たらまずいような細菌とかウイルスとかバクテリアとか呪じゆ詛そとか魔法生物とか、そーゆーのを研究している者もいるですよ」

「…………って」

　さすがに千里にも、朧気ながら、はるかの言いたいことがわかってきた。

　魔法使い達が研究や活動の末に生み出してしまった未知の病原菌とか、呪詛とか――これらが同列に語られる時点で、確かに此処は異世界である――そういったものは、元からこの〈都市〉にいる人間には問題ないのだろう。

　だが――そういうものがまったくない世界からやってきた人間は？

　当たり前だが免疫というものはないはずだ。

　つまり――

「魔法使いといっても人間。人間のやることに『絶対』はない訳ですから……」

「そ、そんな危険な――」

「その為にアジャスタントには、主人に定期的にアクセスして、その肉体や精神を詳細に記録、健康状態を把握する機能が付いているです。万が一、何らかの問題が生じた場合は都市管理事務局に報告してすぐに対策をとって貰えるようになっているです」

「…………」

　それはつまり、睡眠学習と同じく、共感機能か何かを使ったものなのだろう。

　だが今現在、千里はクフィールともテジャスとも本式に契約していない。

　ということは……

「もし何らかの病原菌や呪詛に感染していても、わからないということです」

　ずばり千里を指さしてはるかはそう言った。

　ちなみに後ろでゴーレムも同じポーズをとっていたりするが、まあそれはとりあえずどうでもいい。

「い……いやでも、それならそれで、何だか異常が」

「潜伏期間というものがあるからね」

　聡が言う。

「症状が出てからでは手遅れという場合もあるそうだよ」

「……念のために言っておくですが」

　はるかはコップの水をぐいっと飲んでから言った。

「呪詛や魔法実験の末に発生した病原菌の類は、いわゆる一般社会の病気の類とはひと味違うです。性転換したり、猫耳が生えてきたり、肌の色が緑になったり、二次元にしか興味がなくなったり、恥ずかしい言葉しか言えなくなるくらいならまだしも」

「まだしもなのか……」

「ずるずるべたべたの不定形生物になったり、反対に全身が鉱物化したり、苦痛と快感が入れ替わって精神に異常をきたしたり……勿論、死んでしまう場合もあるですが」

「……！」

　ぽろりと出た『死』という一言に思わず息を呑む千里。

　だが――

「死んでしまった方がまだしも、という場合もあるですよ」

　とんでもないことを、はるかは言った。

「なので周防君、できるだけ早く契約しておかないとまずいですよ」

「……って。本契約ってどうするんです？」

　あんなことを言われては、さすがにのんびりと構えている訳にもいかない。

「それはアジャスタントによって違うみたいですけど……」

　言ってはるかは聡の方を見る。

　聡は千里とクフィールとテジャスを順番に見回して……言った。

「うーん。やっぱり女性型だしね。フランと同じかな？」

　そんなことを言う聡の隣では、何故かフランカが真っ赤になって俯いている。

「逆崎はどうやって契約したんだ？」

「ああ――簡単だよ。基本的に、遺伝情報と生体電場紋キルリアン・パターンの照合で個人特定をするって話で――」

「前者はともかく後者はすげー胡散臭い響きがあるんだが」

　まあそれを言ったら魔法云々が途方もなく胡散臭い訳だが。

「まあそうなんだけど。僕もフランからの受け売りだから」

　と聡。

「大抵のアジャスタントには霊視能力があるから、生体電場紋に関してはまあ特に契約者側が何かする必要はないんだって。で遺伝情報の方は――勿論」

　にっこりと笑う聡。

　その笑顔はやっぱり何処までも朗らかだった。

「えっちした」

「………………………………………………………………………………は？」

　眼を瞬かせて間抜けな声を漏らす千里。

　彼の反応をどう受け止めたのか――やっぱり何の毒も感じさせない育ちの良さそうな笑顔で聡は言った。

「遺伝情報登録は実際に遺伝情報の入ったものをアジャスタントが採取するのが手っ取り早いって話だったから。細胞入りの体液がやっぱ摂取しやすいよね」

「………って……え？」

　遺伝情報。

　体液。

　細胞。

　つまり…………

「佐久間先生の授業、ちゃんと受けていれば手間省けたのにねぇ」

　のんびりと微笑しながら聡はストローでジュースをすする。

　でもってその隣では益々フランカが赤面して縮こまっていた。
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　…………十分後。

　周防千里は走っていた。

　全身全霊を込めて全力で校舎の廊下を疾走していた。

　勿論、広いとはいえ屋内――何人か通行人にはぶつかりそうになったし、すれ違いに何事かと視線を向けてくる者はいる。だが、声を掛けたり『廊下を走ってはイケマセン』と咎めてくる者はいない。まあ千里の必死の形相を見れば、誰もが声を掛けるのが憚られたのだろう。

　そう。千里は必死だった。

　必死に――逃げているのだった。

「――冗談じゃないッ！」

　力の限りに、自分のアジャスタント達から。

　それを証するように二人分の声が背後から追いすがる。

「千里様……！」

「千里様ッ!?　どうして逃げるんですか!?」

　言うまでもなくクフィールとテジャスである。

　勿論……彼女等は千里を害そうとして追っているのではない。投げ掛けられる声には悪意など微み塵じんもない。二人の行動は完全に善意、むしろ千里を気遣っているのだろう――彼女等は。それは千里にもわかっている。

　だがだからといって『ありがとう』と立ち止まる訳にもいかない。

　アジャスタントの本契約の儀式。

　聡の言葉が正しければそれは――

「大丈夫ですよっ!?」

　テジャスの声がさらに追おい縋すがる。

「痛くしませんから！　っていうかむしろ気持ちよくしますから！」

「……命に替えても……！」

「命懸けでナニするつもりだお前等は!?」

　走りながら叫び返す千里。

「ナニです！」

「断言するなっ！」

「ナニかな？」

「疑問形にしても意味ねえっ！」

「手がいいですか？　口がいいですか？　それとも――」

「……頑張ります……！」

「いいから黙れよお前等はッ!!　特にテジャス！」

　泣きたい気分で千里は叫んだ。

　何しろ学校の中である。

　いくら奇人変人が珍しくないこの〈アバロン学園島〉の中だとはいえ、少女二人に追いかけられて、走って逃げる千里の姿は目立つのだろう。人間も、そうでない連中も千里の姿を目で追って振り返る。そこにテジャスの羞恥心なんぞ欠片もない元気なエロトークが加わると、注目度百二十パーセントである。千里としては色々な意味でいたたまれない感じだった。

　勿論……千里も健康な十代男子だ。

　性欲はある。持て余しちゃうくらいにあったりする。

　クフィールの下着姿とかテジャスの裸エプロンとかにドキドキしちゃうのも事実である。ついでに下半身が反応しちゃうのも。まあ男の子の本能だからしょうがない。

　だからこそ――まずいのだ。

　それではクフィール達の側から、無理矢理いたしちゃうのも可能ということになる。

　でもってそれを実行できるだけの腕力が、クフィールにもテジャスにも備わっている訳で。

（そんな初体験してたまるかッ！）

　千里にも性欲と同時にプライドというものがある。

　浪ろ漫まんと言い換えても良いだろう。

『ヤれりゃなんでもいいですハァハァ』と開き直る訳にもいかない。初体験が女の子に押し倒されて無理矢理――などという状況、どう考えてもトラウマものだ。

　まして相手は見た目こそ容姿の整った少女達だが、人間ではない。

　そんな異常な筆下ろしは御免被りたい千里であった。

　そういう訳で――『千里の命を救う為』という大義名分を与えられてしまったアジャスタントの少女二人から、千里は全力で遁走しているのである。

　幸いというか何というか……校舎の中では単純な脚力だけの勝負にはならない。

　音速で蹴りなんぞ繰り出すテジャスや、五メートルもの高さを当たり前に跳躍するクフィールを相手に、千里が単純なパワー勝負で勝てるはずがない。もし直線での追いかけっこなら瞬時に追いつかれていただろう。

　だが普通の高校校舎よりは広めとはいえ、複雑に入り組んだ建物の中――小回りの利かせ方と、その場の機転で何とか追いすがる二人との距離を保つことには成功していた。まあ言ってしまえば入り組んだ路地裏を、大排気量のスポーツカーと、自転車で競争するようなものである。クフィールとテジャスは次々に来る曲がり角や階段のせいで、細々とした減速を余儀なくされ、最高速トップスピードに達することができないのである。

　とはいえ――

「……はあっ……はあっ……はあっ……」

　千里はとりあえず物陰に身を潜めた。

　階段下の、配管やら機械装置やらが設置されて入り組んだ小空間である。はっきり言って袋小路で、見つかったら逃げようもなく一瞬でアウトという場所だ。だが幸いにも頭上をたたたたた、と軽快に走る音と共に『千里様～』という声が通りすぎていくのが聞こえた。

　どうやら、やり過ごすことに成功したらしい。

　あくまで、とりあえず――だが。

「……ど……どうしたらいいんだ……」

　呼吸を整えながら千里は呻いた。

　気分はほとんど、猛獣に追われる子ウサギの心境である。

　しかし――

「…………」

　自分でも馬鹿馬鹿しいとは思う。

　受け身が嫌なら自分から彼女等を抱けば良いだけのことである。

　千里は別に誰かに操を立てているという訳でもない。行為をしなければならない理由もあるし、してはいけない理由はない。下へ手たをすれば命に関わることなのだから躊ちゆう躇ちよしている場合でもない。

　聡のように普通にアジャスタントを抱けば良いのだ。

　それで全て解決する。抱かれる覚悟はあると彼女等も言っていたのだし。

　なのに――自分は一体何を逡しゆん巡じゆんしているのだろう。

「……ああ。そうか」

　はたと悟って――暗がりの底で千里はひっそりと苦笑を浮かべた。

　綺麗な少女達だ。

　色々問題はあるが健けな気げで可愛いとも思う。

　だが――

「だからこそ……か」

　自じ嘲ちようの笑みの形を浮かべて唇が引き攣る。




　――まって。

　――おいていかないで。




　何を今更。

　自分だけ……そんなことは許されない。

　誰かを好きになることも。

　誰かから好かれることも。

　千里にはその資格がない。

　それは……六年前のあの日に置いてきてしまった。

　立ち止まって一緒にいてやれなかった自分は……幸せになってはいけない。

　幸せになることが怖い。

　それは許されざる罪を犯しているような気がして――

「俺は……」

「あれっ？」

　陰々滅々たる思考に割り込む――明るい声。

「こんな処で何してるの、周防君？」

「…………」

　クフィールの声でもテジャスの声でもない。

　千里はぼんやりと顔を上げた。

　何時の間にそこに来たのか――目の前に一人の女生徒が立っている。

　ふわふわと綿菓子のように柔らかそうな――とにかくボリュームのある亜麻色の髪がまず眼についた。普通に立っていても腰近くまで届いているのがわかる。着ているのは千里と同様の制服だが、多分……この少女にはドレスの類を着せた方が、何倍も似合うだろう。

　年齢は千里と同じく十代半ばといったところか。

　可憐――という言葉がぴったり当てはまる。

　双眸は翡ひ翠すい色いろで、天てん真しん爛らん漫まんといった表情に、その瞳がよく映えて――

「…………」

　眼を瞬かせて女生徒を見上げる千里。












「えっと……」

「ああ」

　女生徒はにっこり笑って自分を指さした。

「亜あ藍らん、須す美み子こ」

「……はあ……」

　日本人離れした外見だが……混血児ハーフか何かなのだろうか。

「周防君のクラスメイトだよ？」

　女生徒は苦笑を浮かべた。

　そういえばそんな名前のクラスメイトが、いたような、いなかったような。

　なので――

「あ……悪わりぃ」

　素直に千里は謝った。

　元々千里は他人に対してあまり注意を払わない。言ってしまえば彼にとって他人とは周囲の環境に等しいから、一人だろうと十人だろうと百人だろうと『他人』の括りの中に放り込んで同列に扱ってしまえるのだ。

　故にクラスメイトも『その他大勢の他人』の中に含まれてしまって、いちいち顔と名前なんぞ覚えていない。さすがに聡のようにインパクトのある奴は一発で名前を覚えるが、残りの十人余りは、まだ顔や名前を覚えきっていないのだ。

「で。もう一度質問。どうしたの、こんな場所で？」

　首を傾げる須美子。

「物陰に隠れるのが趣味とか？　じめじめした薄暗い場所で安らぐとか」

「そんな虫みたいな性癖してねーよ」

　顔をしかめて言う千里に――あはははは、と朗らかに須美子は笑った。

「怒った？　御免ね」

「いやその程度では怒らねーけど」

「実際、何なの？」

「いやまあそれが――」

　そこで言葉に詰まる千里。

　まさか自己申告されるまで名前も思い出せなかった同級生相手に、『アジャスタント二人に手込めにされそうなので逃げてます』とも言いにくい。

　だが……

「ひょっとして、アジャスタントとの本契約が嫌で逃げてるとか？」

　千里の内心を見透かしたように須美子はそう尋ねてくる。

「……なんでわかるかな」

「だって普通、二体もアジャスタント連れてる人、いないよ。この時期に本契約もまだだっていうし。だからアジャスタントとの契約嫌がってるのかな、って」

「…………まあ、そうなんだが」

「そうなんだ。往おう生じよう際ぎわが悪いね」

　ころころと鈴のような声で笑う須美子。

「往生際って――そういえばそっちのアジャスタントは？」

　須美子の側には、他に人影は見えない。

　人型ではないのかもしれないが、彼女は別にアジャスタントらしきものを携えている様子もなかった。それとも聡のように『折り畳んで』懐にしまっているのだろうか。

「私のは特別」

　こともなげに須美子は言った。

「側にいなくても大丈夫なの。それはそうと――アジャスタントから逃げてるのなら、良い隠れ場所があるよ。教えたげようか？」

「そんな場所があるのか？」

「うん。私――二月の頭から、もうこの〈都市〉に入居してたからね。春休み中、暇だからあちこち校舎も見て回ってたんだ」

　隠れるのに良さそうな場所にも、幾つか心当たりがあるという。

「……た、頼んで良いかな」

　と千里。

「うん。こっち」

　にっこり笑って須美子は手を差し出してきた。





●　●　●






「ま――がんばりや。マクガフィン」

　男は、校舎の屋上でのんびりと手すりの上に腰掛けて脚をぶらぶらさせながら言った。

　彼の目の前には、掌に載るくらいの透明な球体が支えもなく浮かんでおり、緩やかに回転しながら千里と須美子の姿を映し出している。

「お前の動き次第で……全ては変わるんやからな？」

　楽しむような。からかうような。あるいは哀れむような。

　そのどれでもありながらどれでもない――奇妙な口調。

「さて……」

　シャボン玉を握りつぶすようにその透明な球体を掌の中に握り込む。音もなく球体は男の手の中に消えて――開かれた時には既に破片すら残さず消滅していた。

「〈都市〉管理部の連中の動きでも見てくるか」

　そう言って歩き出す男。

　一歩。二歩。三歩。

　何の気負いも示さぬごくごく普通の歩き方だ。

　だが――四歩目は、なかった。

　彼の革靴の底が屋上を踏みしめる前に、男の姿は忽こつ然ぜんと、影も残さず校舎の屋上から消滅していたのだった。





●　●　●






　何処をどう通ったのかはよく覚えていなかった。

　元より今日初めてこの校舎を訪れた千里には、此処は迷宮に等しい。何処に何があって何処に繋がっているのか……位置関係がまるでわからないのだ。まして彼は須美子に手を引かれるまま、前ではなく主に後ろを気にしながら歩いていた。これはクフィールやテジャスに発見されて追いつかれないか――という心配の為だ。

　なので……

「此処だよ」

　須美子がそう告げてきて、ようやく千里は自分達が目的地に着いたのだと気付いた。

　千里達の前には何の変哲もない扉があった。

　長い廊下の片隅に設けられたそれは、白い木製のもので……他の教室やら何やらの扉と特に違いは見えない。強いて言えば扉の上に付けられているはずのプレートがないことくらいだろうか。小窓もないことを思えば、光を嫌う薬品の置かれた倉庫の類か、あるいは資料室なのかもしれない。強い光は書類や書籍にとっても天敵である。

「〈ギズモⅥ〉がいないんだな」

　ふとそんなことを思う千里。

　確かあの鉄面は『この〈都市〉の全ての門は自分の端末』みたいなことを言っていなかっただろうか。実際、大小の違いはあるが、大抵の扉には――教室の扉ですらも――あの無愛想な顔面が張り付いていたように思うのだが。

「〈都市〉自体がかなり突貫工事で作られたものみたいだから。全部に全部管理システムがいき渡っている訳じゃないみたい」

「なるほどね」

　隠れるという意味では、そういう管理の隙間は確かに適切だ。

　からりと軽い音を立てて扉を開く須美子。

　彼女に手を引かれて千里も部屋の中に入る。

　そこは――

「…………？」

　何もなかった。

　暗い闇だけが広がる――虚きよ無む。

　照明が点いていないとか、窓にカーテンが掛かっているとか、そんな尋じん常じような理由から生まれた暗黒ではない。暗いのではない。黒いのだ。一切の光の存在が許されない。濃淡を論じる意味すら空しい程に、究極的で断絶的な黒がそこに広がっている。

　そのくせ自分の手は見える。

　手を繋いだ須美子の背中も見える。

　そこにあるのは本物の闇だった。完全無欠の――本来ならば抽象概念の中にのみ存在するはずの、純粋な闇そのものだった。

　ありえない。おかしい。

　此処は――尋常じゃない。

　本能的な危機感を覚えて背後を振り返る千里。

　開かれたままの扉から――しかし光がまったく中に入ってこない。黒い紙の真ん中を四角く切り取ったかのように白い欠落があるだけだ。

　次の瞬間ばしんと音を立ててそれも消えた。

　扉が閉じられたのだ。

「これは……？」

「――結けつ界かい」

　須美子の声が響く。

　彼女は相変わらず千里と手を繋いだまま――千里に背中を向けたままだ。その口調にも変化はない。天真爛漫な声音もそのままだ。

　だがそれが今はどうしようもなく異様で。

「私の許可なくしては光さえ入れない」

「…………って。魔法か!?」

「そう」

　千里を振り返って須美子は頷いた。

　だが――

（なんだこいつ……!?）

　急速に膨れあがる危機感。

　千里の生存本能が告げている――やばいと。

（俺と同じクラスってことは、アジャスタント付きの一般人のはずだろ!?　なのに――）

　どうしてこんな魔法が使える？

　それともアジャスタントと正式契約すると、途端に魔法が使えるようになるのか。

　あるいは――

「……噓だよ」

　千里の内心を読み取ったかのように須美子は笑った。

「君を此処に連れ込みたかっただけ」

「…………」

　千里は思わず手を離して後ずさろうとする。

　だが須美子は逆に千里の手を握り返して離さない。白く華奢な指は、まるで獲物を抱え込む蜘く蛛もの脚のようにがっちりと千里を捉えている。渾身の力で引っ張っても外れるどころか緩みもしないし、びくともしない。

　ありえない。人間の力ではなかった。

「ね……周防千里君？」

　首を傾げて須美子は言う。

　まるで散歩に誘うような気軽さで――

「死のっか」

　次の瞬間――少女の腕に何か入れ墨のような紋様が浮かび上がった。

　例の『住民票』と似てはいるが明らかに異なる。

　それは指先から肘の辺りまでを覆っており、しかも白い腕を軸として、肌の上をゆらゆらと螺ら旋せん状じように回転しているからだ。何よりも『住民票』は黒いが、この少女のそれは血のように紅い。

「――!?」

　これも魔法陣の一種か。

　しかもそれはゆるゆるとドリルのように回転しながら、繋がれたままの千里の手に伝染しつつあった。じわじわと汚すように穢けがすように――彼の指先を這い登ってくる。

「くっ――！」

　生理的な恐怖と嫌悪から千里は腕を引っ張るが、やはり須美子の指が彼の手をくわえ込んだまま離さない。

「死のうよ。ね？」

「――な、なんで」

　千里は左手を伸ばして背後を探る。

　せめて此処から出れば――そんな風に思ったのだ。

　だが千里の指先は虚しく空を掻くばかりだ。何の感触もない。千里はこの部屋に入ってからは一歩しか動いていない。ならば彼のすぐ後ろには扉か壁があって当然なのだが――

（……『結界』……！）

　界を結ぶと書いて『結界』という。

　それはつまり自己完結した一つの世界だ。

　出入り口を作るも消すも創造主カミの思うがまま――ということか。

　そしてこの場の支配者はどうやら須美子であるようだった。

「……なんで」

　恐れと焦りが千里の全身を這い回る。

　幸せになってはいけないと思っていた。今でも思っている。けれどやはり死ぬことは怖くて。自分がいなくなってしまうことが何よりも恐ろしくて。恐ろしいと思う気持ちすら虚無に散じてしまうのが――

「なんで……お……俺なんか……を……狙う……？」

　口の中が渇いている。

　舌が上手く回らない。

「…………うん？」

　須美子は首を傾げた。

「なんで？　なんでだろうね」

「…………え」

「人を殺すのに理由っているのかなあ？」

　可愛らしい顔で須美子はそう言った。

「だって理由なくても人間って死ぬでしょ？　事故とか病気とか。放っておいても死ぬし。だったら殺人にも理由なんていらないよね？」

「…………」

　ただただ絶句する千里。

　駄目だ。根本的なところで価値観や思考形態が違う。

　これは須美子が魔法使いであるせいなのか――それとも単に異常者であるせいなのか。

　いわゆる殺人者の類にも色々ある。だが千里のイメージだとその手の行動に出る者達は何処か切羽詰まった印象が強い。原因が鬱うつ憤ぷんなのか性欲なのかあるいは義ぎ憤ふんなのかはさておき――感情の高ぶりがそこにあるように見える。

　だが須美子にはそれは感じられない。

　彼女はむしろ淡々とした眼で千里を見ている。

　天真爛漫に。純じゆん真しん無む垢くに。

　ただ当たり前のことのように――呼吸するかのように千里を殺そうとしている。

（……どうする……？）

　千里は視線を左右に走らせる。

　だが周りには何もない。ただ黒い無が横たわるだけだ。もし須美子の指が外れたとしても――こんな状況では逃げるどころか一歩脚を踏み出すことすら難しい。一歩先の地面があるかどうかさえわからないのだから。

　では攻撃するか？

　だが千里にはその手段がない。

　須美子の力が尋常でないのはその指の力だけでも明らかだ。千里が殴ったところでどうにもなるまい。しかも相手は魔法使いで――千里はアジャスタントすらいない一般人だ。恐らく使える手札に差がありすぎる。

　窮きゆう地ちに陥って『何か方法があるはずだ』と考えるのは、ドラマなどでよく見かける心の動きだ。だがそれは希望的観測に過ぎる。そんな解決方法を心の持ちようで必ず見いだせるのならば、世界で一日に死ぬ人間の数は何千人か何万人か減っているはずだ。

　現実は容赦がない。

　だから千里は此処で打つ手なく死ぬ。

　それは――至極妥当な結論にも思えた。

「それとも」

　首を傾げる須美子。

「理由が欲しい？　自分が死ぬことが特別なことなんだって思えるような」

「それ……は……」

　千里は喘あえぐように言葉の切れ端を漏らす。

『特別』――それは千里にとって呪いの言葉だ。

「ね。死のうよ。周防君」

　優しく須美子は言った。

「……いや……だ……」

「どうして？」

　善悪も是非もない幼児の瞳で須美子は尋ねてくる。

「どうして死なないの？」

　それを朗らかに尋ねてくる須美子の狂いぶりに怖気を感じる。

　だが――同時に千里の脳裏で疑問が湧いた。

　本当にどうしてだろう？

　幸せになってはいけない。

　でも嫌なことが起こればやっぱり辛い。

　これからもきっと何度も起こるだろう。罪の意識を抱いて、哀しい気持ちを抱いて、でもそれを棄てることは許されなくて、幸せを望むこともできなくて、自分はこれからどれだけ無為に生きていかなければならないのだろう。

　終わらせてしまえばいい。

　ただ終止符を打てばいい。

　そうすれば――

「…………」

　気が付けば紅い紋様がいつの間にか千里の腕を肘の辺りまで登ってきていた。

　ゆらゆらと回る万まん華げ鏡きようのようなそれが……ひどく懐かしいものを思い起こさせる。

　母の胎内から生まれ出る前。

　原初のさらに前――虚無の安あん寧ねい。

　ありとあらゆる不安のない世界に――還る。

　それを拒む理由など、何処にも……




　――『ないですよ？』

　――『命に替えても』




　一瞬――記憶の断片が脳裏を過ぎる。

　蒼い髪の、必要以上に生真面目な少女。

　つまらないことにも命懸けで挑むその様子は――

（……軽々しく『命懸け』とか言うなってんだ）

　むしろそれは命を蔑ないがしろにしているようで腹立たしい。

　生きたくて、生きていたくて、それでも死んでしまう人がこの世には沢山いるというのに――…………

「……うおっ!?」

　はっとして千里は呻き声を漏らす。

（やべっ……!?）

　いつの間にか自分は死ぬことを前提にものを考えていなかったか。

　見れば――さらに紅い紋様が、じわりじわりと千里の腕を這い登りつつある。

「…………」

　須美子は微笑を浮かべて、絡めていた指を解いた。

　千里は弾かれたように己の腕を引き戻す。だが奇怪な紋様は既に全て千里の腕に移っていたようだった。それはまるで血管のように脈動し明滅しながら千里の腕から肘へ、肘から肩へと広がっていく。

（これのせいか……!?）

　元より鬱うつ屈くつした感情を抱えていた千里だが――あんな風に急激に『死』を身近に感じるようになるのはおかしい。不自然だ。何者かの思考誘導が働いていたのではないか？

　それは誰の？

　言うまでもなく須美子だろう。

　しかし……

（だとしたら……いや、待て。どうしてそんなまだるっこしいことをする？）

　人を一人殺すことなど魔法使いならずとも簡単だ。

　銃弾の一発。あるいは駅のホームで背中を一押し。

　それだけで事足りる。

　なのにわざわざ――

（俺に自ら死を選ばせたい？）

　理由などないと須美子は言うが――それが本当である証拠はない。

　何らかの思惑で須美子が千里を自殺させたいと考えているのだとしたら……？

（思考誘導されないように、気持ちをしっかり持ってれば……いや……駄目か）

　そもそも現時点で須美子がどれだけ本気なのかがわからない。まだまだ小手調べの段階で、本気を出せば一瞬で千里を洗脳できてしまうかもしれない。

　そもそも千里にはこの呪紋を排除する手段がない。

　須美子を撃退する手段も『結界』から抜け出る手段もない。

　抵抗は時間稼ぎにしかならない――




　――………………ッ




「……!?」

　――ふと。

　何か聞こえたような気がした。

　遠く遠く遙かに遠く――しかし。




　――ぅぅぅぅぅうううううううううううう……ッ!!




　近付いてくる。

　いや違う。それは――

「――！」

　はっとして自分の背後を振り返る千里。

　そこに白い一線が生まれていた。

　闇に生じた一筋の亀裂。

　絶対たるべき『結界』の綻び。

　それは――

「がああああああああああああううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううッ!!」

　じりじりと太くなる光と――声。

　それは亀裂の向こう側から来ていた。

　何者かが無理矢理にこの結界をこじ開けているのだ。

　誰が？

　言うまでもない――

「ううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううッ!!」

「クフィール……ッ！」

　五センチほどに開かれた結界の隙間。

　その向こうに見えるのは――蒼い髪の少女だった。

「千里……様……」

「お前――」

　焦こげ臭くさい匂いが千里の鼻をつく。

　そこで気付いた。

　闇の扉を無理矢理こじ開けているクフィールの指――それが揃って煙を噴いていることを。

「ちょ……お前、それ……！」

　恐らく結界を無理矢理、力でこじ開けることの代償なのだろう。

　あるいは――結界という魔法的な存在に『本契約の前で対外的な魔法的な能力を使えない』クフィールが、無理矢理、魔法的に干渉したその反動か。

　細かいことは千里にはわからないが……

「クフィール……！」

　千里は隙間に手を伸ばした。

　自分の指も灼やけるかも――そんな考えが脳裏をかすめはした。だが、現に指先を焼け焦げさせながらも扉を開こうとしている少女の姿を前にしているのだ。中途半端な保身の気持ちなど一瞬で蒸発してしまっていた。

「くっ――」

　痛みが指先から脳天へと突き抜ける。

　単なる火傷の痛みではない。神経を直接灼くかのような――容赦ない激痛。

「ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎあああああああがががががが」

　既に呻きすらまともな声にならない。

　壊れた機械のような音を喉のどから漏らしながら、しかし千里はさらに指先に力を込める。クフィールの膂りよ力りよくに比べれば微々たるものだろうが――それでもほんの少しでも彼女の助けになれば。そう思って千里は痛みに耐えた。

「千里様……どう……して……？」

　一瞬、クフィールの苦しげな表情に戸惑いの色が混じる。

「どうしてとか言うか、お前はッ!!」

　悲鳴の代わりにそう叫んで痛みを紛らわす千里。

　だが――

「私……私と……その……」

　クフィールはおずおずと言った。

「……えっちするの嫌なんじゃ……？」

　思わず力が抜けた。

　前のめりに踏ん張っていた為に、思わず十センチほど開いていたその扉の部分に勢い余って頭突きをかますことになる千里。

　激痛が今度は額ひたいに直接突っ走って――さすがの千里も悲鳴を上げた。

「んんぎゃあああああああああああああああああああっ!?」

「千里様！」

　だが……それで何かの均衡が崩れたのかもしれない。

　何かが砕け散るかのような音と共に、全開となる扉。

　濃密な暗黒が四角く切り取られ、その向こうに広がる平凡な廊下の風景と、そこに立つ蒼い髪の少女を千里は見つめていた――焦げた額から煙を噴いたりしながら。

「ああ……千里様……！」

　慌ててクフィールが千里を抱き起こす。

「せっかく、周防君と水入らずで大事なお話をしていたのに」

　結界が破れたこともクフィールが割って入ったこともあまり気にした様子はなく、須美子はこの期に及んでも平然と笑いながら言った。

「邪魔しないで欲しいな」

「あ……そうなんですか……すみません」

　ぺこりと頭を下げるクフィール。

　それから彼女は何かに初めて気付いたかのように眼を瞬かせた。

「あの……どちら様でしょう……？」

「この状況を何だと思ってたんだ……お前は……!!」

　額と指先の痛みに喘ぎながら千里は言った。

　まあ要するにクフィールは、まだ本契約する為に千里を追いかけていただけなのだ。千里の行動に疑問を覚えるのも当然――今まで逃げていた千里が一転して協力的になったと見えたからである。

「……ったく…………！」

　手の先を見ると、火傷の痕からじわじわと血の珠が滲んできている。

　見ているだけで気が遠くなりそうな傷痕であった。多分額にも同様の傷ができているだろう。頰を滑り落ちる雫しずくの感覚は――果たして汗かそれとも血か。

（ちょっとでも感動した俺が馬鹿みたいだ）

　などと思う千里。

　だが――

（……いや……）

　自覚のあるなしは関係ない。

　クフィールが打つ手なしの閉へい塞そく状況に亀裂を入れてくれたのは事実である。

　それに――

（……あの時……）

　ふと脳裏を過ぎったクフィールのイメージ。

　あれがなければ、千里は死の誘惑に囚われたまま、何の疑問も覚えず舌を嚙み切っていたかもしれない。その意味では千里はやはりクフィールに助けられたと言えるだろう。

「あいつは俺を殺そうとしてるんだよ。理由も正体もわからねぇけどな」

「…………！」

　驚きの表情でクフィールが須美子を見る。

　謎の魔法使いは、相変わらず明るい微笑を浮かべて千里達を見つめていた。

「しょうがないなあ」

　須美子は肩を竦めた。

「でも……事故でもいいよね」

　ぽんと拍手をするかのように須美子が両手を打ち合わせる。

　同時に――

「～～～ッ！」

　声にならぬ声がその桜色の唇から逬った。

　超圧縮呪文コンデンスドスペルによる高速詠唱スピードキヤスト。

　千里にもし細かな魔法の知識があれば、驚いたことだろう――それは達人アデプト級魔法使いですら補助の魔法具なくしては難しい高度な技術であったからだ。

　須美子の立つ地点を中心に光が弾ける。

　それは爆発的な勢いで展開する魔法陣である。一気に四メートル余りの直径に広がったそれはゆるゆると回転しながら鈍い作動音を放った。

　ずるり……と魔法陣から何かが浮かび上がってくる。

　巨大な蜘蛛の金属模型。

　それはおおよそ、そのようなものだった。

　ちきちきと音を立てながら球体関節を広げて立つその異形。本物の蜘蛛と比べても明らかに細部の形状的な均衡バランスが狂ったその姿は、巨大で、一本の足が伸ばせば三メートルにはなるだろう。

　胴体には勿論、強きよう靱じんそうな顎あぎとが備わっている。

　それが――

「……え？」

　ぎちりと。

　須美子の首を左右からくわえ込んだ。

「ちょっ……な……!?」

　千里はただただ呆然としている。

　だが自ら呼び出した鋼の蜘蛛に首を嚙まれながらも、須美子は平然と笑っている。笑いながら蜘蛛が脚を踏ん張って胴体を持ち上げるのに合わせて、一緒に吊り下げられる。

「さあ。死のうよ。ね？」

　ぶらんぶらんと首から下を揺らしながら須美子は笑う。

　一体これは何なのか。

「精霊だから、そこの君も死ねるよね。じゃあ死のう」

　半ば嚙み切られて、今にも胴体と分離しそうな首をかくんかくんと揺らして言う須美子。

　次の瞬間――蜘蛛の脚が空気を抉り抜く勢いで旋回した。

　轟ごうッ！　と音を引きずりながらのフルスイング。

「……がぅっ！」

　クフィールは千里を抱きかかえて跳躍――これをかわす。

　音速の蹴りを放つテジャスともやり合ったクフィールである。たとえ千里という荷物を抱えていたとしても、この程度の攻撃をかわすのはそう難しいことではない。

　ただ……

「……っ!?」

　空中にあるクフィールに、三方から襲いかかる金属の柱。

　それは先の攻撃から一瞬遅れて放たれた蜘蛛の脚である。三方から逃げ場のないようにと同時に殺到した打撃は、クフィールを確実に捉えていた。空中にあって軌道を変える術もないクフィールは、ただ身を丸めて千里を庇かばうのが精一杯だ。

「がうっ……！」

　クフィールは千里を抱えたまま闇の底に転がった。

「おかしいなあ」

　かくんかくんと死体のように首を揺らしながら須美子が言った。

「普通の精霊なら、今の一撃で分解してるんだけどな」

　恐らく見た目通りの打撃ではないのだろう。

　此処は神と魔と精霊と魔法使いの闊歩する異境――〈アバロン学園都市〉である。どれだけ単純な殴り合いに見えたとて、それが単なる力任せの攻撃であるはずがない。高熱。電撃。あるいは呪詛。打撃はそれらを対象に撃ち込む為の媒体でしかない。

　現に――

「う……うう…………」

「……おい!?」

　昨日の決闘では、テジャスの音速の蹴りを受けても無言で耐えていたクフィールが、苦鳴を漏らしている。それどころか起き上がれない。

　だがその一方で彼女は千里を抱える腕を離さない。

　見上げた健気さだが――それに感じ入っている余裕は、千里にはなかった。

「クフィール！　クフィール!?　大丈夫か!?　おい!?」

「ううう…………」

　クフィールは呻くばかりで答えることすらできない。

「クフィール！　しっかり――」

「……が……うう」

　しかしクフィールは更に千里を抱えて身を丸める。

　その背中に蜘蛛の脚の一撃が命中した。

「がっ……」

　千里を抱えたまま吹っ飛ばされるクフィール。

　彼女は身を盾にして千里を守っているのである。恐らく蜘蛛の脚には魔法の力が上乗せされているから――千里などは、まともに食らえば一撃で死んでしまうだろう。

　だが……

「馬鹿野郎、離せ、俺なんか抱えてたらお前――」

　かわせるものも、かわせまい。

　だがクフィールはわかっているのだろう。千里の運動能力では――普通の人間の力ではあの蜘蛛の攻撃をかわしきることはできない。そして何より須美子の目的は最初から千里なのである。千里を離せばその瞬間に攻撃が彼に集中して――死ぬ。

「余程、魔力量か神格値が高いのかな」

　と須美子。金属蜘蛛はちきちきと耳障りな音を立てながら近付いてくると、その脚の一本をまた振り上げて――降ろす。

「じゃあ地道に削ろうかな」

　どんっ。

　鈍い打音をその場に残してクフィールが吹っ飛ぶ。

　ごろごろと十メートル近く転がってから、壁のようなものにぶつかって止まった。

「クフィール!!」

　千里はただ彼女に抱き締められながら叫ぶことしかできない。

　だが――

「千里……様……」

　クフィールが千里の頰に手を伸ばす。

「契約……を……」

「…………ってお前、この状況で」

　確かに契約をすればクフィールはその全能力を使えることになるのだろう。

　だが……気持ちの整理やら何やらはさておき、この状況で優雅にそーゆー行為に勤しんでいる暇ひまはない。というか、そもそもこの状況で欲情できる程に千里も変態ではない。

「…………」

　そっとクフィールの指が千里の頰に触れる。

　指先と頰の間に広がる湿った感触――千里の額から流れ落ちた血の雫だ。

「千里……様」

　千里に縋るようにして身を起こすクフィール。

　そして彼女は――

「……失礼……します……」

　頰にキスをするようにして。

　千里の血を――舐なめる。

「……!?」

　ざらりとした、猫科の獣の舌に舐められた感触。

　思わず頰に手を当てる千里。

　そして――

「……これは血けつ盟めいなり……」

　きゅっとクフィールが唇を嚙む。

　その口の端から小さく漏れる――深紅の色。

「クフィール？」

「スオウ・センリとクフィール・アブソリュートの名において……契約はここに……成就せり……我は主君の手となる権を得……足となる義を得……今こそ全き存在となる……」

　言って。

　クフィールの唇が千里の唇に――触れる。

　混ざり合う生命の雫と雫。

　千里の血がクフィールに。

　クフィールの血が千里に。

　そして――




　――繋がった。




　その瞬間に、何処かで何かが。

「――!?」

　それが一体どんなものであったのかは千里にはわからない。

　その結果として次の瞬間に起こった諸々の出来事に――彼はただひたすら呆然とするしかなかった。

　まず……痛みが消えた。

　指や額に食い込んでいた激痛が、綺麗さっぱりと溶けて流れ去る。痛みを感じなくなっただけならば鈍い麻ま痺ひ感かんが残るはずなのだが、それもない。恐らくは治ち癒ゆしてしまったのだ。わずかに数秒で。

　だが千里はその奇き蹟せきを確認している余裕はなかった。

　別の――もっと劇的な奇蹟が目の前で展開していたからである。

「クフィール……！」

　変わる。変わっていく。

　異なる何かに。




　うううううううううううううるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる――




　咆ほう哮こうが彼女の唇から漏れる。

　同時に、ざわりとその蒼く長い髪が浮き上がった。

　それはまるで水中にあるかのように、大きく広がり、揺らめきながらさらに長く伸びていく。

　また変化は、彼女の身体そのものにも生じていた。

　メイド服が破れ、ざわりとその下からも蒼い毛に覆われた体軀が露わになる。四肢は音を立てて歪んで――否、戻っていく。それがクフィールの『本来の姿』なのだと千里は直感的に理解していた。

　崩壊ではない。変形でもない。

　それは――修正であり還元。

　めりめりと音をたてて、その骨格さえもが変わる。

　人から――獣へ。

「…………」

　そういえば――と半ば麻痺した脳裏で記憶が揺れる。

『クフィール』とはヘブライ語で『仔ライオン』の意味だったと。




　ぅうるるるるるるるるるるるるルルルルル――




　獣の耳や尾が備わるだけではない。

　完全なる――変貌トランスフオーム。

「獅し子し……!?　いや……狼おおかみ……？」

　千里は呻くように呟いた。

　それは狼のようでもあり獅子のようでもある。

　威厳に満ちた鬣たてがみと尻尾は獅子のそれでありながら、鋭い顔つきや全体的な身体の輪郭は、より細く引き絞られた狼の輪郭を備えている。

　狼の精せい悍かんさと獅子の強大さを併せ持つ――獣。

　あるいは狼や獅子こそが本来は、この形に進化すべきだったのではないかとさえ思えるような、完全無欠の――どこまでも純粋な、獣の中の獣。

　蒼い――魔獣。















　ルルルルゥゥゥウウウウウアアアアアァァァァオオオオオオ――ッ!!




　一際高く咆哮するクフィール。

　身を震わせたその瞬間――ざわりと蒼い鬣が震える。

　ぼこりと水面に浮かび上がる泡のように、その豊かな鬣の中から、光る球体が現れた。

　一つ。二つ。三つ。四つ。五つ――

　瞬く間にクフィールの周りに発生した青白い光球は、主星に寄り添う衛星のように、円を描いてクフィールの周りを回る。

「――あらら」

　須美子が何処か間の抜けた声を漏らす。

　その声にはやはり焦しよう燥そうはなく恐怖もない。

　あるいは、彼女は本契約などしてもクフィールの力などたかがしれていると思っていたのかもしれない。全ての手を尽くさせた上で、それを蹴散らし、絶望に千里達と塗まみれさせてから殺そう――とでも考えていたのかもしれない。

　だがそれは間違いだった。

　まったくもってどうしようもない失策であり失敗だった。

　何故なら――




　オオオオオオオオオオオオオオオオウゥッ!!




　光の球体――否、光の弾が爆発的にクフィールの周囲から放たれる。

　外連もなく、手加減も躊躇もない問答無用、何処までも直接的で――必殺の光撃。

　大きな弧を描く弾道で、十数発の光弾が異形の蜘蛛に殺到した。

　蜘蛛の金属脚が迎え撃つように掲げられるが…………遅い。いや。たとえ間に合っていたとしてもそれはまったくの無意味だっただろう。

　着弾。そして爆裂。

　閃光と衝撃が闇色の結界を揺さぶる。直撃したものは勿論――周囲に着弾をしたものさえもが、放出する圧倒的な破壊力で、蜘蛛の脚を削り、割り、そして潰つぶす。耳障りな悲鳴を上げてねじ切られた金属片がばらまかれ、千切れた脚が、がろんがろんと音を立てて闇の底に転がった。

　いや。それどころか。

「……闇が……」

　呆然と呟く千里。

　永えい劫ごうに晴れぬとも思われた闇に、無数の白線が走る。亀裂だ。物理的には破壊できないはずの結界が――炸裂した破壊力を吸収しきれず、崩壊を始めているのである。




　オオオオオオオオオオオオオオオオウゥッ!!




　だん！　と亀裂にまみれた闇の底を蹴ってクフィールが跳躍した。

　文字通りの獣の脚力――それは数メートルを易々と超える。目指すは脚を失った蜘蛛の胴体。支えを失っても尚、闇の中に浮かぶそれの口元には、まだ微笑を浮かべたままの須美子がぶら下がっている。

　顎あぎとを開き、牙を剝き、蒼い魔獣は逃げる間も許さずそののど笛目掛けて食らいつく。

「～～～～ッ！」

　弾ける異音。散る火花。

　クフィールの牙は、しかし空中を嚙んで止まった。

　白い牙の先端と、須美子の白い首の間には数ミリの空隙が残ったまま――しかし牙は硬いものを引っ掻くかのように耳障りな異音と無数の火花を撒き散らしていた。

　高速詠唱された何らかの圧縮呪文が不可視の防御陣を展開したのだろう。それが牙の上に載せられたクフィールの攻撃魔法と軋あつ轢れきを引き起こしているのだ。

「ちょっと惜しかったね」

　操り人形のような、だらんと四肢も首も垂れ下がらせた異様な体勢で、須美子が笑う。

　だが……次の瞬間。

　クフィールは回転した。

　自らの胴体を軸として――須美子の首筋にかじりついたまま。

「――!?」

　さすがに須美子の表情が驚きに歪む。

　牙が届かぬならばへし折るまで。

　どれだけ厚い装甲に守られていようと、曲がり得ぬ方向に曲げられれば関節は壊れる。

　恐らくは魔法で自らの身体に回転を与えたのだろう。空中にありながらクフィールはその身をねじり続ける。ぎぎぎぎと何か硬質のものが軋きしむ音と共に須美子の首は異様な角度に傾いてゆき……

「…………ッ」

　何かの砕ける音を悲鳴代わりに放って、その顔から表情が消えた。

　そして次の瞬間。

「……!!」

　轟音と共に須美子は爆裂した。

「クフィールッ!?」

　蒼い魔獣を呑み込んで膨れあがる爆煙の塊に向け、思わず叫ぶ千里。

　ただの爆発であの出で鱈たら目めな強さを見せたクフィールが死ぬとは思えないが、相手はやはり魔法使い――千里のような素人には見た目だけで判断はできない。

「――！」

　爆煙を突き破って飛び出る蒼い塊。

　それは放物線を描いて千里の処にまで飛んでくると、たん、と意外に軽い足音を立てて着地。屈めていた身を伸ばす。さすがに煤けてはいるようだが、蒼い魔獣の身体には傷らしい傷は見あたらなかった。

「……がぅ」

「クフィール……」

　安堵の吐息を漏らす千里。

　まあ魔法的に重傷というか、魂とか精神とか魔力とかに損傷を被っていても千里にはわからない訳だが……なぜだかそれはないと確信できた。

　繋がっている。その実感がある。

　何がどう――とは言えないのだが、クフィールが大丈夫であることが、我が身のことのように理解できる。とりあえず千里は肩の力を抜いて長々と溜息をついた。

「……しかし……何だったんだ？」

　いつの間にか闇の結界は、その断片も残さず消え失せていた。

　改めて見回せば――千里達がいるのは、ごくごく普通の室内だった。

　使っていない倉庫か何かなのだろう。窓はほとんどなく、棚のようなものがずらりと壁際に並んでいるが――そこは全て空っぽだ。壁際に大きな姿見が設置されているところを見ると、服飾関連の倉庫なのかもしれない。

　でもって……その空っぽの倉庫の真ん中に。

「……これは」

　小さな人形が転がっていた。

「がう？」

　魔獣のままのクフィールが首を傾げる。

　千里が近付いて拾い上げると……それは球体関節を備えた身長五十センチ程の少女人形だった。長くボリュームのある髪と身に帯びた制服に千里はある種の既き視し感かんを覚える。

　いや。それは既視感などではなく……

「まさかこれが――あの、亜藍須美子なのか？」

　怪訝の表情で、千里は人形を色々な角度から眺める。

　何か変なものが見えたような気がして、眉を顰め、人形を逆さまにひっくり返す。

　すると人形のスカートの内側、まあ要するにパンツの所に――

『霊　宿　動』『急々如律令』

　――と細い筆文字で書かれていた。

「これって……」

　呪文の類なのだろう。

　千里のオカルトに対する知識は、漫画やアニメで垣間見た程度の不正確なものでしかないが――確かこれは陰おん陽みよう道どうか忍術か何か、まあそーゆー日本っぽい内容を扱った作品で出ていたような。

　確か式しき神がみ……だったか。

　そういう使い魔みたいなのを使役する呪術が、陰陽道か何かにあったような。

　そんなことを考えながら千里が首を傾げていると――

「――千里様っ!!」

　たん！　と軽快な靴音を響かせて倉庫の中に飛び込んできた人影が一つ。

　テジャスである。

「ととっ――」

　慌てて人形を元に戻す千里。事情を知らない者が見たら、人形のスカートめくってパンツ眺める痛い奴だと思われてしまう。

　まあそれはさておき――

「見つけましたよ！　もう逃がしませんからね！　いいですか！　これは千里様の思っておられるよーなふしだらな行為ではないんです！　千里様のお命を守る為の神聖な、必要かつ不可欠な行為なんです！　なので拒否することはできないのです！　ですから、さあ、れっつ、ぷれいせっ……もとい、れっつ契約！　大丈夫、真性でなければでき…………」

　とぱたぱた両手を振り回してまくしたててから。

「…………」

　眼をぱちくりと瞬かせてテジャスは黙り込んだ。

「テジャス？」

　彼女の沈黙に何か奇妙なものを感じて千里が声を掛ける。

　テジャスは眼を丸くして――驚きの表情で言った。

「千里様……クフィちゃんとはもう契約したんですね？」

「あ――あ、ああ」

　まあ魔獣の形態のクフィールを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんではある訳で。今更誤ご魔ま化かしても仕方がないだろう。そもそも誤魔化さなければならないような後ろめたいことは、何もしていな――

「まあ、その、何というか」

　契約の際に行われた口づけを思い出して、思わず赤面する千里。

（って結局、血でもいいんじゃねえか）

　まあ考えてみれば、性交渉セツクスなんかしなくても、体細胞の摂取はできる訳で。

　聡のせいで――ついでに言えば、立川流だの何だのと繰り返していた榮太郎とか、精力剤がどうのと言っていたテジャスのせいで、てっきり本契約といえばアジャスタントとえっちすることしかないと思いこんでいた千里である。

　だが考えてみれば、人型でないアジャスタントを連れている生徒もいた訳で。

（……つってもな）

　口キ吻スしたのは事実である訳で。

　血で指紋痕を残す血判状の印象が強いが――血盟というのは元々互いの血を舐め合う儀式である。クフィールが血を舐めた後、千里に口づけしてきたのは、そういう形式の儀式だったのだろう。

　なのできっとこれはまあ、男女の口吻とは全然別物なのだ。

　きっとそうだ。

　こんなのがファースト・キスな訳ないのだ。ないったらないのだ。犬に嚙まれたようなものなのだ。なんか相手はライオンぽいが。いやでもライオンに嚙まれたとかいうとそれはそれで何だか大袈裟でとかいやそうじゃなくて。

　……とかなんとか、やや混乱気味ながら自分に言い聞かせる千里。

　そこで――ふと。

「千里様――」

　にへら、とテジャスが笑った。

「……？」

　何か嫌な予感がした。

　テジャスの性格からして「ずるいですずるいですクフィちゃんだけ不公平です今すぐ私も契約しますよ英語で言うとテスタメントですよ」とかまくしたてるかと思ったのだが。

　一体何を――

「お似合いですよ？」

「……？」

　妙に嬉しそうに言うテジャス。

　益々訳がわからない。クフィールと千里の組み合わせが――という意味だろうか？　まあ確かに恋人同士の誓いみたいにも見えたが、そういう気持ちは多分、きっと、ほとんど、いやまったく、千里にはない訳で、つまり（以下略）。

「…………」

　妙な焦りを覚えて視線を彷徨さまよわせる千里。

　ふと彼の視線は壁際に設置されていた姿見の所で止まった。

　そこに映っているのは、勿論、千里の姿だ。

　飽きる程に見慣れた顔と。身体と。尻尾と――

「――尻尾!?」

　はっとして鏡の中の自分を見直す千里。

　そこには――確かに尻尾があった。

　千里のズボンの部分を突き破って、獅子のものに似た、クフィールのそれに似た、先端に房毛の付いた尻尾が、もふりと生えていた。

　ついでに言うと頭にも獣の耳が生えていた。

「な……な……な……」

「千里様――可愛い」

　にへ、と笑いながら言うテジャス。

　そして――

「なんじゃこりゃああああああああああああああああああああああっ!?」

　人工衛星でも落っこちてきそうな声で千里は悲鳴を上げた。
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「うーん。なかなかのケモノミミっぷり」

　自室で液晶モニタの映像を眺めながら榮太郎は満足げに言った。

　そこには自分の頭を尻を押さえながら錯乱して転げ回る千里と、その周りでおろおろする魔獣状態のクフィールと、そして嬉しそうに何処からか取り出した携帯電話で写真を撮っているテジャスの姿が映っていた。

「わざわざ手助けしてやった甲斐があるってもんだ。少女じゃないが――まあこれはこれで。後でコピーしてシュタイン教授にもお裾すそ分わけしておこう」

　画面の端には記録中を示す『ＲＥＣ』の文字がしっかり点滅していた。

　ちなみに。

　クフィールに千里の位置を教えたのは榮太郎である。予あらかじめ須美子の張った結界に、クフィールがこじ開け易いようにと小さな小さな亀裂を刻んでおいたのも。

　元より周防千里は要監視の被験体だ。彼の言動そのものが貴重な資料となる以上、あの手この手で彼の挙動は二十四時間監視態勢にある。勿論――四六時中榮太郎も千里の行動を見ている訳ではないし、監視態勢の死角も当然に存在するのだが。また今回のように結界を張られてしまえばその内側までは覗き見ることはできない。

「しかし……」

　榮太郎はマウスを操作。

　瞬間的に画面の一部分が白線で切り取られ――拡大表示される。

　そこに映っているのは千里でもクフィールでもなかった。

　既に存在が忘れ去られたかのように、傍らに放り出されている須美子の人形だ。

「ようやく出てきたか」

「反対派――ですか？」

　榮太郎の傍らに立ってそう尋ねてくるのは、犬耳と犬尾付きのメイドさん――榮太郎の使い魔であるエーネウスだ。

「多分な。式神使いらしいが」

「……術者本人は……」

「勿論、入念に呪術バイパスやら身代わり符やら仕掛けてるっぽいな。現場にいたならともかく、此処からじゃ術者本人まで辿るのは無理だ」

　榮太郎は肩を竦めた。

「しかも名前が亜藍須美子ね――『私ゃ誰でもないですよ』ってか」

「最初に周防千里さんが狙われたことに理由はあるのでしょうか？」

　とエーネウス。

「わからん。あるのかもしれんし偶然かもしれん――って。つまらん答えだな」

　自分でそう言って苦笑する榮太郎。

「何にしても周防千里が台風の目になる可能性は高いな。本人に自覚はないだろうけど」

「…………気の毒に」

　エーネウスが溜息をつく。

「いやいや。俺ならむしろ喜んじゃうけどね」

　榮太郎はにやにやと笑いながら言った。

「それが人生の醍だい醐ご味みだろ？」
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　それは絆きずななのだと――少しはにかんでクフィールは言った。

「お揃い……です」

　まあ叙情的表現はさておき……要するにそれは、呪術的・魔法的連携をとる為のもので、言ってみればある種のアンテナなんだとか。類感呪術といって、姿形が似たものには、呪術的な回路が開きやすいんだそうで――そういった意味でも獣耳と尻尾が効率が良いんだそうである。

　クフィールがその能力を全開にして、魔獣形態になった場合、アジャスタントとしてのものを含めその能力が飛躍的に拡大される。だがそれは当然に彼女の為に使われるべきではなく、千里に役立つ為の――その為だけに許された能力だ。

　だからこそ、クフィールへの『手綱』として、千里の方にも否応なしに獣耳と尻尾が生えちゃうらしい。

「……って」

　千里は呻くように言った。

「これ……ずっとこのままなのか!?」

　クフィールが人間形態に戻ったら消えるのかと思っていたのだが、獣耳と尻尾はそのまま残っている。しかも一旦意識すると――それは神経が通っているのか、きちんと感触もあったりして微妙に落ち着かない感じである。性転換手術をした男性は当初、『股間にずっとあったものがなくなるので微妙にバランスがとりにくくて戸惑う』らしいが、千里の場合はその逆だ。

「……はい」

　こっくりと頷くクフィール。

　ちなみにクフィールは今、千里が脱いで渡したシャツを着ている。魔獣形態に変身した際にメイド服は破れてしまっているからである。元々千里よりも身長の高いクフィールが着ているので、シャツはもうぱっつんぱっつん、身体の線がもろに浮き出まくっている状態だが――まあ素っ裸よりは多少マシだ。

「なんてことしてくれるんだお前はっ!?」

「がぅ……？」

「こ……こんな格好……こんな格好で……！　ああああああもう人前に出れねぇ！」

　クフィールのような少女ならばともかく、自分のような男が獣耳やら尻尾やら生やしていても痛々しいだけだと千里は思う。勿論――彼はそんな自分の姿がとっくに榮太郎によってじっくりたっぷり記録された上、同好の士シユタインにコピられちゃってるとは、想像もしていないのであるが。

「……あの……それからこれ……」

　とクフィールが何処からか取り出して差し出してきたのは。

「……なんだそれ？」

「あの……その……首輪……です」

　それは見ればわかるが。

　もっとも首輪というよりはチョーカーと言った方が正しいかもしれない。樹脂製のベルトとそれを留める金属製のバックルから成っていて――何故かそのバックルが犬だか猫だかの顔を模したものになっている。

「はめるのか？」

「はい……」

　と言って――クフィールはそれを千里に差し出す。

　千里は目の前のそれを数秒間……怪訝そうに眺める。

「――って俺がか!?」

「はい……」

　こっくりと頷くクフィール。

　彼女は自分の分らしいもう一つの首輪を取り出すと、自分の首に巻いて見せた。

「……私との……アジャスタント契約を証明するもので……私と御主人様とのリンクを補佐する装置でもあります……」

　どうやら千里の側からクフィールの能力を引き出したり、借りたりする為に使うものであるらしい。

「ってお前……この上そんな……！」

　千里の感覚からすれば獣耳と尻尾だけでもイタいのだ。この上そんなチョーカーを塡めて出歩いた日には、他人から何を言われるかわかったものではない。

　しかし――

「……でも」

　クフィールはおずおずと言った。

「これをはめてくだされば……隠せますから……」

「何を――って。本当か!?」

　自分の頭と尻を押さえながら千里は言った。

「はい……」

　魔法的な回路がクフィールの側からは千里に繋がっているが、千里の側からはまだ完全に繋がっていないのだそうだ。これは千里に魔法的な能力がないからで……その結果として千里は、まだクフィールの力を、自分のものとして利用することができないのだとか。

　逆に言えばこの首輪をはめることでクフィールと千里の魔力回路は双方向になる。

　千里はクフィールが普段耳と尻尾を隠しているように、彼女の魔法能力を借りて自分の耳と尻尾を隠すことができるようになるとか何とか――

「……隠すだけかよ」

　存在そのものが消えてくれる訳ではないらしい。

　ということは――結局、このお尻でむずむずしている新たな感覚にも慣れなければならないということか。

「それは……はい」

「～～～～～～ッ」

　羞恥で顔を真っ赤にさせながらクフィールを睨む千里。

　だが……

「……それで駄目なら……その……契約を……」

　解除するしかない。

　恐らくこの獣耳と尻尾に関してはクフィールとの契約独自のものだろうから、テジャスとの契約だとこんな恥ずかしい代物は生えてこないはずだ。そういう意味で千里には、どうしてもこの獣耳と尻尾が嫌ならクフィールとの契約を解除するという選択肢も残ってはいるのである。

　まあテジャスはテジャスで迂闊に契約するとより恥ずかしい何かが生えてきそうな気もするが。

「…………」

　上目遣いで千里の様子を窺うクフィール。

　彼女は本当にこういう時の仕草がネシェルに似ている。でかい図体をしている癖に――その気になれば、びっくりするくらい、強い力を発揮できるのに、変なところで気が弱くて。

　でもそこが――

「…………わかったよ」

　千里は溜息をついた。

　クフィールのお陰で助かったのは事実だ。

　とりあえず我慢するしかなかろう。須美子がもし式神であるのならば、操っていた者が何処か他にいるということになる。今後の身の安全のことも考えれば、契約状態は維持しておかないとまずい。

　それに――

「……千里様？」

「はいはい――はめるよ。はめりゃいいんだろ」

　半ばやけくその口調で千里は言って首輪を装着する。

「…………」

　クフィールはぼーっと首輪をした千里を見つめていた。

　少し嬉しそうに見えるのは千里の気のせいだろうか。あれだけ身体を張って千里を守ってくれたのだ。激烈に恥ずかしいが、このくらいのことで彼女が喜んでくれるなら――まあ我慢もできる。

「……それとな。クフィール」

「はい」

「ええとな。いや。その――なんだ」

　千里は頰を掻きながら言った。

「がぅ？」

「か、勘違いするなよ、いいか、必要以上に勘違いするなよ？」

「……はあ」

「その――」

　やはり気恥ずかしさが先に立つ。

　だが――やはり言っておくべきだと千里は思った。背中を這い回るむず痒がゆさに耐えながら千里は言うべき言葉を口にした。

「……何というか。た、助かった。あ、ありがとう」

「…………」

　きょとんと目を瞬かせるクフィール。

　彼女は束の間、意味がわからないといった様子でぼーっと千里の顔を見つめていた。

　しかし――

「は……はいっ……光栄です……！」

　ぱあっと明るい表情が彼女の顔に広がる。

　それはもう、見ている方が恥ずかしくなるくらいに嬉しそうな笑顔で。

「あ、そ、そうか」

　きらきらと目を輝かせて自分を見つめてくるクフィールから、決まり悪そうに目を逸らす千里。さんざん解約だ何だと騒いでおきながら、その契約によって助けられ、クフィールに礼を言うのは非常に恥ずかしかったが――あの、闇の底に彼女が駆け付けてくれた時には、本当に嬉しかったのだ。

　だから……

「ところで千里様」

　ひょいと割り込んできてテジャスが言った。

「その勢いで私とも本契約をしましょう！」

「……………そこで何故、張り切って服を脱ぐか、お前は」

　いそいそとゴスロリ服を脱ごうとしているテジャスを半眼で睨みながら千里は言った。

　テジャスの場合は人体の方ではなく服が本体な訳だが――

「だから千里様の体細胞情報を摂取しようと」

「だからなんでそれでお前が服脱ぐんだよ」

　クフィールにシャツを渡したので上半身裸の千里と。

　そのシャツを無理矢理着ているクフィールと。

　でもってゴスロリ服脱ぎかけのテジャスと。

　かなりやばい絵面――というか、他人がこの場にやってきたら思いっきり変な方向に誤解されそうな状況である。

「別に――その、なんだ、しなくてもいい訳だろうが」

　血とかを採取すればいいだけなのは、クフィールでわかっている訳で。

「ええまあそうですけど――」

　テジャスは言った。

「せっかく、千里様が裸なんですし！」

「シャツ脱いだだけだろが」

「千里様に着て貰ってその汗とか表皮とか採取しようかなって。じわーって！」

「着ねぇつってんだろが！　血でいいんだろ、血で」

「千里様――」

　テジャスはにこにこしながら言った。

「女の子に血を舐めさせたいだなんて。千里様って猟・奇・趣・味☆」

「嬉しそうに言うな――ッ！」

　喚く千里。

　…………まあなんだかんだで。

　この後やっぱり「ずるいですずるいですクフィちゃんだけ不公平です今すぐ私も契約しますよ英語で言うとテスタメントですよ」とかまくしたてるテジャスに根負けした千里は、軽く指先を切って滲ませた血を彼女に舐め――もとい染み込ませて、本契約をすることになるのだった。

　とりあえずは、めでたしめでたし。





















　世の中には――いわゆるＴＰＯというものがある。

　勿論それは、東京フィルハーモニー交響楽団ＴＰＯでもなくて。テラヘルツ波パラメトリック発振器ＴＰＯでもなくて。甲状腺ペルオキシダーゼＴＰＯでもなくて。『時間Time』と『場所Place』と『場合Occsion』の略だ。

　しばしば『ＴＰＯ』をわきまえる、という使い方をされる。

　これは――別の端的な言い方をすれば『空気読め』になる。

　まあ要するに。

　何でも時間と場所と場合という要素を考えないといけませんよ、ということだ。

　わざわざこういう言葉が存在するということは、当然、それに反する実例が幾つも存在しているということだ。個人主義が声高に叫ばれた結果として、周囲の困惑や迷惑なんぞちいとも考えずに好き勝手やっちゃう人間が、結構いるということである。

　勿論、他人に迷惑を掛けないかぎり、それは道義的に非難されるいわれはない。

　しかし世の中には、それそのものとしてはきちんと完結していて、間違ってもいないし破は綻たんもしていないのだが……周囲の風景とは致命的なくらいに齟そ齬ごをきたしてしまっている存在や行動があったりする。それどころか別の意味を醸し出したりしてさらにややこしいことになったりする場合もある。

　例えば真夜中の路地裏に立っているバッターとか。

　例えば砂漠の真ん中に置かれている雪だるまとか。

　例えばコンパにアニメ柄のシャツ着てくる奴とか。

　例えば――

「…………」

　その少女は東京のど真ん中にいた。

　日本人とは明らかに異なる肌の色であり、瞳ひとみの色であり、そして髪の色である。

　後頭部で括くくる形――いわゆるポニーテールにしてまとめているが、それでもボリュームたっぷりといった印象の長い金髪といい、健康的に灼やけた小麦色の肌といい、北欧人にもさらに稀少と言われる紫色の瞳といい、『一体お前は何人だ!?』と遺伝学者が泣き喚わめきそうな感じのごちゃ混ぜ感は醸し出されているものの――全体としてみれば、可愛らしい雰囲気の少女ではあった。

　年齢は十四か五といったところか。

　日本人の基準では判断しにくいのだが――すらりと伸びた四肢を含め、体型から察するにまだ大人とは言い難い。むしろ、きょときょとと周りを見回しているその動作が一番幼い雰囲気を醸し出していた。

　まあさすがに国際都市・東京――外国人そのものの姿は別に珍しくない。

　特に少女がいるのはＪＲ中央線・市ヶ谷の駅前である。

　市ヶ谷というと、どうしても自衛隊絡みの施設、あるいは靖国神社で有名だったりするが……近くには大使館やら外国人の子女が通う国際学校もあったりするので、尚更にちょっと髪や眼や肌の色が違うくらいでは目立ったりしない。

　しかし……

「……なんだ、あの子!?」

「映画の撮影か……？」

「でもカメラとかいないぜ？」

「テレビの企画とかかなあ」

「アキバでもあるまいし」

　近くを通り過ぎる通行人達がそんな会話を交わしている。

　勿論――諸々の言葉が指し示すのは、その金髪少女のことである。

　外国人など見慣れているはずの人々が、その少女にだけは奇異の視線を向ける。向けながら――しかし腫はれ物ものに触らぬようにとばかりに、一定距離をとって歩いている。比較的、昼日中で人通りが多い感じの駅前で、しかし少女の周りだけは何か結けつ界かいでも張られているかのように、まあるく、人のいない空間が確保されていた。

　普通ここまであからさまに遠巻きにされると、本人は気付く。

　だが――

「…………」

　鈍くて気付いていないのか、それとも他人の様子など眼中にないのか、少女は何やら眉間に皺を寄せて難しい表情を浮かべながら、辺りを見回し、首を傾げている。

　道に迷っているのか。

　あるいは何かを探しているのか。

　そんな雰囲気なのだが――

「――ああ。えーと。もしもし。君？」

　明らかに口調に困惑と躊ちゆう躇ちよを含みつつ、仕方ないといった様子で少女に声を掛けたのは二人組の警官だった。まあ市ヶ谷の駅前にはこれ見よがしに派出所があるので、何か奇妙な格好をした人間がうろうろしていれば、警官も声を掛けざるを得ないだろう。

　引きつりがちな顔を、善良な市民対応用の笑顔で塗り潰しつつ警官達は少女の側にやってきて言った。

「ちょっといいかな？」

「君……名前は？」

　警官達は少女を挟むように立ってそう問う。

　意識してのことなのかどうなのかはわからないが……少女が暴れた時に取り押さえやすい、あるいは逃亡した際に逃がしにくい立ち位置ではある。まあそれだけ警官達は少女について警戒していたのだ。

　何しろ――

「日本語、わかりますか？」

「何か身分証明するものはありますか？」

　とりあえず警官達は笑顔だが――明らかに腰が引けているというか、少女に対しての態度はひどく慎重なものだった。何しろ大使館関係者だったりすると、かなりややこしいことになるからだ。大使とその家族には外交特権がある。ちょっとした法律違反ならば、それを盾に押し切られても警官達も何も言えないのだ。いや――むしろ外務省を通じてクレームがついちゃうことすらある訳で。

　一公僕としては慎重になるのも当然だ。

　しかし……

「それは本物かな？」

「ええとね。日本には銃じゆう刀とう法ほうというものがあってだね――」

「…………」

　警官達は引きつり気味の笑顔を浮かべながら交互に少女に話し掛ける。

　だが少女はというとまるで答えない。

　彼等を無視しているというより――他に考えていることがあってそちらを優先するあまり、警官達の対応が遅れまくっているといった印象だった。

　やがて――

「――うむ」

　少女はそこで初めて声を発した。

「ぬし等は官かん吏りか？」

「…………」

　警官達は顔を見合わせる。

　随分と旧ふるい言葉遣いの少女だ。きっとかなり偏った日本語教育を受けたのだろう、と彼等は思った。『ぬし等』に『官吏』である。時代劇ならば――百歩譲って爺さん婆さんならばまだ違和感が少ないが、十代の少女にはまったくそぐわない。

「実は人を捜しておるのだが」

「ああ。此こ処こで誰かと待ち合わせでもしているのかな？」

　と警官の一人が頷うなずく。

　彼が笑顔を浮かべたのは、とりあえず何とかこの少女と意思の疎そ通つうはできるとわかった故の安心感なのだろう。

　だが――

「此処まで何とか痕こん跡せきを追うてきたのだが――此処で途切れてしもうたのだ」

「……追ってきたって」

「いやそれよりも君ね」

　もう一人の警官が言う。

「その君が持っている――」

「ありえないことだ。徐々に薄れていくのならばまだ道理。されど唐突に匂いも気配も途切れるなどと――」

　少女は表情を険しくして言う。

「何者かの介入でもない限りな」

「いや、だから君ね、その――」

「官吏よ。ぬし等に聞くが」

　少女は懐ふところから一枚の写真を取り出して言った。

「この者の行方を知らぬか？　右の少年の方、だ。」

「…………」

　警官達は怪け訝げんの表情で写真を覗き込む。

　だが彼等はすぐに首を振った。

「いや。見てないな。それより君――」

「左さ様ようか」

　頷くと少女は口の中でぶつぶつと何かを呟つぶやく。

　それは――警官達には理解できない異国の言葉だった。もっとも言葉というよりは獣の唸うなり声ごえに近いような、音節と音節が明確ではなく緩やかに流れていくような、むしろ歌のようなものであったが。

「君のその格好はだね」

「ちょっと派出所まで来て――」

　そこまで警官達が言ったその瞬間。




　少女の姿はかき消えた。




「――!?」

　眼を瞬かせる警官達。

　一瞬、少女が僅かに膝をたわめるように見えはしたが――彼等が自分の常識の範囲内で理解できたのはそこまでだった。むしろ少女よりもずっと離れた位置にいた通行人達の方が、はっきりと何が起こったかを理解していただろう。

「ちょ――マジかよ!?」

　駅前を歩いていた若者達が声を上げる。

　彼等の視線を追って振り返る警官達。

　彼等はそこに――先程まで職質していた相手の姿を見た。

　市ヶ谷駅の駅舎の屋根の上に。

「きっ――君っ!?」

「なっ…………!?」

　絶句する警官達。

　当然だろう。

　何の予備動作も――それこそほんの少し膝を曲げる程度の仕草以外は――目の前の警官達に見せずに、少女は五メートル以上の高さにまで跳躍したことになる。それも警官達の目の前でかき消えたように見える程の速度で。

　しかも……

「…………」

　少女は猿のように――二足歩行と四足歩行の中間のような、背中を若干丸めて屈み込むような姿勢で、そのまま駅舎の屋根の上を走った。走って、さらに冗談のようにあっさり跳躍すると、隣に建っていたビルの壁面に取り付き、まるで忍者よろしくその壁をすたたたたたたたた――と走ってさらに屋上に到達。

「…………馬鹿な」

　ようやく警官の片方がそう漏らした時には、既に彼女の姿はビルの向こう側に消えていた。

「……おい」

「なんだ」

　警官の片方は相棒に呻くように言った。

「俺を殴ってくれ」

　頼まれた方の警官は拳を軽く握ると、相棒の顔を殴った。

　ぼぐ、と響く鈍い音。殴られた方の警官が、その衝撃で一歩下がって――彼は己の頰ほおに手を当てながら言う。

「痛い夢だな」

「夢じゃないんじゃないか？」

「…………」「…………」

　揃って腕を組んで首を傾げること、三十秒余り。

　その間、恐らくビルの上やら壁やらに少女の姿を目撃したのであろう――一般市民が、『おわっ!?』とか『何だありゃ!?』とか声を上げるのが微かすかに聞こえてきてはいたが……

「……戻るか」

「……ああ」

　とりあえず少女のことは『なかったこと』にすることで警官達は合意したようだった。





●　●　●






　虚ろな眼は天井の水滴を映していた。

　濡れた球面と球面が、合わせ鏡のように互いを無限増殖させる。永劫に出口のない回廊が、眼球と水滴の奥に延々と続いていた。

　少女は――冷めた湯船にたゆたっている。

　その整った白い貌かおからは、ありとあらゆる表情が溶けて流れ去っていた。そこに残っているのは弛緩しきった虚無のみである。精気を根ね刮こそぎ欠いた無表情。それは既に湯と呼べぬ程に冷え切った液体の上で、無為にただ存在を続けている。

　少女は動かない。

　黒いフリルとレースのついたドレスを身に纏まとったまま、仰向けに浴槽の中で浮かんでいる。ドレスの裾とその長い髪は大きく水面に広がり、そこに大量に散った薔ば薇らの花弁と相まって、奇妙な無限模様アラベスクを描き出していた。

　無数の薔薇にまみれ、仰向けで浴槽に浮かぶ黒いドレスの少女。

『人は死人になるのではない。死体になるのだ』と言ったのは誰だったか。

　それはもう既に物モ体ノだった。

　その姿にはいかなる生命の痕跡も見いだすことはできない。

　血のように紅い唇は喘あえぐかのように半ば開いたままで、瞬きすらせぬその双そう眸ぼうも、ただ、意味もなく浴室の天井を見つめている――

「…………って」

　周す防おう千せん里りは顔をしかめて言った。

「何やってんだ、お前は」

　見るからに猟奇の香り漂う浴室の中。

　彼は、腰にバスタオルを巻いただけの半裸状態で――厳密に言えば首にチョーカー、足首に銀のアンクレットを巻いたままだが――小脇に風ふ呂ろ桶おけを抱えている。見るからに『さあ今から一風呂浴びるか』的な格好である。

　多分、ごく普通に入浴するつもりで風呂場の扉を開いて――いきなりこの状況に出で会くわしたのに違いない。

　普通なら、ここは愕がく然ぜんと立たち竦すくむところである。

　だが千里は怯ひるみもしなければ慌てもしない。むしろ眉間に縦たて皺じわを刻んだ苛いら立だたしげな様子で、湯船に浮かぶ、どう見ても死体っぽい少女を睨み据えていた。












　で――

「お風呂ですよ？」

　と答えたのはその死体っぽい少女であった。

　彼女はひょっこりと身を起こすと、ばちゃばちゃとぬるま湯を跳ねさせながら湯船の中に立ち上がった。ぽたりぽたりと水滴を滴したたらせる長い髪が、無表情な白い貌に張り付いて、どうしようもなく水死体然とした雰囲気なのだが――

「英語で言うと、ＮＥＷＹＯＲＫニユーヨーク！」

「それはダジャレだっ！」

　突っ込む千里。

　次の瞬間、ふと思い出したかのように瞬きすると――それまでの溺でき死し体たいじみた様子が噓うそのように、少女の顔には精気が戻っていた。

「つか、風呂入るのはいいけどな。服くらい脱いで入れ」

「えー。でも」

　紅い髪と瞳の少女――千里の適合補助者アジヤスタントたるテジャス・ファルチェスクは首を傾げて言った。

「それじゃお風呂にならないじゃないですか」

「何ど処この世界に服着て風呂に入る奴が――」

　と――そこまで言って。

「つかな。テジャス」

「はい、御主人様☆」

「お前は本来、あっちだろう」

　言って千里が風呂場の壁を指す。

　まあ一見するとそこには何もない訳だが――壁を隔てた脱衣所の側には、洗濯乾燥機が一台、どでんと置かれているはずだった。

「そんな……」

　拳を二つきゅっと握って口元に並べ、ふるふると身を震わせ――ついでにぽたぽたと全身から水滴を滴らせながらテジャスは言った。

「いたいけで繊細な乙女を、あんなぐるぐる強引に回してぐちゃぐちゃにするよーな機械に押し込もうだなんて……」

　そこまで言って。

　ぽん、とテジャスは手を打った。

「ああ。そういう趣味なんですね!?」

「どんな趣味だよ」

「ほら。時代劇でよくあるやつ。良いではないか良いではないかって言いながら女の子をくるくる回すのに御主人様はぐっと『クる』んですね!?」

　テジャスは感心したように頷うなずいた。

「お若いのにディープな趣味です！　見直しました！」

「くるくる回すの自体に萌える奴がいてたまるか！　嫌な見直し方すんな！」

　喚く千里。

「――っていうかな。最近の洗濯機はかなり衣類に優しいって聞いてるぞ。メーカーの開発の人に謝れ」

「でもー」

　テジャスは身をよじって言った。

「せっかくのお風呂場なんですから」

「温泉でもあるまいし。自分の家の風呂場にせっかくも何もねえだろ」

「お風呂場に相応ふさわしいイベントを演出したいと思ったんです」

「風呂場に相応しいイベント……」

　半眼で湯船に浮いた薔薇の花を眺めながら千里は言った。

「まあこれで血の痕とかあったら相応しいのは相応しかったかもなー」

「うふふ。御主人様ったら猟奇趣味☆」

「どーでもお前は俺をそっち系の人間にしたいのか」

「はいっ！」

「元気よく肯定すんなっ！」

　怒鳴る千里。

　全然堪こたえた様子もなくテジャスはにこにこと彼を見つめていたが――

「ほら、せっかくこう、同棲する訳ですからー」

「同居と言え。英語でルームシェアでもいいから」

「そこは正しい英語ではshackシヤツクですよー」

「どう違うんだ」

「性的な意味が付属します！」

「いらんッ!!」

「ｙｏｕユーはＳＨＡＣＫシヤツク！」

「意味わかんねえよ！」

「空が落ちてきます。愛で」

「益々わかんねえよ！」

「さらにＬとＥを付けてＳＨＡＣＫＬＥシヤツクルになると、『束そく縛ばく』とか『手て錠じよう』とか『手て枷かせ足あし枷かせ』という意味が出て程良く猟奇です！」

「だからいらねえッつってんだろが!!」

　ハアハアと息を荒げて喚く千里。

「御主人様、そんな興奮しなくても――うふふ」

「何がうふふだ！　そーゆー意味で興奮してる訳じゃねえよ！」

「とにかく、せっかく一緒に住んでるので、こう、定番のドキドキ体験とかしたいじゃないですか！」

　ぶんぶんと両方の握り拳を上下させながら力説するテジャス。

「……まあ一応聞いておくが、どんな？」

「ほら、着替え中に脱衣所で出で会くわしてドキドキとか、間違って入浴中に入って来ちゃってドキドキとか、お背中流してドキドキとか」

「って。お前、脱衣所で本体置き去りだろ」

　テジャスの本体は服だ。

　紅い髪の少女自体はあくまで彼女を支える『芯しん』でしかない。テジャスという存在を厳密に定義すると、少女そのものではなく、その身に纏っているゴスロリ服そのものということになる。

　なので、裸になって入浴すると本体は脱衣所に残る訳で。

「だから着たまま入ってるんですよ」

　まあそれはそうなのだろうが。

　しかし着衣のままだとドキドキも何もあるまい。根本的な発想がよじれて曲がっている感じだった。指摘すると多分、もっと頭の痛い行動にテジャスは出そうなので、千里も黙っていたが。

　代わりに――

「薔薇は何なんだ？」

「香り付けですよ？」

「無駄にゴシックだな、お前……」

　と千里。

「大体何の定番だ、何の。いきなりこんな不自然な同居を強いられて、ドキドキもくそもあるか」

「不自然……」

　テジャスはそこに反応して首を傾げる。

　そして――

「――エウレカッ！」

「な、なんだ!?」

　いきなり湯船を叩いて叫ぶテジャスに、びくりと身を震わせて一歩退く千里。

「お風呂で思いついたらこう言うのが規則です。古代ギリシャ辺りから」

「……そーですか」

「サーフィンするロボットアニメとかじゃないですよ？」

「いや、知らんけど」

「某バンドの歌でもないですよ？」

「それは『エロティカ・セブン』だ」

　そっちの方がテジャスには似合いそうだが。

「歴史上の偉人、アルキメンデスさんが大発見した時の言葉なんですよ」

「それは歴史的数学者じゃなくて黒歴史のカップ麺めんだ」

　と千里。

　ちなみに正しくはアルキメデスである。

　まあそれはさておき――

「そうです。自然です。自然さが足りなかったんですね！　別の言い方をすればリアリティです！」

　何やら著しく手前勝手に得心した様子で何度も頷いているテジャス。

「自然に、同居していて、自然に、風呂場で鉢合わせするシチュエーション！　そう、私の知り合いのライトノベル作家も、『萌えとは状況設定シチユエーシヨンと見つけたり』とか言ってました！」

「……どういう交友関係なんだ、お前は……」

「そう、自然に自然に、おかしくない設定――」

　ぶつぶつと呟いてから。

「ふふふふふふふ」

「…………」

　何か嬉しそうに笑い始めるテジャスを、千里は半眼で見つめる。

「これです。これなら確実に御主人様を萌え萌えさせられます！」

「宣言してる時点で無理だと思うけどな」

　と白けた口調で言う千里。

　そんな彼の台詞せりふが聞こえているのかいないのか――

「…………いざ」

　ふとテジャスは千里を振り返ると、しなっと身をくねらせて、言った。

「おにいちゃんの……えっち！」

「…………」

「…………」

　風呂場に横たわる地獄のよーな沈黙。

「あっれー？」

「――考え抜いた結論がそれかッ!!」

　首を傾げるテジャスに、ぽこんとプラスチックのシャンプー瓶を投げつける千里。

「え……も、萌えませんか!?」

「萌えねーよ」

「御主人様！　病院に行きましょう！」

「なんでだよ!?」

「だって妹に萌えないって言うから……」

「萌える方が病気だッ！」

　ぱこんと風呂桶で壁を叩く千里。

「大体な、妹が実際にいる――」

　そこで――ふと千里は言葉に詰まる。

「…………」

「……御主人様？」

「……あ。いや」

　怪訝そうに首を傾げて自分を見つめてくるテジャスに、千里は曖あい昧まいな表情を取り繕って首を振って見せた。

「その……なんだ。妹が実際にいた奴とかに、その手の誘惑なんざ効く訳ねえだろ」

「あ。いらっしゃるんですね。妹さん」

「…………」

　またもや複雑な表情を浮かべて黙り込んでしまう千里。

「御主人様？」

「とにかく妹は間に合ってんの。色々な意味で」

「そうですか……」

　テジャスは残念そうに言った。

「既に御主人様の妹の座は予約済みだったんですね……性的な意味で」

「違うわ――ッ!!」

　リンスと液体石鹼の瓶を投げながら千里は喚いた。
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　緊急連絡が入ったのは夜の十時を少し回った頃だった。

「――お？」

　榮えい太た郎ろうは新型魔法具の設計をしていた手を止めて――液晶ディスプレイの上に点滅フラツシユしていたアイコンをクリックした。瞬時に起動した幾つかの秘匿回線用暗号解読プログラムが、信号に載せられていた対盗聴用呪じゆ詛そを排除。回線の安全を確認した上で寒さ河が江み教授の部屋の端末と榮太郎の部屋の端末を直結させる。

『佐さ久く間ま君！』

「こんばんは――寒河江教授。どうしました？」

　榮太郎が液晶ディスプレイに話し掛ける。

　大きく開いた通信用ウインドウには、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年が映し出されていた。

　年齢は十歳前後だろうか。見るからに育ちの良さそうな――上品な雰囲気がある。その繊細な容姿には骨太さや汗臭さは微み塵じんもなく、高級子供服のカタログ・モデルでも務まりそうな感じだが……しかし少年がその身に纏っているのは、榮太郎と同じく〈アバロン学園都市〉における教職者の制服であった。

　そう。この少年は見た目通りの存在ではない。厳密に言えば少年ではない。人間ですらない。少年の形を真似た――別のものだ。

　寒河江教授。

〈アバロン学園都市〉管理局上層部に籍を置く重じゆう鎮ちんである。

　彼は上級の神族や魔族も一目置く達人アデプト級の魔法使いだが、その正体を知る者は極めて少ない。多くの者が寒河江教授として認識しているのは彼が遠隔操作で使用する傀儡人形サイコパペツトであって――彼本人ではないのだ。

　それはさておき……

『佐久間君。今動けるかね？』

「まあ動けないこともないですが――何かありましたか」

『〈アンビリカル・ブリッジ〉を強行突破してきた者がいる』

「……あれま」

　榮太郎は瞬きしてそう言った。

〈アンビリカル・ブリッジ〉とはこの〈都市〉に繋がる一般世界との、文字通り『臍へその緒お』であると同時に『架け橋』である。

　具体的には、周防千里が最初に榮太郎に連れられ、車で渡ってきたあの灰色の橋のことで――勿論それは、ぱっと見には単純な橋に見えるが、実際には数々の魔法術式によって形成された〈空間転移門シフト・ポータル〉と、防御術式の集合体である。

　これを突破するのは色々と難しい。

　一般人にはまず――否、絶対に無理だ。魔法使いですら、半人前では数歩も進まぬ内に無む限げん回かい廊ろうに封じ込められるか、〈都市〉周辺の空を巡回する守護巨竜セキユリテイ・ドラゴンに発見されて、足止めを食う。

　勿論〈都市〉の中までの侵入となると、達人級の魔法使いや神魔ですら不可能に近い。

『現時点ではまだ〈アンビリカル・ブリッジ〉の上で第三次防御術式〈トロイメライ〉が食い止めているが――どうもその者の使っている術式が〈学園〉準拠のものでも〈連盟〉準拠のものでもないらしいのだ』

「……珍しいですね」

　興味を引かれた様子で身を乗り出す榮太郎。

　現代において、ほとんどの魔法使い達の使う術式は〈学園〉系か〈連盟〉系かに大別される。

　これは効率的な技能蓄積を魔法使い達が望んだ結果、組織化と体系化が進んだ為であるが……逆に、効率を追求せず、他者の技術系統と交わるのを嫌い、頑固に独自路線を進むことを選択した魔法使い達もいる。

　また非常に数は少ないだろうが――〈学園〉にも〈連盟〉にも未確認魔法使いも、可能性としては存在し得る。

　そもそも世間から隠れ住む傾向の強い――特に近現代は――魔法使い達は、孤立していることがしばしばあり、物理的にも呪術的にも自分の存在を隠いん蔽ぺいしている結果、たとえ隣同士に住んでいても、互いの存在を知らないことがありえるからだ。

　だが……

　逆に言えば、そういった魔法使い同士が出会う確率は低い。

　まして相手の側からわざわざ〈学園〉や〈連盟〉の領域に踏み込んでくることは、非常に珍しい。榮太郎の発言はそういったことを踏まえた上でのものだ。

「何か目的がある――とか？」

『可能性はあるな。恐らく最終的な防御は突破できないだろうが、色々と興味深い。済まないが佐久間君――捕獲に出てくれないか』

「いいでしょう。何か面白そうな匂いもしますしね」

　言って立ち上がる榮太郎。

「エーネウス。行くぞ」

「はい――御主人様」

　彼の背後に控えていた犬耳犬尻尾のメイドさんは、ひゅん、と愛用の得物〈デスキン〉を振って一礼した。
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「……ったく」

　千里は軽くシャワーを浴びてから浴室を出た。

　湯船には浸かっていない。さすがに薔薇の花弁で一杯の湯に入る気がしなかったのだ。

　ちなみにテジャスはさっさと居間の方へと追い出してある。あのマシンガン・エロトーク機能を備えたゴスロリ幼女と一緒に風呂になんぞ入ろうものなら、嬉しくもないネタ元を大量に提供するだけである。

「ふー……」

　千里がこの〈都市〉にやってきて三度目の一日が終わろうとしていた。

　それはつまり、クフィールやテジャスとの共同生活も三日目を数えたということである。

　初日や二日目こそ戸惑うことが多かったものの……基本的な生活については次第に千里も慣れつつある。家事やら何やらも含めアジャスタントとしての仕事はクフィールとテジャスが交代で務めることに決まっていた。

　ちなみに千里の首にはめられているチョーカーはクフィールとの、足首にはめられているアンクレットはテジャスとの契約の証である。まだろくに使い方を覚えていないが、この道具を介して千里は彼女等と連絡を取ったり、簡単な魔法を使ったりもできるようになるのだとか。

　とにかく……慣れてみれば、それなりに快適な暮らしではある。

　部屋は広いし防犯も――扉に喋る鉄面が二十四時間態勢で文字通り張り付いているのだから当然だ――悪くない。ましてクフィールやテジャスは人間の警備員よりも百倍頼もしかったりする。

　学校の授業も意外と面白い。

　実技や、思考力を鍛える為の討議が中心なので、達成感というか――何かを『学んでいる』実感が非常に強いのだ。知識の詰め込みは寝ている間に睡眠学習で済んでしまう為、それを使うための感性とか技術を文字通り身に付けることが中心になっているのである。

　今は普通の高校相当の教科が中心になっているが、その内、少しずつ魔法関連の授業も混じっていくだろう――とのことだった。

　だがそれでも此処は魔法の国だ。

　そして千里の側に侍はべる少女達も人間ではない。

　なので一般社会で普通の生活をしていればまず目にすることもないような、ヘンテコな状況にもしばしば出会す訳だ――先程のように。

「何を考えてるんだ、あいつは」

　まあテジャスはテジャスなりに千里に尽くそうとしてくれてるのはわかるが、その方向性が微妙におかしい。どうも性的な方面に歪ゆがみがちなのは、彼女の製作者の趣味なのか、その後の環境の結果か。

「尽くすってーと、えっち方面に持ってく考えがどうにかならんかな、あいつは」

　そもそもテジャスの本体は服だ。

　なので、実際に何かそーゆー行為に及ぼうとすると、テジャス自身ではなくて彼女の『芯』となっている自動人形筐きよう体たいといたすことになる訳だが、テジャスによると『私が動かしている間は私の一部ですから無問題』ということになるらしい。

　だが千里は千里で、さすがに初体験が人形というのもちょっと遠慮したいところである。

　まして――

「……妹……か」

　呟く千里。

　それは千里の胸の奥に刺さった小さな棘だ。

「……ったく、人の気も知らないで……どいつもこいつも人の古傷抉りやがって」

　呟いてわしわしと頭をタオルで拭ふく。

　勿論……テジャスに悪意がないのはわかっている。

　だが傷持つ者にとっては、往々にして、そうした悪意なき言動の方がより痛かったりはするものだ。わざとでない分だけ、それは手加減がない。

「…………」

　短く溜息をつく千里。

　今夜は何い時つにもまして眠りにくそうな気がした。
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　少女は顔をしかめて立ち尽くしていた。

「ふむ………」

　先程まで彼女は、青空の真ん中を歩いていたはずだった。

　空中に渡された灰色の巨大な橋――その上を徒歩で移動していたのである。

　それが普通の橋でないことはわかっていた。

　恐らく『肉の眼』しか見えていない者達には、そもそも見つけて辿り着くことさえできない代物なのだろう。巧妙に折り畳まれた空間の先に存在する、隠し領域――それがさらに別の空間と繋がって出来上がった『道』。それがたまたま人間の視覚では橋のように見えているだけのことである。そもそも青空すら本物であったかどうか。少女の感覚に間違いがなければ、今はもう夜の十時を回っているからだ。

　元より尋常でない場所。

　だから何が起こっても不思議はない。

　例えば――いつの間にか風景がまったく別のものに変わっているという現象でもだ。

　周囲を満たしていた空の蒼が消え去り、代わりにに虹色に揺らめく霧のようなものが少女を取り囲んでいる。元より遮しや蔽へい物ぶつなど何もない空の上だ。こんな風に周囲の風景が一変してしまうことなど――それも本人が気付かない内に――普通ではありえないはずだった。

「これはまた面めん妖ような……」

　自分がある種の罠に掛かったということは既にわかっている。

　この虹色の霧に包まれたと気付いてから、少女は回れ右をして引き返してみたが、歩いても歩いても元の青空には戻れない。

　少女の知らぬ魔術である。

　似たようなものは幾つか知ってはいるが……此処まで大規模なものは見たことがない。村の長老に尋たずねれば、あるいは同様の術法を知っているかもしれないが。

「むむ……」

　少女を閉じこめる霧は、絶えず揺らぎ続けている。色も緩やかに変化をし続けて、一定しない。一切留まることなく変化し続ける風景は、見ている人間を不安にさせる。精神力の弱い者ならば十分と保たずにその場にへたり込んでしまっていたかもしれない。

「何物の仕業か……？」

「――俺達だよ」

　少女の呟きに応じる声。

「むっ!?」

　身構えて振り返る少女の視線の先。

　そこには――二つの人影があった。

　一方は、黒い長衣を悠然と羽織った優やさ男おとこ。

　もう一方は、メイド服を帯びた綺麗な娘……ただし犬の耳と尾付き。

「……って」

　優男は顎あごに人差し指と親指を添えて、興味深そうに少女を眺めている。

「これまた面白い侵入者だな」

「侵入者……」

　少女は眉を顰しかめてその言葉を繰り返した。

「それは……それがしのことか？」

「他に誰がいるよ」

「ふむ……」

　少女は腕を組んで首を傾げる。

『侵入』という以上は、此処は余人が足を踏み入れてはならない場所であったらしい。つまり此処は、あの優男達の縄張りということだ。勿論――少女に悪意や敵意はなかったが、意味もなく他者の縄張りを荒らすという行為は、それだけで重大な罪だ。故意であるかどうかはまったく関係がない。

　少なくとも彼女は、そう教えられて育ってきた。

「それがしは人を捜しておる――故なくそなたらの縄張りを荒らした訳ではない。実を言えば此処が何処かすら、それがしにはわかっておらん」

「ほう……？」

　優男が面白そうに声を上げる。

「その尋ね人を捜している間に迷い込んだ……と？」

「然しかり」

　少女は頷いた。

「その者を捜し出し目的を果たすまでは、故さ郷とには戻らぬ覚悟。それは我等にとって最重要の使命。それ故に……つい周りへの注意を怠ってしまった」

「……ついうっかりで異空間に迷い込むか」

　優男は呆あきれたように呟く。

「しかしえらいまた真剣な話っぽいな」

「うむ」

　少女は頷く。

「我等の存亡に関わる重大事ぞ。これもまた一つの戦いくさなれば――如何なる障害も退け、命懸けで果たしてこいと言われた」

「ほほう」

「されど……それはこちらの事情」

　少女は優男の様子を窺うかがいながら慎重に言った。

　これは罠の中なのだ。今のところ優男から敵意は感じられないが、迂う闊かつな受け答えをすれば攻撃を受ける可能性もある。戦士たる者、ただがむしゃらに相手に向かっていけば良いという訳ではないのだと、少女は教え込まれていた。

「知らぬこととはいえ、そなたらの縄張りを侵したことについては謝罪する。この通り」

　そう言って少女はぺこりと頭を下げた。

「…………」

「…………」

　顔を見合わせる優男と娘。

「なんだか妙に物わかりいいんだが」

「……良いことだと思いますが」

　ぼそぼそとそんな会話を交わしているが、耳の良い少女には丸聞こえである。

「せっかく、寒河江教授から重機動ゴーレム一個小隊借りてきたのになあ」

「話し合いで平和的に解決できるなら、それに越したことはないでしょう」

　何やら残念そうに言う優男と、彼を諭さとすように言う娘。

　やがて娘の方が少女を振り返って――言ってきた。

「人を捜しておられるとのことですが」

「うむ」

「その方を追って此処まで？」

「うむ」

　当初は匂いで追いかけていたのだが、途中で途切れてしまった為に、呪術による追跡に切り替えたのである。最初から呪術で追わなかったのは、匂いで追えば充分と考えていたからだ。呪術のように複雑な手順でない分だけ間違うことも少ない。

　だが少女の呪術は元々村でも屈指の精度を誇る。

　そして呪術は示している……あの橋の先に目的の人物がいるのだと。

「……ふむ」

　ということは――この目の前の優男と娘に尋ねれば、目的の人物の居場所もわかるかもしれない。この者達が、あの空に浮かぶ奇妙な岩がん塊かいからやってきたのは、恐らく間違いないだろうから。

「このような者なのだが。そなたら、見たことはないか？」

　少女は懐にしまっていた一枚の写真を取りだして示す。

「右側の者なのだが」

「…………あれま」

　言って優男が苦笑し、娘が驚きに眼を瞬かせる。

　二人の反応から少女は悟った。彼等は目的の人物と面識があるのだ。

「知っているのか？」

「まぁ……」

　優男は人差し指でぽりぽりと頰ほおを掻きながら曖昧に笑った。

「知っているというか何というか」

「――念の為にお聞きしますが」

　言葉を濁す優男の代わりにに、犬耳尻尾付きの娘が尋ねてくる。

「この方の名は？」

「うむ」

　紫色の瞳を――まるで獲物を狩る獣のように、ぎらりと煌きらめかせて少女は言った。

「周防千里だ」
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　既に三日。されど三日。

　暇ひまを潰すには長い時間だが、引っ越しに伴う雑事を片付けるには短い時間である。

　何かとドタバタしていたせいで、千里は荷に解ほどきもまだ完全には終えていなかった。

　千里はそう持ち物の多い方ではないが……それでも人間一人が引っ越すとなると、それなりに荷物は出る。段ボール箱で十箱余り。それが千里の荷物だった。その内、衣類を詰めた箱の一つは既に開かれている。

　で――残りを開いて整理することになった。

　かなり急いで荷造りをした為、何を持ち込んだのか千里もはっきりと覚えていない。落ち着けば、また生活に必要なものは色々と出てくるだろうから――何があるのか、逆に何が足りないのかを今の内に確認しておこうと思ったのである。

　その上で千里は明日、学校が終わってから買い物に出掛けるつもりだった。

「こういう時、通貨がそのまま使えるのは便利だよな」

　段ボール箱のガムテープを剝はがしながら言う千里。

「――って。ちょっと待て、ＡＴＭとかあるのか？」

「……あります……よ」

　と隣で正座して千里の作業を見つめていたクフィールが言う。

　一応、千里の私物なので勝手に手を出さないようにしているらしいが、触りたくて――というか中身を見たくてうずうずしているのが傍はた目めにもよくわかる。ちなみにテジャスは風呂に入り直していて此処にはいない。

「……住民票にデータ登録すれば……キャッシュレスで買い物もできます……」

「ああ。これか」

　顔を顰めて、左手首の模様を眺める千里。

　普段は肌に同化して見えないのだが、意識をそちらに向けるとまるで滲にじみ出でるように皮膚表面に浮かび上がってくるのだ。

　これはこの〈都市〉における住民票であると同時に、〈都市〉の秘密を外部に漏らさない為の、呪い――〈パーマンズ・ヴォウ〉でもあるらしい。まあこの〈都市〉の中にいる限りは問題ない代物らしいし、クフィールが言うように、色々と便利な機能も仕込まれているらしいが……千里としては、まるで不発弾を身体に埋め込まれているよーな気がして、あまり嬉しくない。

「つーかさ」

　自分のシャツやジーンズを段ボール箱から取り出しながら、ふと千里は、傍らに正座している蒼い髪のメイド少女を振り返った。

「お前、他の服ねえのか？」

「がぅ？　……ありません……け……ど……」

「………」

　眉を顰めてクフィールを頭のてっぺんから爪先まで――いや正座しているから膝先までか――眺める千里。彼の視線を追うように、クフィールも自分のメイド服を見下ろして首を傾げた。

「まずい……ですか……？」

「似合わねえんだよ」

「がうぅぅ……」

　哀しげに唸うなるクフィール。

　まあ千里も随分と彼女のメイド服も見慣れたが――それでもやはり、全体的にぬぼーっとした雰囲気のクフィールにメイド服は似合わないと思う。メイド服は元々作業着だ。きびきびと働く姿にこそ似合う衣装であって、常に寝起きっぽい雰囲気のクフィールが着ていると、むしろ違和感の方が強いのだ。

「というか……別に俺は殊こと更さらにメイド服が好きな訳でもねえから、無理してクフィールが着る必要はねえんだよ」

「……あ……でも……」

　クフィールは首を傾げた。

「……下着姿では出歩くなと……」

「別の服に着替えろと言ってるんだよ！」

　やっぱりこの獣娘の頭の中は何処か抜けている。

「……ではどんな……？」

　クフィールは途方に暮れた様子で首を傾げる。

「……えっと……セーラー服とか……ブルマとかですか……？」

「なんでそうなるよ!?」

「……じゃあ巫女服でしょうか……？　あ……看護婦の衣装とかも……」

「コスプレから離れろってば。イメクラ嬢かお前は」

　溜息をついて千里はさらに段ボール箱から衣装を引っ張り出す。

「がぅ……では……どんな服を……」

「だから好きな服を着れば良いんだよ」

「ですから千里様はどんな――」

「お前が、好きな、服を着ろって言ってんだよ！」

　察しが悪いというか、わざとやってるんじゃないかと思うくらいに勘違いの激しいクフィールに向け、千里は殊更に言葉を切って、一語一語叩き込むように言った。

「…………がぅ」

　ぱちくりと不思議そうにクフィールは眼を瞬かせて。

　それから――途方に暮れた表情で『がぅぅぅ？』と唸り始めた。

　クフィールは背が高いことに加え、何かと大人っぽい体つきをしている。そんな彼女が小首を傾げ、人差し指をくわえて悩み顔なんぞするものだから――これがまた似合っていないような、いるような、微妙な感じになる。

　大人びた容姿と幼い仕草のギャップは、可愛らしくもあったが。

「お前は主体性ってもんがないのか」

　とジト眼で睨みながら言う千里。

「がぅ？」

「こんな服が着たいとか、ないのか!?　っていうか以前は一体何を――」

　そこまで言って。

　千里は気付いた――クフィールには、過去がない。

　彼女は半完成状態のままずっと封印されていたのだ。彼女がきちんと起動したのは……クフィール・アブソリュートとして誕生したのは、実は三日前なのである。当然、以前に着ていた服なんぞあるはずもない。

「あー……そうだな」

　頰を掻きながら千里は言った。

「ジーンズとかＴシャツとか似合うと思うけどな」

　最も似合うのはジャージだろうが、それなりに背筋を伸ばして、表情を引き締めればきっと活動的でラフな格好はクフィールに似合うだろう。

「…………御主人……いえ……千里様がそうおっしゃるんなら……」

「明日、一緒に買うか」

「え？　あ――」

「……ってそういえば」

　千里は段ボール箱をひっくり返して、底の方にまとめて入っていた靴下を床の上に出しながら尋ねた。

「お前達の、個人的な収入とかどうなってんだ？」

「ありませんよ……？」

　こともなげにクフィールは言った。

「ないって……」

「何か必要なら……食材から衣類、電化製品や魔法具まで……都市管理部に申請しておけば……二日とかからず届けてくれますし……雑費としてとりあえずいくらか渡されていますけど……」

　定期的な収入はないのだそうだ。

「いくらなんでもそれはあんまりだろ」

　呆れて言う千里に、しかしクフィールはぼんやりとした表情で首を振った。

「私達はあくまで……御主人様の道具ですから……」

　まあ確かに腕時計や自転車が小遣いを欲しがることはないが。

「なんか……そういうのがな……」

　どうにも嫌な千里だった。

　確かにクフィールやテジャスは人間ではない。だが見た目は女の子だ。彼女等を額面通り道具のように――奴ど隷れいのように扱うのには抵抗を覚える。元々千里がアジャスタントを拒んでいたのも、そういう歪いびつな関係に拒否感を覚えたのも理由の一つである。

　別に『いい人』を気取っている訳ではない。

　他人の気持ちを考えない人間を沢山見てきたから――まるで他人を風景の一部のように思って、そこに喜怒哀楽があることなんてまるで考えない人間を多く見てきたから、千里はそういう、他人の気持ちを尊重しない制度や人間が嫌いなのだ。

　まあ、それはさておき――

「まあ明日、買いに行く時に選べばいいか」

「え……？」

「その……まあ、俺のこと、守ってくれる訳だしな、ほ、報酬だ報酬」

　どうにも『プレゼント』という単語が恥ずかしくて口にできない。

「だから、そのくらい、俺がまあ――買ってやるよ。一応、小遣いは、あるし」

　父は元々高給取りだが、それに加えて色々と千里に後ろめたいと感じている部分もあるらしいので――再婚のこととかである――生活費や小遣いの類は割りと多めに振り込んでくれる。千里は趣味らしい趣味もないし、贅ぜい沢たくをする趣味もないので、実際には半分近くが毎月残っており、それなりに口座には残金がある。

「千里様――」

　目を何度か瞬かせて。

　それからクフィールは何処か申し訳なさそうに言った。

「……そんな……気を遣っていただかなくて……も……」

「いいんだよ」

　と千里。

「だから……その……俺が買いたいんだよ」

「…………」

　困惑と逡しゆん巡じゆんと羞しゆう恥ちとが入り混じった微妙な空気。

　それを――

「ああっ！　じゃあ私も、私も欲しいです！」

　ぶち壊す勢いでテジャスが割って入ってきた。

　どうやら脱衣所の方に会話が聞こえていたらしい。どたばたと居間に駆け込んできたテジャスは、クフィールの隣に正座すると片手を挙げて言った。

「クフィちゃんだけずるいです不公平ですあんふぇあです！」

　ちなみにどーいう魔法を――文字通りに――使ったのか、風呂に入っていたはずの彼女は、からりと乾いていて、石鹼の匂いだけが気持ちよく漂ってくる。

「私も御主人様に買って欲しいです！」

「……ってお前、何を買うつもりだ」

「服でしょ？」

「お前がな」

「…………」

　沈黙すること――約十秒。

　何か思いついた様子でテジャスは、ぽん、と手を打って言った。

「じゃあ上に羽織るコートを！　毛皮の！」

「少しは遠慮しろお前はっ!!」

　千里は怒鳴る。

　さすがにそんな高級衣料の代名詞みたいなものをぽんと買ってやる程の余裕はない。

「冗談ですよ？」

「お前は存在自体が限りなく冗談に近いから区別がつかねーんだよ」

「お褒ほめにあずかり光栄です！」

「褒めてねえっ！」

　空の段ボール箱を投げつける千里。

　性格が明るいのは良いことなのだろうが、テジャスの場合はもう陽気を通り越して脳のう天てん気きというか、ほとんど躁そう病びようの領域だ。少しはクフィールを見習って落ち込むとか怯おびえるとかして欲しいものである。

「それより御主人様、良かったらお手伝いしますよ？」

　頭に段ボール箱を被ったまま言うテジャス。

　彼女の指は未開封の段ボール箱を指していた。

「触られたくないとか、そういうものがあれば、勿論触りませんけど」

　にぱっと笑って言うテジャス。

　彼女は――そのまま朗らかに付け加えた。

「秘蔵のエッチな写真集とか！」

「ねぇよっ！」

「え？　じゃあ秘蔵しないで堂々と本棚に入れてたんですか!?　そんな……御主人様ったら男前過ぎます！　御主人の赤せき裸ら々らスケベ！」

「そもそもねえっつってんだよ!!」

　まあ実を言えば……その手のものは父親の再婚が決まった時点で処分したのである。残したのはハードディスクの中に残った諸々だが、それはノートパソコンごとこっちに持ってきてある。

　それはともかく――

「駄目ですよ！」

　ぶんぶんと首を振りながら、テジャスは言った。

「年頃の男の子がエロ本の一つも持ってないなんて！　いけませんです！」

「なんで責められるんだよ」

「ひょっとしてＤＶＤ派ですか!?　ケースのカバー裏返して本棚の奥やベッドの下に置いたりしますか!?」

「しねえよ！」

「そんな！　若いのにそんな枯れたことじゃいけません！　そうだ明日さっそく買いに行きましょう!!　一緒に選んで差し上げます！」

「行くかっ!!　つか選ぶなっ！」

　同居人の少女にそんな羞恥プレイをされるくらいなら去きよ勢せいした方がマシである。

「………まあいい」

　長々と溜息をついて千里は言った。

　荷物の整理というのはこれで中々手間取る作業だ。一人でやっているよりも三人で手分けした方が早かろう。テジャスの言うようにエロ物件でも入っていればまずいだろうが――前述の通り、その手のものはデータ化してハードディスクの奥だ。

「手伝ってくれるんなら俺も助かるし。頼むよ」

「今ならコスプレ系がおすすめですよ！」

「誰がエロＤＶＤ選びを手伝えといっとるか！　荷物の整理だよ！」

「えー……？」

　しばしテジャスは不満そうにぱたぱたと両手を振り回していたが――千里がハサミを構えてみせると、仕方なしといった様子で段ボールの一つを指さした。

「了解です、じゃあ私はこっちの二箱、クフィちゃんそっちの二箱で」

「わかりました……」

「エロ本出てきたら教えてくださいねっ！」

「わかりました……」

「ねえっつってんだよ!!」

　まあそういう訳で。

　少女二人はそれぞれ分担を決めて段ボールを開くと、中身をさっさと出し始める。

　意外と手際良く彼女等は中身を取り出しては、フロアリングの床にそれらを分類して並べていく。

　本。衣類。パソコン。雑貨。小型オーディオ。ＣＤ。ＤＶＤ。その他諸々。

　そして――

「――がぅ？」

　ふと――クフィールの手元から一枚の紙片がはらりと落ちた。

　それは一枚の写真だった。

　恐らく本か何かの間に挟まっていたものだろう。

「…………」

　クフィールはそれを手に取って眺める。

　そして――

「……がぅ？」

　千里と写真の間を何度も往復するクフィールの眼。

「――？　なんだよ」

　その時ようやくクフィールが持っている写真に気付いて、千里は眉を顰めた。

　だがクフィールは尚も、きょときょとと千里と写真を見比べている。

「エロ写真ですか!?」

　嬉しそうにテジャスも横からクフィールの持つ写真を覗き込む。

　そして――きょとんとテジャスは瞬きした。

「…………」

「…………」

　顔を見合わせるクフィールとテジャス。

　それから揃そろって二人はじいいいいいいいいぃ～っと千里を見つめてきた。

「な……なんだよ？」

　まさか本当に十八禁な写真でもあるまいが……

「御主人様――」

「…………可愛い……です……」

「なっ!?」

　テジャスはともかく、まさかクフィールからそんな台詞が投げられるとは思わず、愕然とする千里。一体何の写真なのか。彼は慌てて手を伸ばしてその写真をひったくった。

　するとそこには――

「――あ」

　そこに写っていたのは一組の少年少女だった。

　まだどちらも幼い。

　少年の方が一つ二つ年上のようだが、共に、十歳を超えたか越えないか――そんな程度だろう。仲良く手を繋いで笑っている。撮影者は恐らく親だろう。信頼しきった相手にしか見せない無垢な笑顔が愛らしい。

　そして……

「……千里様です……よね……？」

　とクフィールが確認してくる。

　確かにその少年の方には――千里の面影が残っていた。

　いや。逆だ。千里に、その少年の面影が残っているのである。

　つまり……

「見るな。忘れろ」

　言って千里はその写真を乱暴にポケットに突っ込んだ。

「えー？」

　テジャスが頰を膨らませる。

「もっと見せてくださいよぅ。可愛いじゃないですか！」

「うるさい」

「……千里様の……幼い頃ですよね……？」

「……まぁな」

　と歯切れ悪く曖昧に頷く千里。

　意識して持ってきた写真ではない。恐らく何かの本のページの間にでも挟まっていたのだろう。正直、当時の写真は――あの日より前の写真は、捨ててこそいないが、改めて見ることもない。絶対にない。見れば激しい自己嫌悪に襲われるとわかっているからだ。

「ひょっとして――」

　テジャスが言う。

「千里様と一緒に映ってるのって」

　艶やかな黒髪をおかっぱ頭にしている少女。

　よく整った目鼻立ちは、派手さこそないものの、大きな黒瞳や白い肌と相まって、和人形のような雰囲気が――純朴な愛らしさがあった。

「妹さんですか？」

「…………」

　千里は無言。

　言いたくないというより――その言葉の痛みが彼に静寂を強いる。

「……がぅ？」

「……千里様？」

　さすがに千里の様子が少しおかしいと気付いたのだろう。

　アジャスタントの二人は改めて顔を見合わせる。

　そして――




　――りんごーん。




　微妙に淀んだ空気を呼び鈴が掻き乱した。

　同時に――

「――周防千里」

　ぶぉん――と音を立てて、壁際に鉄面の立体映像が浮かび上がった。

　玄関の扉を管理している〈ギズモⅥ〉である。

「汝なんじに客が来ている」

「……客？」

　その言葉について千里が最初に思ったことは『ありがたい』だった。

　妙に重苦しくなってしまった空気を追い払う良いタイミングだ。

　しかし――

「客って……」

　住民票隠しも兼ねて左手に巻いた腕時計を見る。

　Ｇ‐ＳＨＯＣＫは既に夜の十一時を指していた。

「こんな時間にか？」

　いくらこの〈都市〉が非常識の塊かたまりとはいえ、昼夜があって、学校の始業時間と終業時間は基本的に外の世界と同じな訳だから――さすがにこんな深夜の訪問というのはおかしいと思うのだが。

　そもそも千里は、まだこの〈都市〉でそんなに知り合いはいない。

　同級生の顔と名前もまだ覚えきっていないし、彼等が訪ねてくることなどなかろう。となると――

「佐久間榮太郎準教師とその連れだ」

　と〈ギズモⅥ〉が言う。

「……なんなんだ、一体」

　榮太郎とその連れということは――連れは恐らくエーネウスか、デフォルメ・タイププチネウスだろう。

　しかし一体、榮太郎がこんな時間に何の用なのか。

「入れても良いか？」

「あ――ああ」

　玄関に通じる廊下を振り返りながら千里は頷いた。そういえば、例の人形少女――須す美み子こに襲われたことは榮太郎にも報告してある。あるいはその絡みで何か新情報でもあったのかもしれない。

〈ギズモⅥ〉が千里の了承を得て玄関の鍵を解除する。

　ごりごりと音を立てながら勝手に開く鉄てつ扉ぴ。

　その向こうには確かに二人分の人影があった。

　一人は――

「遅くにすまんね、周防」

　予想通りに榮太郎である。

　いつもの通り、黒い衣装を帯びて、気楽そうにへらへらと笑っている。

　そしてその横――やや暗がりになった所に、人影が一つ。

「お前に会いたいって人がいたから連れてきてやったぞ」

　だがそれはエーネウスのそれとは明らかに異なっていた。

「俺に会いたい？」

　怪訝の表情で呟く千里。

　そして――

「――ッ!!」




　――だんッ!!




　鋭い呼気を逬ほとばしらせながら、床を蹴り、風を巻いて、何者かが飛び込んでくる。

　一瞬にして三メートルもの距離を跳躍したその何者かは、真っ直ぐ、千里に向かっていた。

　ぎらりと光る――銀。

　それが刃物なのだと気付いたその瞬間、残像すらその場に残す程の勢いでクフィールとテジャスは動いていたが――しかし何者かの振り回すその凶器は、一瞬早く、千里の元に到達していた。

「千里様……ッ!!」

　クフィールの悲痛な声が響く。

　刃物によって引き裂かれ、舞う千里のシャツ。

　銀光は千里の皮膚には触れず、その衣類を切り裂いただけだったが――その持ち主は勢いを緩めず、そのまま千里に飛びかかる。テジャスが咄とつ嗟さにその身を分解、紐ひも状にした己を侵入者に巻き付け、同時にクフィールが侵入者の身体にしがみつく。

　そして……

「……ッ！」

　肉食獣にのしかかられた哀れな獲物のように、どさりと床へ仰向けに倒れ込む千里。

　彼の上に馬乗りになった相手は、歯を剝むいて――笑った。

　いや。ある種の動物がしばしばそうするように、それは喜びの表情ではなく、ある種の威い嚇かくであったのかもしれない。大きめの八や重え歯ばがまるで牙のように見えた。

「お前は…………！」

　戦せん慄りつの表情で呻く千里。

　彼の上に跨またがっているのは、一人の少女だった。

　綺麗な少女である。

　だが同時に――奇妙な少女でもあった。

　金髪と。紫の瞳。褐色の肌。

　白人なのか黒人なのか黄色人種なのかもわからない――幾つもの人種的特徴を兼ね備えた容姿。だが奇き蹟せきかそれとも必然か、その姿は絶妙のバランスをとって、ひどく魅力的な美少女の姿を造り上げていた。

　彼女の装いはひどく威嚇的であり挑発的でもあった。

　右手には――長く鋭い槍。

　左手には――楕円形の盾。

　胸と腰を被うのは民族衣装っぽい独特の柄が入ったビキニ状の服で、その上からなんとライオンの毛皮らしきものを背負っている――というか羽織っている。襟元には幾つもの天然石や動物の牙を加工して、紐を通したと思しきネックレスが揺れていた。

　何というか……明らかにアフリカか何処かの狩猟民族を思わせる格好である。

「…………」

　少女は、その猫を思わせるやや吊り上がり気味の瞳で千里を見下ろしていたが――

「ようやく見つけたぞ」

　と唸るような口調で言った。

　まるで獲物を前に舌なめずりする猛獣のように。

　続けて――

「さあ。子作りするぞ――御兄様」

　…………と。
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　――一年前。

　総合商社に勤める周防将まさ人とは、レアメタル鉱山の発見されたというアフリカ某国に海外出張していた。

　周防将人の仕事は現地入りして鉱山から発掘されるレアメタルの質を確かめた上で、採掘権を買い、日本に輸入する為の交渉だった。語学に堪たん能のうな上、誰に対しても開けっぴろげで社交家な将人は、この手の役目をしばしば負わされる。その結果として永らく家を空けることが増えてしまうのだ。

　まあそれはともかく。

　周防将人は社命を受けてアフリカ某国に出張し――そして行方不明になった。

　事故に遭ったのである。

　周囲には民家もなければ舗装道路もない辺境の山岳地帯。脚となる四輪駆動車がなければ文字通りに野の垂たれ死じに必至、いやそれどころか猛獣の餌えさになりかねない。語学が多少達者なだけの日本人が投げ出されれば、一週間と生きていられないだろう。

　周防将人の生還は絶望的と思われた。

　だが――大方の予想をぶっちぎりで裏切って彼は生きていた。

　二カ月後。

　彼は戻ってきたのである。

　しかも――妻子を連れて。





●　●　●






「――つまりな」

　新しいシャツに着替えてリヴィングのソファに座りながら、千里は言った。

　ちなみに彼の脇にはクフィールとテジャスが、ぴったりと身を寄せて座っている。勿論いちゃついているのではなくて――二人の警戒心満載の視線は、対面のソファに座っている一人の少女に向けられていた。

　即ち――千里の『妹』を自称する人種チャンポン風の少女に。

「うちの親父は、その時、アフリカの未確認部族に助けられた訳だ」

「ほほう」

　と腕を組んで面白そうに声を上げるのは、壁にもたれかかって奇妙な対たい峙じの構図を眺めている榮太郎である。

「それはまた希け有うな幸運というか」

「……まあ幸運だっただろうな」

　辟へき易えきした表情で千里は言った。

「おみやげに、妻子まで持たされたんだから」

　その未確認部族はいわゆる『女系蛮族アマゾネス』であったらしい。

　ちゃんと部族の名前もあるらしいが、発音が難しいので千里も覚えていない。とにかく彼等は基本的に女のみの集団として機能しており――部族維持の為の男は、外から『狩って』くるそうなのである。

　男の子が生まれれば人里に棄すて、女の子が生まれれば戦士として育てる。

　日本人の感覚からすると、かなり言語道断で意味不明な部族維持形態を、飽きもせず延々と数百年――あるいは数千年――続けてきた集団だとか。ちなみに狩られた種付け用の男は、用が済めば大抵解放されるんだとか。殺されないだけマシとも言えるが、多分その大多数は野垂れ死にだろう。

　で……その文字通りの『男狩り』の際に、幸か不幸か遭難していた将人は拾われた。

　当然、部族の娘にいわゆる『種付け』をすることを望まれた訳だが……その際に、将人は永年様々な現場で交渉役を務めてきた技能を活かし、部族の長老達を説得して、早々に解放してもらうことに成功した。

　だがそもそも将人は彼女等にとって『獲物』である。

　無条件に解放などしてくれるはずがない。

　交換条件として提示されたのは、本来の役割を果たすこと――即ち部族の娘を最低でも一人娶めとることだったのである。もっと端的に言えば『孕はらませる』ことだ。元々女しかいない部族に『結婚』という概念などない。

　で……将人は一人の娘を選んだ。

　事故で怪我をしていた彼を拾い、手当てし、看護までしてくれた娘である。まあ娘の側からすれば繁殖用に使う貴重な男を、長持ちさせる為の行為だったのかもしれないが――何度も何度も顔を合わせていれば情も移る。どうせならと将人はその娘を指名した。

　ただし……指名の後にわかった問題が一つ。

　その娘は既に子持ちだった。

　この部族では十代半ばで母になる者も珍しくない。三十歳前で十代の娘がいるという状況も、彼等にとってはさして異常な状態ではないのである。しばしば連れ立っているのを見かけたその二人が、姉妹ではなく親子なのだと知った時、将人は愕然としていたが――彼の驚きについて、娘は今ひとつ理解できないようだった。

　まあそれはさておき。

　そういう訳で……周防将人は文字通りに現地妻を連れて、ついでに義理の娘なんかも連れて驚異の生還を果たすこととなったのである。

「いい話じゃないか」

「まあドラマチックではあるけどな」

　と榮太郎の感想に、千里が呻うめくように言う。

「うちの親父も基本、脳のう天てん気きだからな。そんなアフリカの未確認部族なんざいきなり日本に連れてきたらどうなるか、考えてもいなかったらしい」

　父親によって初めて『新しい母親と義妹』に引き合わされた日。

　あの日はまだ……二人とも猫を被っていた（比喩的な意味で）。

　むしろ千里としては、アフリカの奥地からいきなり日本の都市部などという真ま逆ぎやくな環境に連れてこられて、二人がストレスでノイローゼになったりしないかと、心配すらしていたくらいだ。

　とはいえ……

　何十世代にもわたり、色々な人種の血を取り入れてきたせいで、褐色の肌に金髪に紫の瞳とか、かなり訳のわからん外見的特徴を持つ彼女等は、だからこそ独特の不思議な美しさを備えており、お揃いの白いワンピースを着た母娘は、通りすがりの人々が振り返るような、独特の魅力に満ちていた。

　正直言ってこれだけでも千里は頭が痛かった。

　目立つのを嫌う彼としては、こんないかにも『外国人でーす！』と看板背負って歩いているような『母』と『妹』などは言語道断である。だが容姿は本人の責任ではない。それ故に彼は必死に我慢していたのである。

　だが数日後。

　たまたま『母』と『妹』の着替え現場に遭遇した千里は、手にしていたペットボトルを思わず床に落として凍り付いた。

『母』と『妹』は猫ではなく獅し子しを被っていた（物理的な意味で）。

　ライオンの毛皮を着る『母』と『妹』。

　だがそれは始まりに過ぎなかった。

　異様な順応性で環境に適応した二人は……その日から次々と隠していた本性を露あらわにしていった。

　具体的にはまるでＴＰＯをわきまえぬ民族衣装を着て歩くわ、どうやって国内に持ち込んだのかわからない槍と盾を携えて近所を徘はい徊かいするわ。挙げ句――近所で捕まえた野良の猫や鴉からすをさばいて庭で焼く二人を目撃した際には、さすがの千里も失神しそうになった。

　千里としても我慢の限界というものがある。

　既にもう目立つとか目立たないとかそーゆー次元の問題ではなかった。

　しかも……

「御兄様」

　怪訝そうに千里を眺めながらその『妹』は言った。

　周防・ガン・ウーラ。

　それが千里の妹の名前である。

　正確に言えば『ウーラ』が名で姓が『周防』と『ガン』である。『ガン』はウーラの部族の姓だそうで、祖そ霊れいにちなんだものだとかなんだとか。なので元々は――周防家に来る前は、ウーラ・ガンというのが彼女の名前だ。

「そのおなご達は何者か？」

「…………あー、いや、だから」

「まさか、それがしと子作りするのを拒んでおいて、その者達と子作りに励はげもうというのか？　それではあまりに筋が通らないではないか」

「励まねえよ!!　つかそんな螺旋みたいにねじ曲がった筋なんていらんわ！」

　そう。

　千里が一番問題視したのは――ウーラが彼の子を産む気満々だということだった。

　要するに、母親にくっついて日本にやってきたのは、周防将人に息子がいると聞いていたからである。そろそろ年頃で、部族の女戦士の義務として子供を作らなければならないウーラは、『手間が省ける』とばかりに千里を相手に定めたらしい。

「部族の存亡ってそのことか」

　と榮太郎。

「うむ」

　大きくウーラは頷いた。

「元より婿むこは遠き地の者が望ましいと言われていたからな」

「ははあ……経験則か何かで近親交配の危険性とか知ってたのかね」

　榮太郎も興味深そうに呟く。

　どうも、ウーラのサムライじみた喋り方も、何世代か前の『婿』に、本物のサムライがいたかららしい。このサムライ、どういう数奇な運命でアフリカの大地に立つことになったのかは謎なぞだが――かなりの剣の達人であったそうだ。元より『強き者』に敬意を払う部族の者達は、このサムライを戦士と認め、最敬礼で迎え入れたのだとか。種付けが終われば部族から追い出される男達がほとんどの中――このサムライはずっと部族に残り、色々と影響を与えることになったらしい。

　その結果、部族では『理想の婿は日本人』とまで言われていたらしい。

　恐らく族長や長老達が将人の交渉を受け入れたのも、ウーラが千里を子作りの相手に選んだのも、その辺りの影響があるようだが――

「以来――」

　千里はげっそりした表情で言った。

「夜討ち朝駆け、子作りしろとうるさくてな。うちの親父は親父で十も年下の嫁さん貰って舞い上がってるもんだから、こっちの言うことなんざ聴く耳もたねえし。義理の母親に至っては『孫はまだか』と毎日顔合わす度に言ってくる始末で」

「親公認か――いいねえ」

「よくねえっ！」

　ばん、とソファの前のテーブルを叩いて千里は言った。

「とにかくな、ウーラ」

　千里は視線をウーラに向けて言った。

「俺はお前と子作りする気はねえんだよ、何度も何度も何度も何度も言ったけどな！」

「…………御兄様」

　眼を細めてウーラが言う。

「そんなにそれがしが嫌いなのか？」

「嫌いって言うより単純に嫌なんだよ！」

　と千里。

　ウーラが千里を見る眼は、異性に対するものではない。

　はっきり言って獲物を見る肉食獣のソレだ。実際、再会した瞬間に問答無用で押し倒してきたように、恋愛だとかそーゆー過程はすっ飛ばして――省略しているという認識すらないだろう――ウーラはいきなり千里と子作りするつもりなのだ。

　先程千里のシャツを槍で切り裂いたのも、ウーラにしてみれば『子作り』の準備に過ぎない。言ってみれば――狩った獲物の皮を剝いでいる感じに近いらしい。

　さすがに千里でもこれは嫌だった。

　愛のないエッチが嫌だ、とかいう以前に、こんな変な相手と、しかも逆強姦じみた初体験なんぞ死んでも願い下げである。まして目立つことを嫌い、普通に平凡に生きていきたいと思っていた千里としては、こんな極端な押しかけ女房は絶対にお断りだった。

　それに――

（……よりにもよって『妹』かよ）




　――まって。

　――おいていかないで。




　胸を刺す記憶。

　いつまでも褪せることのない痛み。

　あるいはそれは……

「――そうか。嫌か」

　ウーラが頷いた。

　この少女――表情が薄い。

　クフィールのようにぼんやりのんびりと溶けているのではない。その逆だ。堅い。戦士としての嗜たしなみなのか生来の性格なのか、自分の感情を努めて面おもてに出さないようにしている様子が見て取れる。なので、今ひとつ心の底で何を考えているのかわかりにくいのである。

「しかし、それがしの子作りに御兄様の好き嫌いは関係がないのだ」

　平然とそう言い放つウーラ。

　元々が種付け用に男を狩る部族である。男の自由意志は、伝統的にどーでも良いのだろう。

「族長や長老より、必ず子を成して戻るようにと言われておる」

「知るかっ！」

「で――話を戻すが。その二人は何者か？」

　じろりとウーラの紫の眼がクフィールとテジャスを睨み据える。

　クフィールはびくりと身を竦めるが、しかし次の瞬間には『がうぅ』と低い唸りを上げながらウーラを睨み返している。テジャスはというと、こちらは敵意満載の表情でウーラを睨みながら、見せつけるよーに千里の腕に全身で抱きついていたりして。

「うむ」

　そんな様子を見ながら榮太郎が言った。

「周防千里の正せい妻さいと愛人だ」

「違うッ!!　つか何訳のわかんないことを言って――」

　喚く千里だが、テジャスがぶんぶんと激しく頷きながら言った。

「一号でーす！」

「あ……ええと……？　その……二号です……？」

　クフィールが困惑しつつも言った。

「違うわっ！」

「そうだよな」

　榮太郎がうんうんと頷く。

「順番から言ったらクフィールが一号でテジャスが二号さんだよな」

「ああん」

　不満げに身をよじるテジャス。

「ああんじゃねえ！」

「いやまて」

　榮太郎は腕を組んで言った。

「古来より技の一号、力の二号といってだな。パワーならクフィールの方が」

「あんたも訳わかんないこと言うなっ！」

「さしずめ妹さんはＶブイ３スリーか！」

「頼むから黙れよあんたはっ!?」

　ひたすら無意味に事態を混乱させる教師に千里は涙眼で怒鳴った。

　なんでこう、いちいち、話をややこしい方向に持っていきたがる奴ばかりなのか。

　とりあえず明後日あさつての方向を向いて『アーカいアカーい～アカい思想のトロッキ～』とかなり危険な歌を歌い始めた榮太郎は放置して、千里はウーラの方に向き直った。

「この二人は……まあなんだ、この変な街で、俺の手助けっていうか――アシスタントをしてくれている……その……」

　適合補助者アジヤスタント――という言葉を短く説明するのは難しい。

　かといって恋人という訳でもない。友達と言っても良いが異性と一緒に住む理由にはなるまい。家族と呼ぶのにも違和感がある。まして形の上では妹になっているウーラに対して『家族』と説明しては余計に混乱する気がした。

　なので――

「仲間……だ」

　と――散々迷った末に千里は言った。

　まあ無難なところだろう。

「……がぅ……」

　ぱちくりと不思議そうな眼をして千里の横顔を眺めるクフィール。

　その茫ぼう洋ようとした表情が――少しずつ嬉しそうに緩んでいくのを視界の端に捉えていると、何だか恥ずかしいような、むず痒がゆいような、そんな気分になる千里だった。

　まあそれはさておき。

「それはつまり」

　ウーラは改めてクフィールとテジャスを見据えて、言った。

「この呪術仕掛けだらけの街で、呪術知識のない御兄様を助けるという意味か？」

「おや。察しが良いね」

　と楽しげに言う榮太郎。

　だが……

「ウーラ、お前――」

　眼を瞬かせて義妹を見る千里。

　そういえば――どうやってウーラは此処に来た？

　そもそも外部の人間にはこの〈都市〉のことは秘密ではなかったか。

「……って、佐久間先生、あんたが連れてきたのか!?」

　榮太郎を振り返って嚙み付くかの如く尋ねる千里。

　だが無責任教師は肩を竦すくめて首を振った。

「いやまあ、途中からはな。例の橋――〈アンビリカル・ブリッジ〉までは彼女、自力で辿り着いてたぜ？」

「…………!?」

「前に御兄様には言ったはずだが。真面目に聞いていなかったか」

　とウーラは言う。

「それがしは戦士であると同時に呪ず師しでもある。そもそも、それがしらの多くは祖霊をその身に降ろして戦う際に、呪師としての力を必要とする。この装しよう束ぞくも――」

　と言ってウーラは自分が羽織っているライオンの毛皮を示した。

「祖霊にして守護神たる、聖なる獣と一体化する為のもの。御兄様の言うような、奇をてらうだけの衣装ではないと言ったはずだが」

「…………」

　ただただ呆然とする千里。

　まあ確かに、庭で焚き火して動物を焼いているくらいの認識しかなかった千里だが……思い返せば、動物の骨を焼いて何やら占いっぽいことをしていたような。全部まとめて『非常識』の一言で括って、細かい所まで見ていなかった千里である。

「御兄様を匂いと呪的痕跡の双方から追っていたからな」

　ウーラはこともなげに言った。

「匂いだけでは見失うところであった」

「つまり――」

　千里はむしろ榮太郎の方を振り返って言った。

「ウーラは――魔法使い？」

　彼女は先程から『呪術』と言っているが、恐らく意味するところは『魔法』と同じだろう。

　現代の常識の陰で連綿と受け継がれてきた――非常識の系譜。

「まあ系統は俺達の使うのと随分違うってーか、かなり独自色が強いけどな」

　と榮太郎。

　まあアフリカの奥地の未確認部族が育ててきた呪術体系なら、当然である。

「ちょっと彼女の同意を得て検査させてもらったが、アジャスタントが要らないレベルだよ、事実上」

「…………」

「ならば」

　ウーラは大きく自信ありげに頷いて見せた。

「そこの二人は最早、用済み」

「――は？」

　間の抜けた声を漏らす千里。

「それがしが御兄様の『妻』として片時も離れず、共にいれば良いだけのこと」

「ちょ――ちょっと待て！」

　慌てて千里は言った。

　言って――

（――え？）

　自分はどうして慌てているのか。

　クフィールもテジャスも押しつけられた相手だ。別にどうしても一緒にいなければならない相手ではない。ウーラがアジャスタントと同じ力を発揮できるなら、確かに二人は必要ない。非常識という意味なら、クフィールもテジャスも、ウーラとどっこいだ。

　いや。違う。

　そうじゃなくて。

　単に千里はウーラがいちいち『子作りするぞ』と襲ってくるのが嫌なだけで。しかしよく考えたらテジャスも似たよーな感じで、隙あらばエッチな雰囲気に持っていこうとする訳で。だから別に千里を支援するのがウーラであってはいけないという理由はなかったりする訳で。

　となると――

「しかし既に俺は契約――」

　既に二重登録された時点で、もう他の選択肢はなかったはずだ。

　しかし――

「まあ、あくまで他のアジャスタントを用意する余裕はないって話だからな」

　余計なことを宣う榮太郎。

「勿論、解除はできる。アジャスタント役をやってくれる人間が側に付いているなら――な。特例ではあるが」

「…………痛っ」

　思わずそう漏らして自分の右腕を見る千里。

　そこでは――ぎゅっと千里のシャツのソデをクフィールが摑つかんでいた。

　千里の視線に気付くと、彼女は何か言いたげな表情で彼を見つめ――しかしすぐに俯いてしまう。

「決まりだな」

　と宣うウーラ。

　やはり表情が薄いので今ひとつわかりにくいが、腕を組んでクフィール達を見下ろしている姿からして、勝ち誇っているようにも見える。

　だが――

「か……勝手に決めるな！」

　咄嗟に千里はそう叫んでいた。

「む？　御兄様。他人よりも妹の方が安心であろうが」

「お前も他人のよーなもんだろが」

「…………」

　ウーラが顔をしかめる。

　その表情が若干陰ったように見えたのは……千里の気のせいだろうか。

　ウーラはしばし何事か考えていたようだったが――

「……御兄様」

「なんだよ」

「家族とは仲間以下のものなのか？」

「あ――いや。だから」

　意外なウーラの台詞に動揺する千里。

　仮にも一度は妹として認めて一緒に暮らした相手ではある。子作り云うん々ぬんはさておき、父と義母やウーラの築いている家庭に対して――色々と呆れはするが――文句を言うつもりもない。あの家を出たのはあくまで千里の問題だ。

「意外にヘタレだな、周防」

「あんたは黙ってろ!!」

「でもそこが萌え！」

「お前も黙ってろ!!」

　榮太郎とテジャスに怒鳴ってから――がっくりと肩を落とす千里。

　駄目だ。このままでは何の解決にもならない。

　かといって周りにいる連中は頼りにならない。

　どうにかしてこのややこしい状況を打開する方法はないものか。

「思うんだが――周防」

　榮太郎は、ぴっと人差し指を立てて言った。

「結局、皆がお前のアジャスタントの座を取り合ってるよーなもんだろ？　ならクフィールとテジャスの時みたいに勝負すればいいじゃないか」

「勝負？」

　興味をそそられた様子でウーラが問い返す。

　しかし……

「ちょ――何言ってんだ、あんたは!?」

　また少女達を戦わせようというのか。

　だが今度クフィールやテジャスが戦えば、痛み分け程度で済むかどうか疑問である。既に千里と本契約をしている以上、彼女等の能力に制限はない。特に魔獣形態に変身したクフィールの場合、重戦車でもまともに相手になるかどうか……

「冗談じゃねえぞ、そんな危険な」

　確かに呪術を使えるのかもしれないが、ウーラは肉体的には普通の人間だろう。音速を超える蹴りとか食らったら一発でバラバラだ。

「いやいや」

　ちちちちち――と指先を振って榮太郎は笑う。

「『勝負』とは言ったが『戦闘』とは言ってない」

「は……？」

「もっと合理的で平和的な方法だってあるさ」

「………？」

　首を傾げるクフィールとテジャス。

　何処か厳しい表情で千里達を眺めているウーラ。

　そして――

（……嫌な予感）

　を覚える千里は、それが正しいことを数分後に知ることとなった。
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　熱い液体が肌の上を滑り落ちていく。

　天を仰ぎ見るかのように上を向いた顔を、髪を、首を、肩を、そして胸を、水の流れが叩き、弾け、そして無数の雫しずくが滑り落ちてゆく。ぼんやりとシャワーを浴びて濡れそぼりながら、クフィールはこれから自分のすべきことを考えていた。

　今夜は千里と二人っきり。

　絶対に邪魔の入らない状態だ。

　つまりはどういう事態が生じても、それは千里とクフィールの選択した行動の結果だ。

「……千里……様……」

　呟いてみる。

　それは彼女にとって存在理由そのものの名だ。

　何者にも何物にも優先する対象の名だ。

　だから――例えば千里がクフィールを欲望の対象として見るなら、見てくれるなら、それは喜ばしいことである。まだ生まれたばかりのクフィールとはいえ、そこは人造精霊、基本的な知識は持ち合わせているので、若い男女が――まあクフィールは厳密には人間の女ではない訳だが――二人っきりだったりすると、どういう事態に陥おちいりがちなのかは、わかっている。

　充分に承知している。

　それは――

「…………」

　使われるのは嬉しいことだ。

　道具たる存在としては――求められ使われることは喜びだ。

　だから千里が一時の情欲でクフィールを求めようと、何だろうと、それはクフィールにとって嬉しいことなのだ。自分は役に立つということであり、機能をしたということである。少なくとも女の姿をして、女の機能を持っている以上、それは、使われるべきで――道具たる者は、放置されることこそが最も恐ろしく忌いむべきことだ。

　好意の反対は憎悪ではない。

　無関心だ。

「…………」

　だから――クフィールはそれ以上のことは望まない。

　望まないつもりだったし望んではいけないことだった。

　自分は道具なのだから。

　少女の姿も人格もあくまで千里という主人に合わせる為の対人インターフェイスでしかない。肉体も精神もことごとくが道具。それがクフィールの存在意義だった。

　それは一方的な認識だ。

　そこに千里の気持ちは関係がない。

　役に立ったか否か――それだけのこと。

　なのに……

「…………がぅ」

　それだけでは何故か満たされない気がする。

　何かが違う気がする。




『クフィール……！』

　真剣な表情で名前を呼ばれ、自らの指も灼やけるのを厭いとわず、結界の裂け目に手を入れてクフィールを手伝ってくれた千里。




『か、勘違いするなよ、いいか、必要以上に勘違いするなよ？　その――た、助かった。あ、ありがとう』

　恥ずかしそうにそっぽを向きながら、そんなことを言ってきた千里。




『その……まあ、俺のこと、守ってくれる訳だしな。そのくらい、俺がまあ――買ってやるよ。一応、小遣いは、あるし』

　頰を掻きながらそんなことを言ってくれる千里。




『仲間、だ』

　しばし真剣そうな表情で考えてから――そう言う千里。




「……がぅ」

　思い出すだけで嬉しい。

　何だかいても立ってもいられない気分になる。

　それは多分、自分が道具として役に立った証あかしだから、でもあるだろう。

　だが、それだけでもないような気がする。

「…………」

　しかし駄目だ。それは駄目だ。

　道具としては、あるまじきことだ。

　クフィールの満足はあくまで千里の役に立ったかどうかであって、その後、礼を言われることや優しい言葉を掛けて貰うことではない。ないはずなのだ。

　だからそれで喜んではいけない。

　ましてや――求めてもいけない。

　道具が道具たることを忘れ、道具たる領分を越えれば、間違いなく機能低下を引き起こす。

　しかし……

「千里様……」

　頰が熱い。

　それは降り注ぐ湯のせいか。

　それとも――

「千里様……」

　呟く。

　まるで呪文のように――

「千里様……千里様……千里様……」

　まるで譫うわ言ごとのように。

　呼ぶ。呼び続ける。

　だからという訳でもないのだろうが――

「…………」

　がらりと風呂場の扉が開く。

「――ッ！　千里様――」

　そこに立っていたのは、言うまでもなく千里だ。

　生まれたままの、一糸纏わぬ千里。

　やはり裸でシャワーを浴びていたクフィール。

　他に誰もいない。

　邪魔は入らない。

　だから二人っきりで――

「クフィール……!?」

　びっくりした様子で千里はそこに立ち尽くしている。

　どうやらクフィールがシャワーを浴びているのに気付かなかったらしい。入ってきて鉢合わせして――そこで驚愕に立ち竦んでいるという状態だろう。

「千里様……！」

　思わず恥ずかしさで身を抱くようにして隠しながら、クフィールは彼の名を呼ぶ。

　焦燥と羞恥とが頭の中身をぐるぐると掻き回す。

　何か言わないと。

　何か。何か。何か。何か何か何か何か何か！

　このまま固まっていては駄目だ。

　アジャスタント失格だ。

　何かを言葉か行動を――！

　だが、ひたすら焦ってぐるぐると思考が空転する。

　そして――

「――う……」

　クフィールは言った。

　とりあえず身をくねらせたりしながら。

「ウッフン☆」

「…………」

「…………」

　ビデオの一時停止を掛けたように凍り付く情景。

　千里はぴくりとも動かない。

　やがて、だらだらと脂あぶら汗あせを垂らし始めたクフィールの前に――

『好感度マイナス１』

　――という文字が浮かび上がった。
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　話はおよそ数分前に戻る。

「要するにアジャスタントとは――」

　適合補助者。

　彼等彼女等に期待される機能は幾つか存在するが――アジャスタントをアジャスタントたらしめているのは、如何に自然に補助対象者の側にいることができるかである。

　アジャスタントが対象のストレスになっては意味がない。

　いかに自然に。

　いかに適切に。

　対象者を補助できるかが問題となる。

　昨晩クフィールが千里に対して『腕時計みたいなもの』と説明したが、的を射ていたと言えるだろう。究極的には、眼鏡や腕時計のように、使用者が付けていることを忘れるような自然さが、アジャスタントには求められるのである。

　そこで……

「用意したのが――これだ」

　ぱんぱんと榮太郎が肩を叩くのは……

「――俺!?」

　千里だった。

　少なくとも見た目には。

　だが千里本人は榮太郎と相対する位置に立っている。榮太郎が肩を叩いているのは、確かに顔も身体も千里そっくりだが、まったく別の何かだった。

「自動人形筐体に幾つかの術式組み込んで、千里の姿に似せたもんだな」

「……なんでそんなものを」

「元々はゲーム用に開発していた筐体でな」

「ゲーム？」

「うむ」

　榮太郎が力強く頷いた。

「ギャルゲーだ！」

「…………あんた色々駄目だ」

　まあ最初からわかっていたことではあるが。

　榮太郎も否定せず力強く頷いたりする。

「うむ！　その通り！」

「否定しろよ」

　半眼で睨み据える千里。

　彼等が今いるのは――白い白い奇妙な部屋だった。

　やたらに広いが何もない。ただ、体育館並みの広さの空間を、白い壁、白い床、白い天井が切り取っているだけの場所だ。あまりにまっ白で、床に落ちる自分達の影がなければ、自分が何処に立っているのかすら曖昧になりかねない奇妙な部屋である。

（なんか嫌なイメージなんだよな……）

　痛い過去を嫌でも思い出す。

　あの時の場所もこんな感じにまっ白だった。




　――まって。

　――おいていかないで。




　繰り返される言葉は千里の胸を締め付ける。

　だが――

「まあ要するにだ。どれだけ素晴らしいゲームであろうと、所詮、モニタの中」

　千里の気持ちなど微塵も気付いていない様子で――それを言ったらおしまいだろ、みたいなことをいきなり言い始める榮太郎。

「どんなに可愛い巫女さんにも、どんなに萌え萌えなネコミミ少女にも、あるいはどんなにツンデレな委員長にも、ボクらは触れることさえできない！　指先が触れる触れないで照れてみたりとか！　ママチャリに二人乗りして土手を走る時に、背中に触れる柔らかな二つの果実とか！　もっとぶっちゃけ覚悟完了な感じでベッドに横たわる女の子にルパン・ダイブとか！　どれもこれもが――くっ……」

「んなもん当たり前だろ」

「それは寂しい。凄く寂しい！」

　千里の突っ込みを綺麗に無視して榮太郎はぶんぶんと首を振って主張した。

「俺は常々思っていた――いつになったら、二次元の中に入る技術は開発されるのだろうかと!!」

「…………」

　とりあえず既に突っ込むのも面倒臭くなってきた千里である。

「もし二次元の中に入ることができたなら、あの子ともこの子ともあんなことやこんなことがやり放題！　眼鏡っ子も巫女っ子もメイドさんもケモノミミっ子も不思議ちゃんもヤンデレもみんな俺の嫁ッ！　嫁ったら嫁ッ！　誰にも邪魔されず迷惑もかけず、ゲームやアニメの世界に引きこもれる！」

「究極の引きこもりだな」

「うむ！」

「いやそこで頼もしげに頷かれても」

「と――思ったのだがな」

　ふと真顔に戻って榮太郎は言った。

「此処で発想を変えてみた」

「というと……？」

　正直、どーでもいい気分の千里であるが、もう毒を食らわば皿までというか――とりあえず話に付き合わなければ、埒らちが明かない感じだった。

「最近のアニメでは結構３Ｄモデリングが多用されるように、二次元と三次元の境目は次第に曖昧になってきている！　ならば発想の転換、思考の逆転――」

　ばっと左手を胸に添え、右手をあらぬ方向へと優雅に伸ばしながら榮太郎は言った。

「二次元に入れないなら、三次元にしちゃえばいいじゃない！」

「…………は？」

「いやだから」

　榮太郎は言った。

「このように」

　ぱちんと榮太郎の指が鳴る。

　すると――

「――!?」

　床が。壁が。天井が。

　千里達を囲む全ての平面が――その瞬間に蠢しゆん動どうした。

　盛り上がり、折れ曲がり、膨れ上がり、あるいは捻れて、無数の形が作られていく。同時にそこには内側から滲み出るようにして諸々の色彩が備わり、瞬く間に一つの風景が描かれていく。

　それは白いキャンバスに超高速で絵画を描くのを見ているかのようだった。

　ただし画家もいなければ絵筆も絵の具もないのだが。

　そして……

「此処は！」

　数秒後には……そこは千里の寮部屋そっくりに仕上がっていた。

　勿論、千里の部屋は体育館程の面積はない。なのでその白い虚無の真ん中にその部屋がぽつんと、まるで撮影のセットのように存在しているだけだ。

　壁の一面が取り払われているようにも見えるが、これは単に透明化しているだけで――榮太郎がさらにぱちんと指を鳴らすと、くるりとその部屋が３ＤＣＧのように回転し、別の壁を千里達に向け――そこが透明化してやはり中が見えるようになった。

「寒河江教授の部屋の『素材物質』をお手本にして作った、汎用舞台装置だ」

「…………はんよう、ぶたいそうち？」

「この装置を使えばどんな場面だって再現できる！」

　ぐっと拳を握り締めて榮太郎は言った。

「さらに此処に外見はいくらでもカスタマイズできる自動人形を登場人物として加えれば、どんな場面だって再現できるという寸法だ！　おおう、抱き枕を越えた、これぞ究極のバーチャルリアリティ！　触ってよし！　揉もんでよし！　頰ずりしてよし！　それどころか存分にいんぐりもんぐりしてもよし！　立体映像でもなければ脳内補完も必要のない、ギャルゲーマニアの夢が今此処に――」

「――つまり」

　千里は言った。

「大規模なイメクラか」

「…………」

　ぴたりと動きを止める榮太郎。

　彼はしばし明後日の方向を見て固まっていたが――

「そういう冷静な意見は哀しいな」

　ぽつりとそう言った。

「……そうか」

　と千里。

　もう本気でどーでもいい感じだった。

「……で、それで一体、何をするんだよ」

「勿論、此処でプレイして貰うのさ」

　気を取り直した様子で、榮太郎は得意げに言った。

「それぞれが、アジャスタントだった場合の『もイしフ』をな」
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　つまり。

　榮太郎が提案したのは文字通りの『ゲーム』だ。

　千里そっくりにした自動人形と、変幻自在の舞台装置を使って、実際に恋愛シミュレーションゲームをしちゃおうという趣向なのだ。

　当然、それぞれの状況で要所要所に判断を迫られるところがあり、そこで良い行動を採れば加点プラス、悪い行動を採れば減点マイナスとなる。その点数の累積が勝敗を決めるという寸法である。

　でもってその良い行動と悪い行動は――

「…………」

　千里は怒っていた。

　深く静かに怒っていた。怒りまくっていた。

　まあ当然だろう。

　無理矢理椅子に縛り付けられた上に、頭に電極が一杯刺さったヘルメットのよーなものを被せられているのだから。脳実験を受けているサルのような状態である――勿論、実際に脳が剝き出しになっていたりはしないが。

　ついでに言うと手首も足首も椅子に縛り付けられ、さらにはセンサー・パッドのようなものが、幾つも幾つも貼り付けられている。見るからに『人体実験』といった趣おもむきであった。

　何の為に千里がこんな状態になっているかというと……

「うーん。なかなか好みが激しいなあ、周防」

　傍らで腕を組んでノートパソコンのモニタを眺めながら榮太郎が言った。

「まあ確かに今時『ウッフン』はないわな。だが、むしろあそこは女の子のパニクりぶりを愛めでるのが通ってもんだろう。それともやはり何かの属性がないと駄目なのか!?」

「………………あのな」

　千里は地獄の底から響くよーな声で言った。

「何なんだこれは」

「わかってる癖くせに」

　にへらと笑いながら榮太郎が言う。

「周防の脳に直接判断を下してもらっている訳だよ。どの子に一番萌えるのか」

「アジャスタントの適性検査じゃなかったのかよ!?」

「いや勿論そうなんだけどな」

　榮太郎はくるりとノートパソコンを回してその液晶ディスプレイを千里に示す。そこには大小様々な円グラフや棒グラフと共に、心電図みたいな波形計とか、オーディオのレベルモニタみたいなのが描かれて、刻々とその数値を変化させていた。

「どれだけ自然な状態で周防に接することができるか――それを測っている訳さ」

「風呂場でばったりの何処が自然だよ!?」

「あり得るだろ？」

「…………」

　まあ、実際に入浴中のテジャスとは鉢合わせした訳だが。

「なんだかんだ言って好感度の低い相手と一緒に暮らしてるとストレスたまるだろう？」

　まあ確かに嫌いな相手とは暮らすのは大変だろう。ただ同じ空間にいるだけでもそれは膨大なストレスになる。逆に好きな相手となら多少のことは我慢できるし――そもそも我慢を意識しないことだってある訳で。

「周防の好感度を下げない、そういう行動をとれたかどうかでポイントが加算されたり減算されたりする訳だ」

「…………だからってこんな装置で俺の心が測れる訳が」

「心なんか測ってないぞ？」

「は……？」

「心拍数とか、大脳の活性率とか、脳内物質分泌率とか。ストレスに反応する部分を見て総合的に把握してるだけだ。つまり俺が測ってるのはお前の身体」

「…………」

「ふふふふふふ。身体は正直だのう？」

「って――そんないい加減な」

「いやいや。身心二元論なんて言う奴いるけどな？　身体と心は表裏一体、ほれ――吊り橋効果ってのもあるだろ」

　吊り橋効果というのは、足場の不安定な吊り橋の上を渡る際に、異性と出会うと、異性のことがとても魅力的に思える――ぶっちゃけ好きになっていることが多い、というものだ。

　要するに吊り橋という不安定な場に置かれた結果として増大する心拍数に、精神が影響され、『不安のドキドキ』と『恋愛のドキドキ』がごっちゃになってしまうということらしいのだが――

「あれって効果持続しないって聞いたぞ」

「まあそうなんだけどな」

　と榮太郎。

「ストレスを感じてるかどうか、幸福感を感じてるかどうか、ってのは割りと科学的に検証できちゃったりするんだな、これが。主に脳内物質のバランスを測ることでさ」

「あんた魔法使いだろうが！」

「使えるものは何でも使うのが魔法使いでね」

　榮太郎は肩を竦めた。

「まあ魔法だと周防は信じなくても、科学だと信じるだろ」

「…………」

　まあ魔法でこうなりました、とか言われても確かに胡散臭く感じてしまうだろう――特に榮太郎が相手であれば。このすちゃらか魔法使いは、事態を面白くする為なら適当で怪しげな理屈を百でも二百でもでっち上げるだろう。そしてそれが正しいか間違っているかは、知識のない千里には判断できない。

　まあ――科学装置で計測していても、榮太郎なら数値の偽造や捏ねつ造ぞうくらい、鼻歌交じりでこなしそうであるが。

「さて――」

　榮太郎はにやにやと笑いながら画面を切り替えた。

「テジャスと妹ちゃんはどうかな？」
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　テジャスは自信満々だった。

　何しろ既に一度経験した場面である。

　風呂場で入浴中に千里とばったり。

　とりあえず服状態のままで風呂に入ると千里には著しく不評だったので、今はタオル状態に自分を編み直して、自動人形筐体に持たせている。

「さあ、千里様――準備万端ですよっ！」

　テジャスはタオル状の本体を身体に巻き付け――これがまた、黒いものだから微妙にこれまた倒錯的である――待ち構えている。クフィールと違い、このゲームがどういうものか、彼女は既に悟っていた。

　とにかく千里の好感度を上げて『テジャスとなら一緒にいてもいい』と思わせれば勝ちなのだ。クフィール相手ならともかく、既に一度千里が家から出る原因になった妹になど負けない、とテジャスは踏んでいた。

　なので――

「――！」

　がらりと風呂場の扉が開く。

　そこに愕然とした表情で立つ千里。

　典型的な『風呂場でバッタリ』の場面である。

（キタコレ！）

　とテジャスは満面の笑みを浮かべつつ、身をくねらせて言った。

「お兄ちゃんになら……いいよ」

　次の瞬間。

『好感度マイナス２』

「ええっ!?　どうしてですかどうしてですかそんなのおかしいですよっ!?」

『おかしいもくそもあるかっ!!』

　いきなり風呂場の鏡に、椅子に括り付けられた千里の姿が映る。

『お前の場合は、エロゲーだか何だかしらねーけど、その思考自体が不自然なんだよ!!　いきなり裸見られて、んなこと言う妹がいてたまるかっ!!』

「し……思考自体が！」

　愕然と打ちのめされるテジャス。

「急ぎすぎたのですね……！」

『急ぎすぎたとかそーゆー次元の問題じゃねえだろ』

「私もまだまだです。わかりました、次のフラグではもっと自然な演出を心掛けます！」

『聞けよお前は！　ってかフラグって何だフラグって!?』

　鏡の中で喚いている千里の姿は、ぷつんとテレビの電源を切るかのように消えた。
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「つーか。佐久間先生」

「なにかね、周防君」

　ジト眼で睨んでくる千里ににやにやと笑いながら榮太郎が応じる。

「これ、何場面くらいやるんだ!?」

「十場面くらいかなあ」

「…………」

　一瞬、気が遠くなった。

「それくらいやらないと、きちんとしたサンプルはとれないだろ。本当はもっと細かく調べていくべきだと思うがね」

　まあ確かに榮太郎の言うことにも一理はある。

　だが――それを延々と見せられる千里としては、はっきり言って拷ごう問もんだ。自分と同じ顔をした人形が、少女達といかにもゲームや漫画っぽい状況シチユエーシヨンで繰り広げる寸劇の連打。

　しかもそれに対する自分の感情――もとい脳内の化学反応・生理反応をモニタされている。これはつまり自分の趣しゅ味み嗜し好こうを強制暴露されているよーなものだ。

　だが――

「よし、次♪」

　榮太郎は明らかに楽しんでいた。

「次は、妹のウーラちゃんだ！　禁断の兄と妹のシチュエーションは、如何なる脳内反応を周防千里に与えるのか！　そしてこの典型的な状況下、本物の『妹』は如何なる方法で兄を攻略するのか、しないのか！　期待にこか――もとい胸が膨らみます!!」

「やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「やだ♪」
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　ウーラは端的だった。

「ふむ。良い心掛けだ御兄様」

　風呂場に千里――正しくは自動人形筐体――が入ってきた途端に、彼女は当然のように彼を押し倒した。さらに腰を覆っていたタオルを剝ぎ取り、起き上がれないように腹部に馬乗りになって、子作りの為のマウント・ポジションを確保。

　ここまでわずかに三秒。

　恐るべき早はや業わざである。

　準備万端――手抜かりはない。

　自分の下で子鹿のように怯えた表情を浮かべる千里にウーラは堂々と宣告した。

「さあ。子作りをするぞ」

『すんな――ッ!!』

　やっぱり鏡の中で千里が怒鳴る。

　同時にウーラの目の前に開いた立体映像のウインドウには、『好感度マイナス５』の表示があった。

「――ふむ？」

　首を傾げるウーラ。

「よくわからんな。御兄様は何が不満なのだ？」

『それをナチュラルに聞いてくるお前の神経だッ!!』
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　まあそういう訳で。

　次々に『いかにも女の子と同居したらありそうな場面』を一人につき十回、三人で三十回、ランダムにテストは行われた。

　雷の鳴る夜に枕を抱えて千里のベッドに潜り込む場面。

　千里の下駄箱に知らない女生徒からのラブレターが入っているのを見てしまう場面。

　夏の水着を選びたいからと千里を買い物に連れ出す場面。

　初めて作ったケーキを千里に試食させる場面。

　等々――様々な場面で少女達三人はアジャスタントの適性を問われた。

　というか全然アジャスタントと関係ないよーな感じの場面ばかりだが、それをいちいち指摘できる良識の持ち主は、ゲーム参加者の中にはいなかった。

　そういう訳で――
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　場面設定その九。

『放課後の教室』

「……ふむ」

　ウーラは辺りを見回した。

　茜あかね色いろの光が彼女の他に人の姿の絶えた教室を満たしている。何処か気け怠だるくも郷愁を誘う情景の中でウーラは首を傾げた。

　一応……どういう状況なのかは事前に告知がある訳だが、アフリカの奥地、それも未確認部族の村で育ってきたウーラに細かい状況がわかるとも思えない。というか多分、日本の標準的な学校教室を見たのも初めてだろう。

（……なんだかな）

　千里は教室の中を不思議そうに歩き回るウーラの姿を見ながら思った。

　ちなみに演出の為か、ウーラも普通のセーラー服を着ていたりするので、普段の非常識っぷりが見た目だけでも半減している。見慣れぬ場所ということもあり、少々不安そうな仕草とも相まって、そこにいるのは、ごくごく普通の――まあ容姿は独特だが――女の子のようにも見えた。

　ちなみに設定では『放課後の教室でクラブ活動から戻ってくる血の繋がらないお兄ちゃんを待っている義理の妹』の図であるらしい。回を重ねる毎ごとに段々設定がややこしく回りくどくなっていくのは、榮太郎の趣味だろうか。

（つかよく考えたら全部妹ネタじゃねえか！　嫌がらせか！）

　まあ榮太郎は千里の過去のことなど知らないだろうから――あくまでウーラが『妹』であることに引っかけた選択チヨイスなのだろうが。

　ちなみにウーラからは『外』は見えない。

　壁の一部が文字通りのマジック・ミラーになっており、千里達が一方的に舞台で進行するゲームの一場面を見るだけのことである。

　そして――

「あ。ウーラ……」

　千里（代役）が戻ってきた。

「うむ。御兄様。待ちかねたぞ」

　ウーラは言った。

「という訳で子作りするか」

（…………）

　思わず突っ伏しそうになる千里（本物）。もっとも椅子に縛り付けられているので実際には身じろぎしただけだが。

（全然普通じゃねえ！）

　まあ首尾一貫した主張は健けな気げとも言えるような言えないような。

（……て。あれ？）

　ふと千里（本物）は気付いた。

　普段ならばここで減点される訳だが――何故か加点表示も減点表示もない。

　なのでこの文字通りの三文芝居も淡々と進んでいく訳で……

「ウーラ。だから何度も言ってるだろ」

　千里（代役）は溜息をついて言った。

「いい加減、兄離れしろって」

「……ふむ？」

「そりゃさ……兄妹仲が良いのはうちの親父やウーラの母さんも喜んでくれるんだろうけどさ。でもだからって無理して一緒にいる必要はねーんだってば。気を遣いすぎだよ」

「…………」

「前から言おう言おうと思ってたんだけどな。兄妹だからってことにお前、縛られすぎ。そんな無理して俺を待ってたりとか、しなくても――」

「御兄様」

　無表情にウーラが千里（代役）の台詞を遮さえぎった。

「兄妹だから、それがしが御兄様を待っていたとでも？」

「うん？　だってそうじゃないか、俺達――」

「…………」

　ウーラは千里（代役）に歩み寄るとその鼻先に人差し指を突き付けた。

　まるで刃物でも突き付けられたかのように――ぎくりと凍り付く千里（代役）。

「兄妹であることに縛られているのは、御兄様の方ではないのか？」

「……え？」

（……え？）

「それがしは兄妹だから御兄様を待っていたのでは……ないぞ」

　ほんの少し俯うつむいて。

　ウーラは呟くように言った。

　茜色の教室の中で――向かい合う少年と少女。

　二人の間に横たわる沈黙が周囲の全てを遠ざける。

（ちょ……ちょっと待て、ちょっと待て！）

　千里（本物）は半ば混乱しながら思う。

（くぉら俺の心臓！　何勝手にドキドキバクバクしてやがりますか!?　つか――兄妹だろ、兄妹じゃねえかよ、それ以外に何があるってんだ、いや、そもそもウーラの奴、今回だけなんでそんな演技上う手まいんだよ、つかなんで、減点表示でねえんだよ!?　壊れてんじゃねえのか!?）

　焦あせる千里（本物）。

　だが無情にも計測器は淡々と彼の反応を測っていて――

「ははあん？」

　千里（本物）の傍らでにたりと笑う榮太郎。

　でもって――

「御兄様」

　ふと顔を上げてウーラが言った。

「兄妹だからではない……」

「ウーラ……」

（やめろ、こら、それ以上言うな――）

　なにかまずい。

　なんだかわからないがそれ以上はまずい。多分。きっと。

　だが千里（本物）の焦りなどまるで関係なしに、場面は進展していく。

「それがしにとって、御兄様……あなたは……」

　すっとウーラの手が千里（代役）の頰に触れる。

　撫でるように褐色の掌てのひらが千里（代役）の頰から首筋へと降りてゆく。

　そして――

「……子作りに必須だからだ」

「結局それか――――――ッ!!」

　きっぱりこんと断言し、千里（代役）の襟えり首くびを摑んでその場に押し倒すウーラ。

　そして真っ赤になって怒鳴る千里（本物）。

　次の瞬間――

「さあ。子作りするぞ御兄様」

　傲ごう然ぜんとそう宣ったウーラの頭上に『好感度マイナス１００』という文字が落っこちてきた。
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　まあそんなこんなで。

「結果を発表します」

　ゲームは終わった。

『舞台』は元の白い素材物質に戻り、少女達も千里の側に戻ってきて並び――最終的な成績の開示を待っている。何か色々大事なものを燃え尽きさせて、椅子の上でぐったりしている千里を横目に――榮太郎が言った。

「まずクフィール」

「……は、はい……」

　クフィールはぐっと両方の拳を握り締めて身構えた。

　そんな彼女を苦笑して眺めながら――榮太郎は宣告した。

「ゼロを上回る脅きよう威いのマイナス値！　マイナス10点」

「がぅ…………」

　がっくりと項うな垂だれるクフィール。

　まあ常識知らずの彼女にしては健闘した方ではある。本人にも決して良い成績ではないと自覚があったのだろう、『がうううう』と呻いてはいるが驚いた様子はない。

「次にテジャス」

「はいっ！」

　元気よく手を挙げるゴスロリ幼女。

　こちらは自分の好成績を確信してか満面の笑みである。

　だが――

「温度ならバナナで釘くぎが打てます。マイナス40点」

「…………」

　ぱちくりと眼を瞬かせるテジャス。

　そして――

「勝った！」

「負けてんだよ！」

　ガッツポーズで言うテジャスに、束の間、復活した千里が突っ込んだ。

「千里様」

「なんだよ」

「これが勝負に負けて試合に勝ったという奴です」

「訳わかんないこと言うな――っ!!」

　ぜぇぜぇと息を荒げながら言う千里。

　正直、もう突っ込むのにも疲れてきたのだが、ついボケられると反応してしまう。千里もこれでなかなか因いん果がな性分であった。

「でもって」

　榮太郎が最後にウーラを見る。

「最後に周防・ガン・ウーラ」

「うむ」

　無表情に頷くウーラ。

　泰たい然ぜん自じ若じやくたるその振る舞いに不安など欠片かけらも窺えない。

　そんな彼女に大きく頷いてから――榮太郎は厳おごそかに告げた。

「究極の絶対値――マイナス２７３・１５点……！」

「なんなんだその半端な数字はッ!?」

　律りち儀ぎに喚く千里に、榮太郎が平然と言った。

「独断と偏見だ」

「んなもん混ぜるんなら、最初からこんな装置使うなっ！」

　がたがたと椅子と、被せられたヘルメットを揺らしながら怒鳴る千里。

「……なるほど」

　ウーラは頷いた。

「それがしの圧勝ということか」

「だからマイナスだっつーんだ！」

　とウーラを振り返って叫ぶ千里。

「むむ？」

「お前の負けだっつってんだよ！」

「そんな馬鹿な……」

　ウーラは――さすがに衝撃を受けたようだった。

　アフリカから来た少女はゆっくりと頭を振る。

「何なに故ゆえか？　ありえぬ」

「その思考がありえねえよ！」

「不当な点数だ。何か不正があったのでは」

「ねえよ！」

　まあ独断と偏見は混じっていたりする訳だが。

　さすがに腹が立ってきたのか――ウーラはつかつかと千里に歩み寄ると、その襟首を摑んで語気荒く言った。

「御兄様！　御兄様はそんなに私と子作りするのがいやか！」

「いやだ！」

　と即答する千里。

　さすがにうっ、と言葉に詰まるウーラに、千里は畳み掛けるように言った。

「つか部族の使命だか何だかしらねーけど、なんで俺がお前の子作りに付き合わなきゃならねえんだよ！　命助けられた親父ならともかく、俺は何の関係もねえだろが！　別に子供生むだけなら誰でもいいだろが！　俺に迷惑かけんなっ！」

「それは――」

「とにかく帰れっ！」

「…………」

　千里の言葉に、ウーラはしばらく言葉に詰まったまま、固まっていたが――

「――わかった」

　と頷くと、そのまま立ち上がり、すたすたとその場から歩み去っていく。彼女がぽんと白い壁を叩くと、そこは四角く開いて、彼女が通り抜けられるだけの切り欠きができた。

「…………」

　ふと。そこでウーラが振り返る。

　その眼が――

「――え？」

　潤んでいるように見えたのは、千里の気のせいだろうか。

　だが、きちんと確認する前に、ウーラはそのまま白い部屋を出て行ってしまった。

「………………えっと」

「周防」

　ぽんと千里の肩を叩きながら榮太郎が言った。

「さすがに酷ひどくないか？」

「……っていうか他の誰が言えてもあんたは言う資格ねえだろ！」

　今なお、ぐるぐる巻きにされた状態で恨うらめしげに榮太郎を見上げる千里。

「人をこんな馬鹿馬鹿しい遊びに付き合わせて――」

「ところでこんなものが脱衣所にあってな」

　とぴらりんと榮太郎がポケットから指でつまんで一枚の写真を取り出した。

　ちなみに脱衣所というのは先程の『ゲーム』で場面に合わせた衣装に少女達が着替えられるようにと、榮太郎が舞台脇に用意した小部屋だ。

「これ、お前だろ」

　と榮太郎が写真を千里の鼻先に突き付ける。

「え……？」

「……あ！」

「それって」

　千里と――そして彼の横から写真を覗き込んだクフィールとテジャスが、三者三様に驚きの声を漏らす。

　それもそのはず。

　それは、先程――荷物整理をしていた際に、クフィール達も見た、幼い頃の千里の写真だったからだ。

　いや。違う。

　厳密に言えば同じものではない。

　映っているものは同じだが、明らかにこちらの写真は古びている。

　まるでいつも何処かに入れて持ち歩いていたかのように、端がすり切れていたりもした。

「…………親父か」

　呻くように呟く千里。

　それは、父親が持ち歩いていた写真だと彼は気付いていた。

　まだ家族が誰一人欠けることなく全員揃っていた頃の……幸せな写真。

　勿論、それが此処にある理由は一つしかない。

　ウーラが持っていたからだ。

　恐らくは父親である将人から貰ったのだろう。だが問題はどうしてウーラがそれを将人から貰い、そして肌身離さず持ち歩いていたか――だ。単に千里を捜すための手掛かりで、他人に見せて行方を尋ねる為なら、そんな何年も前の写真よりも、今現在の千里を写した写真の方が良い訳で。

　では――

「…………がぅ」

　クフィールがウーラの出て行った方を振り返る。

「……千里様……ひょっとして妹さん……私と同じ……」

　むしろ哀しげなクフィールの口調に、千里は思い出した。

　人造精霊のクフィール。

　彼女は千里のアジャスタントたる使命を与えられて、初めて起動した。

　そして起動時に彼女は主人たる千里の基本情報を与えられている。

　アジャスタントという名の道具として存在を許された彼女にとって、千里とは存在理由そのものであり、全身全霊を懸けて尽くすべき全てだ。彼女に他の選択肢はない。それ以外の生き方を知らない。最初にそう決められてしまったのだから。

　他に選択肢がない故の――一途さ。

　それは余人から見ればひどく歪いびつに見えるかもしれない。

　ではもし……同様の事情がウーラにもあるとしたら？

「……佐久間先生」

「おう」

「いい加減、解いてくれませんか」

　千里は溜息をついて言った。

「ちょっと『妹』が心配なもんで。様子見てきます」

「…………ふむ。頑張れ、お兄ちゃん」

　にたりと笑って榮太郎が指を鳴らす。

　ぱらりと自然に落ちた縄を振り払って、千里は立ち上がった。
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　ぼんやりとウーラは〈都市〉の中を歩いていた。

「…………」

　その褐色の顔には――やはり表情はない。

　表情を抑え込むのは、ウーラの部族において当たり前のことだ。彼女も幼い頃からそう教えられてきた。戦士たるもの、武士たるもの、露骨に喜怒哀楽を面へ出してはいけない。それは己の内心を相手に悟らせ――相手が付け入る隙ともなるからだ。

　呪術を扱うとなれば尚更だ。

　心を強く御していなければ術に呑まれる。

　特にウーラの部族の呪術は、祖霊と信じられている霊獣を己の中に降ろして霊力を高め、使うことが多い。建物の屋根まで一動作で飛び上がったり、壁を走ったりする超人的な運動能力は、その副作用である。部族が獣の皮を衣装として用いるのも、肉食獣を狩って喰うのも――本来なら草食獣の方が肉は美味い――霊獣との親和性を高める為だ。

　だがそれは常に己の中に獣性を飼うということでもある。

　術の行使時――気をしっかり持っていなければ、術者は己の中の獣性に振り回されてしまうことがあるのだ。

「…………」

　帰れと言われてもすぐに帰る気にはなれない。

　かといって、ああもはっきり否定されてしまった以上、千里の補佐役としてこの街に残るのも無理な話だろう。

「それがしは……」

　別に子供を産むだけなら誰でも良い――それは千里の言うとおりだ。

　子供を産むだけではないから、誰でも良くないのだ。

　ウーラの部族は全員が戦士だ。

　だからこそ死は間近にあり――また生はその対となって存在する。

　生を育む為の行為もまた。

　子を産む為の儀式は部族維持にとって必須の義務であり、同時に神聖なものであるが、だからこそ多くの場合、女達に選択の余地もない。

　否応なく、時期が来れば女達は男を狩って義務を果たす。

　自分の好みの獲物が捕れなかったからといって、喰わない訳にはいかないのと同様――ウーラ達にも男を選ぶ自由はほとんどない。狩れる男は少なく、村に留まる男はもっと少ない。選り好みをしていては部族が維持できない。

　そんな中でウーラは見たのだ。

　母が連れてきた男と――彼の持ち歩いていた写真を。

　幸せそうな男の子の笑顔を。

　――それを一目惚れと言って良いのかどうかは疑問だろう。

　理由は自分でもよくわからない。

　屈強そうに見えた訳でもない。まして単純な美び醜しゆうはウーラ達の『男』を狩る基準にあまり影響しない。ウーラの部族にとって『男』と『子種』は同じ意味で――子を成すことができるのならば誰でも良いはずなのだ。腹が膨れれば、それが水牛の肉だろうと山羊の肉だろうと構わないのと同じく。

　しかし――それでも。

　ウーラは選ぶことができるのならば、この少年が良いと思った。

　だから母が日本に行くのに、無理を言って一緒に付いてきたのだ。

　あるいは母があの日本人を選んだように、娘のウーラも何か相性の良さを感じたのかもしれない。思えばあの日本人――今は『父』でもある周防将人もまた、別に屈強な戦士という訳ではなかった。なのに母はあの周防将人の子を産むことにこだわったのだ。

　だが――

「何か間違っておったのか……」

　勿論、ウーラには何がいけなかったのか、よくわからない。

　例えば彼女の部族には『恋愛』という概念がない。

　男を狩って繁殖するような形式が定着した社会に、それは確かに未知の概念だ。故にウーラもどうしても千里に対して獲物に対するかのような態度に出てしまう。他の接し方を彼女は知らない。そもそも同じ年頃の男性と口をきいたのは、千里が初めてだ。

　だから自分が間違っている部分すらわからない。

　そもそも部族の民としては間違っていない――あくまでこの日本の感覚で間違っていただけのことなのだから。

「……おめおめと家に戻る訳にもいかん……かといって……」

　部族の村に戻る訳にもいかない。

　これと決めた『獲物』を狩ることのできなかったウーラは、部族では半端物扱いになってしまう。ましてや母は――族長の許しはあったとはいえ――部族のしきたりを破って村を出て日本までやってきた。勿論、周防将人の説得も理由の一つではあるが、ウーラ達が村を出ることができたのは、ウーラや母もそれを望んだからだ。

　元々の行動すらあまり良くは思われていないのに――これでウーラが千里の子を身み籠ごもることができなければ、彼女は部族の伝統を棄てた裏切り者になってしまう。

「……どうしたものか……」

　溜息をついて、近くの建物の壁に槍と盾を立てかけ、路肩に座り込むウーラ。

　そこに――

「……足速いな」

　一瞬、幻聴かと思った。

　あれだけはっきり拒否されたのだ。追いかけてくるはずなどないとウーラは思っていた。

　だが……

「さすがアフリカ出だよな」

　はぁはぁと息を荒げながら声を掛けてきたのは――信じられないがやはり千里だった。

　恐らく全力で走ってきたのだろう。膝に両手をついて身を屈めながら、彼はしばらく呼吸を整えていた。

「お……御兄……様？」

　いけない。そんな考えが脳のう裏りを過よぎる。

　戦士たるもの己の喜怒哀楽を面に出してはいけない。

　なのに――今の自分はきっと、内心そのままの、きょとんとした顔を晒さらしてしまっていることだろう。いけないとわかっているのにいつもの仮面を取り繕うことができない。

　むしろ……

「あ、あのな」

　千里は決まり悪そうに言った。

　視線をウーラから少し逸らしながら――

「ちょっと言い過ぎた。ごめん」

「…………」

「いや、だからな――ええと、なんだ」

　千里は頰を掻きながら言った。

「お前がその、部族のしきたりかなんかで、俺と子作りしなきゃならないってのは、まあわかったよ。わかったけどな。俺達日本人は――まあ少なくとも俺は、子作りってそーゆーもんじゃないんだよ。俺達には俺達のしきたりがあるのな。わかるか？」

「…………そ、そうか」

　と頷くウーラ。

「そうだな。そういわれれば、そうかも……しれない」

「だからまあ、別にな、お前が嫌いとかそういうのじゃないんだ」

「……………それは」

　ウーラは一瞬、言い淀む。

　それが千里を怒らせる言葉だとは何となく察していたのだが、他にウーラは適当な言葉を知らなかった。

「それがしと子作りしてもいいということか？」

「いやだから――！」

　怒鳴りかけて……ぐっと堪える千里。

「そういうのは、もっともっと、先の話なんだよ、日本人にとっては」

「……ふむ」

「お前にとって、部族のしきたりが大事なのは、わかる。でも俺には俺の大事な、しきたりっつーか何つーか、とにかくそういうのがあるんだ。こだわり？　違うか、ああもう、どう言えばいいんだ――俺は、そういうのは、とにかく、出会って昨日今日で、その、子作りしたりするもんじゃねえと思ってんだよ」

「…………」

「お前と子作りするかしないかと、お前が、好きとか嫌いとか、憎いとか憎くないとか、そういうのはまた別だ。好きだってことの、ずっとずっと先に、子作りはあんのかもしれねえけどな――ってくそ、なんでこんなこと語ってんだ、俺は」

　苛立たしげに言う千里。

　だがウーラは、不思議とそんな千里が――

（興味深い？　いや。違う。これは……）

　やはりよくわからない。

　自分の中にある感情を表現する言葉をウーラは知らない。部族の言語中にそれはなかったし、だからこそ日本語を覚える時もウーラはそれを学ばなかった。

　だが……

「そもそも兄と妹で子作りってのは、日本のしきたりじゃ、おかしいの」

「そうなのか」

「そうなの」

　と締めくくる千里。

　それから彼はふと顔をしかめて呟くように付け加えた。

「……って生まれた男の子は里子に出すんだっけか。兄とか妹とかの感覚もねえんだよな、お前等の部族」

　そう。ウーラの部族に『男の家族』という概念そのものがないのだ。

　だから『御兄様』という言葉も――ウーラにとってそれは単に言葉でしかない。呼称としての意味があるだけで、それ以上でもそれ以下でもないのだ。

「とにかくな。お前が嫌いなんじゃないんだ。それはわかってくれ」

「…………難しいが」

　首を傾げながらウーラは言った。

「つまり、時間を掛けろ、ということなのか？」

「時間――を掛けたから絶対、って訳でもねえとは思うが」

「ふむ。なるほど」

　ウーラは頷いた。

「狩りもそうだな。時間を掛ければ良い獲物が捕れるとは限らない」

「…………また色々激しく不安な理解だが、まあいいや」

　ほっと溜息をつく千里。

　そして――
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　なんだかんだで翌日の――朝。

「――で。御主人様」

　身を乗り出してテジャスが言った。

「…………」

「御主人様ってば」

「……俺を御主人様と呼ぶな」

「じゃあ千里様」

「なんだよ」

「どーしてこうなってるんでしょう？」

　とテジャスが指さす先。

　千里の部屋の居間。

　そこではソバをずるずると器用に啜すする――それも箸はしを使って――ウーラの姿があった。

「どーしてって言われてもな……」

「引っ越しにはソバと決まっていると聞いたが」

　とすました表情で言うアフリカ少女。

　先祖にサムライがいたせいか、それとも将人に教わったのか、変なところで日本通のウーラである。

「そーじゃなくて。どうして妹さんが此処でソバ食べてるんでしょう？」

「それは勿論、隣に引っ越してきたからだ」

　と――答えるのはウーラでも千里でもなく、いつの間にかにゅいっと千里の脇に生えていた榮太郎だった。

「自力で〈都市〉近くまで辿り着く魔法使いとしての能力は評価に値する。〈都市〉管理部としても、自分達の把握していない系統の魔術・呪術の研究対象として興味深いということで、特待生として彼女を招き入れることになった。魔法使いとしての能力があるから、アジャスタントも必要ないだろうってことでな」

「何だか納得いきません」

　とテジャス。

　まあ彼女にとって、ウーラは千里のアジャスタントの立場を取り合って戦った『敵』である。せっかく勝ったというのに、その敗者が当たり前のような顔をして隣に越してきては文句の一つも言いたくなるというもの――

「せっかく、御主人様を妹萌え奥義、『お兄ちゃん、眠れないの一緒に寝ていい？』で攻略しようと思ったのに、本物の妹さんがいたら意味ないじゃないですか！」

「元々意味ねえよッ！」

　と千里。

「つーか妹萌えから離れろお前はッ！」

「じゃあ御主人様は何に萌えるんですか!?」

「しらんわっ！」

「妹でもメイドでもないとすると、巫女ですか!?　ひょっとしてあの緋色の袴はかまがポイントですか!?」

「違うわっ！」

「そんな恥ずかしがらなくても！」

「お前はむしろ恥ずかしがれっ！」

　ぎゃあぎゃあと会話する千里とテジャス。

「…………ふむ」

　その様子を無表情に見つめるウーラ。

　そんな彼女のどんぶりの横に――

「……良かったですね」

　ことんとお茶の湯飲みを置いたのは、クフィールだった。

　千里のアジャスタントの少女は、ぼんやりと、しかし人の善さそうな笑みを浮かべてウーラを見ている。こちらはウーラが隣に越してきたことに異論はないらしい。元々誰かを嫌ったりとか、心の底から怒ったりとかが、できない性格なのだろう。

「…………」

　無表情にクフィールを見返すウーラ。

　彼女は何故か睨むようにクフィールを見つめていたが――

「渡さんからな」

「……がぅ？」

「御兄様は、それがしの、獲物だ」

「…………？」

　首を傾げるクフィール。

　宣戦布告が今ひとつ伝わっていないのに、気付いているのかいないのか――ウーラはやはりすました表情でお茶をすすって『うむ。かたじけない』とだけ言った。





つづく


















　あとがき




　――そういう訳で「まかでみックス・せかんど」にございます。

　相変わらず一部では（特に序章辺り）好き勝手やってるというか、かなり禁じ手っぽいことをしてますが、まあそれはさておき。




　ライトノベルの文庫の刊行に際して、どういう手順で何が行われるかというのは、実は文庫レーベルや作家の執筆速度によっても変わってくるようなのですが――「まかでみ」系に関して言えば、私が何かと締め切りぎりぎりの体制で動いているせいか、後書きを書く前に表紙とかが上がってくることもしばしばあります。

　で――今回も後書きを書く前に表紙が出来上がってきた訳ですが。

「……しまった！」

　と思うことがひとつ。

　案外、文庫の「帯」を外さない人もいるようですが、「まかでみックス」に関して言えば必ず外して表紙を御覧ください。可愛い感じのデフォルメ・クフィールがそこに隠れております故ゆえ。

　で――前回の一巻はメイドさんだったのですが。

　今回は体操着です。しかもブルマです。可愛いです。けしからんです（ムッハー）。

「ああ、確かにその手の格好が似合う子として設定したが――しまった、本編ではなく表紙で先にやられてしまうとはッ！」

　という訳で本編で体操着（ジャージは出てますが）を出さなかったことがひどく悔やまれます。こんなことではいかん。

　よし。必ず次の「まかでみックス」では体操着、勿論ブルマ付きを出すッ!!

　――などと場外の夜空に輝く一番星を指さして誓ったりする私（予告ブルマ）。




　まあそれはさておき。

　この巻でようやくメインキャラが出そろった感じです。特に妹のウーラはかなり初期の段階から設定されていたキャラですね。名前は別の名前だったのですが、某社のヒロインで同じよーな名前を先に使っちゃったので、変更しました。

　ちなみにＢＬＡＤＥ師向けに「ふふふ。さあ、ケモノミミ娘だぞ。しかも蛮族の娘だ。さあ、思うさまチャ●を描くがいいわ！」とか嬲なぶるよーな設定起こしたら、「……甘いな」とばかりに敢えて全然別のデザイン描いてくる処が、妙に楽しいデス（何をやってんだか）。当初の予定ではもっとアッパー系な娘だったんですが、なんだかテジャスとのかねあいや、ＢＬＡＤＥ師のデザイン見ていると、「こっちの方がいいかなー」みたいな感じで修正していったりもしました。

　いや。本当にキャラは生き物ですねえ。

　最終巻まで割と展開とキャラ配置を計算して作品を書くことも勿論ある訳ですが（例・某社の『偶像破壊者』とかね）――「まかでみックス」はその逆で。ライブ感というか、まあ関係者と読者の方々の反応を見ながら書いていこうと思っていたりします。

　そのうち「僕の考えた怪人」ならぬ「僕の考えたアジャスタント」とか募集するのもアリか（笑）？




　それはそうと。

『まかでみ』のアニメの方も順調に進んでいる様子で、非常に楽しみです。この間第一話のアフレコにも立ち会ってきましたが、いやまあ動く動く。アニメとしての枠があるのでお話の展開が一〇〇パーセント原作をなぞる訳ではありませんが、非常にイメージとしては忠実な映像化だと思います。これで最後までいってくれるといいなー。




　月刊コミック・アライブで連載中の漫画も丁寧に原作を追ってくれている感じで、有り難い感じです。榮えい太た郎ろう辺りの扱いというか小ネタが原作より細かいし（笑）。




　何はともあれ、まだまだ盛り上がる「まかでみ」の世界に、おつきあいくださいませ。
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